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特集

経年劣化

終末期を見据える

　NITE に寄せられる事故情報の中で、「経年劣化」が原因で発生する事故は、

後を絶ちません。モノに愛着を持って使っても、いつかは「寿命」を迎えるこ

とになるわけです。「モノを長く使う」ことの裏側に潜む「経年劣化」。「誤使

用や不注意による事故」と同様に、消費者が自ら防がなければならない「経年

劣化」による事故を今号で考えていきたいと思います。

　今号の特集では、「経年劣化」をテーマにして、長期使用による劣化が事故

の原因となった事故の現状を考えてみたいと思います。ＮＩＴＥが収集した「経

年劣化」が原因の事故の分析をはじめ、経年劣化事故防止についての対応策な

どを学識経験者や事業者など各方面の方々から、それぞれの立場で執筆してい

ただきました。

　また、「安全研究」の項でも、経年劣化の事故を見据えた安全設計などにつ

いて、その考えかたなどを執筆していだきました。
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費者自身による保守が難しく、 経年劣化による

重大事故の発生のおそれが高いものについて、

経年劣化による製品事故を未然に防止するた

め、 消費者による点検その他の保守を適切に

支援する制度 「長期使用製品安全点検制度」

が設けられました。 また、 電気用品安全法の技

術基準改正により 「長期使用製品安全表示制

度」 が設けられ、 ともに平成 21 年４月１日に施

行されました。 �れにより、 ��に��された�れにより、 ��に��された

製品の長期使用時の注意喚起を促す制度が整

備されました。

　制度の特徴の�つ�設��の 「�準使用の�つ�設��の 「�準使用「�準使用

期間」の表示を��化した�と�す。 製品に�、の表示を��化した�と�す。 製品に�、。 製品に�、

長期にわたって使用すると経年劣化による事故による事故よる事故

に至るおそれが�るとい��とを、 改めて 「�準�るとい��とを、 改めて 「�準改めて 「�準

使用期間」 とい�言葉�使用者イコール消費者

に��る�とが��るとい��と�す。��る�とが��るとい��と�す。とい��と�す。。

　経年劣化の事故防止策。 ��に��った製��に��った製

品を監視 ・ 監督するとい��の新たな制度の�制度の�

げる 「�準使用期間」 の周知徹底を図れば、、

制度対象外製品においても経年劣化事故の未事故の未の未

然防止につながるものと考�られます。

　今号��、 特集として 「経年劣化～終末期

を見据�る」 を組むに�たって、 経年劣化の

事故の��な�を��します。��な�を��します。。

「経年劣化～終末期を見据える」の特集に向けて

生活安全ジャーナル編集事務局

　モノを長く使�。 安全に。安全に。

　モノに�寿命が�ります。 長期間にわたって

使用していると�品�に劣化����が起��品�に劣化����が起�劣化����が起��が起�が起�

り、 �がて�れるな�寿命を��る�とになりま�れるな�寿命を��る�とになりまるな�寿命を��る�とになりま

す。 ただ、 製品�安全�が��に�保されて製品�安全�が��に�保されて安全�が��に�保されて

いたとしても、 消費者の手にわたると使用�度わたると使用�度ると使用�度

�扱い方な�がさま�ま��るため、 使用年�さま�ま��るため、 使用年�、 使用年�使用年�

を特�するの���に難しくなります。特�するの���に難しくなります。するの���に難しくなります。くなります。す。

　経年劣化の事故�なぜ起�るの�しょ�。 「外

観が古くないため、 劣化の��がない」、 「�ないため、 劣化の��がない」、 「�ため、 劣化の��がない」、 「�の��がない」、 「���がない」、 「�がない」、 「�」、 「�

具合に気づいていても、 『古いから仕方がない�がない�ない�

ととら�て使用を続ける」、 「�具合が�っても�具合が�っても

�れるま�使用し続ける」、 「劣化そのものの�し続ける」、 「劣化そのものの�」、 「劣化そのものの�、 「劣化そのものの�「劣化そのものの��

識がない」 ��、 �くの��が��されます。がない」 ��、 �くの��が��されます。

　ＮＩＴＥ�、 昭和 49 年から事故情報の収集を

始めました。事故情報データベースの中�、「経

年劣化」 が��の事故�、 「製造後長期間経

過したり、 長期間の使用により�能が劣化した

と考�られるもの」 と��しています。

　経済産業省�平成 19 年、 ���ス���平成 19 年、 ���ス���、 ���ス������ス���

にかかわる死亡事故な�経年劣化が��となっが��となっとなっ

た重大な事故が発生し、 ��に��された製

品の経年劣化による事故を未然に防止するた

めの措置の必要�が改めて�識されました。

そ��、 「消費生活用製品安全法の��を改

正する法律」 （平成 19 年法律第 117 号） が成

立し、 平成 19 年 11 月 21 日に��され、 消��され、 消され、 消

Ｈ 17 年度 Ｈ 18 年度 Ｈ 19 年度 Ｈ 20 年度 Ｈ 21 年度 合計

非重大製品事故 75 �� 139 �� 130 �� 77 �� 53 �� 474 ��

重大製品事故 － －  67 �� 26 �� 6 �� 99 �

合計 75 �� 139 �� 197 �� 103 �� 59 �� 573 ��

年度別、 経年劣化による事故�数 平成 22 年 7 月 31 日現在

「重大製品事故」 は、 「経済産業省が製品起因による事故及び原因不明であると判断したもの」
の中で、 ＮＩＴＥが 「経年劣化」 が事故の原因と考えられるとしたものです
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１��������������������

　平成 21 年４月１日、 「長期使用製品安全点

検 ・ 表示制度」 の施行日に、 NITE �製品安

全センターに 「経年劣化対策室」 を新設しまし

た。 「経年劣化対策室」 （20 ページ、 「経年劣

化事故を考�る」 �載） �、 収集した事故情

報の中�、 事故��が経年劣化に起�、 また

�起�が疑われる事故に関する情報を抽� ・

��し、 その結果として得られる劣化のし�す

い�品及び材料の種類に関する技術�の調査

を行っています。 「経年劣化対策室」 が行った

調査結果を基に、 平成 17 年度から平成 21 年

度の５年間� 「経年劣化」 が���発生した

事故 573 件 （平成 22 年７月 31 日�在） につ

いて��します。 なお、 ＮＩＴＥ��、 事故の

��区�� 「経年劣化」 � 「Ｃ」 判�として

�類していますが、����、「Ｃ」 判�及び 「重

大製品事故」 の中� 「経年劣化」 が��と考

�られる事故も含ん�います。

２�����������������������������

　　「年度別、 経年劣化による事故の品目別

件�」 を表１に示します。

　経年劣化による事故が最も�いの�、 平成

19 年の 197 件�す。 �れについて�、 同年５

月に施行された改正消費生活用製品安全法に

より、 事業者から過去に発生した事故もまとめ

て報告された�と�、 事故情報収集件�そのも

のが大�く増�たため、それに伴い 「経年劣化」

の事故の報告も�くなっています。

　表１�示した経年劣化による事故が�い品目

の中�、 最も�いの� 「ブラウン管�カラーテ

レビ」 � 「扇風機」 の事故がみられる 「家庭

用電気製品」 の 404 件�、 全体の 71％に達し

ています。次い��いの�、「�ス給��」�「石

油給�機」 な�を含む 「燃焼�具」 116 件の

20％�、 �れら２品目だけ�全体の 91％を占

める�とになります。

　その他の品目�、「台所・食卓用品」 ��、「ア

NITE データベースにみる経年劣化による事故

生活安全ジャーナル編集事務局

　NITE が平成17年度から平成21年度の５年間に収集し、調査が終了した事故のうち「経

年劣化」が原因だったものは 573 件でした（平成 22 年７月 31 日現在）。この事故情報を

基に「経年劣化」による事故の多い品目や使用年数などをデータベースで検証します。

表１　年度別、 経年劣化による事故の品目別�数

H17 年度 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 合計

01. 家庭用電気製品 46 �� 61.3�� 85 �� 61.2�� 151 �� 76.6�� 81 �� 78.6�� 41 �� 69.5�� 404 �� 70.5��

02. 台所 ・ 食卓用品 0 �� 0.0�� 3 �� 2.2�� 3 �� 1.5�� 0 �� 0.0�� 3 �� 5.1�� 9 �� 1.6��

03. 燃焼器具 21 �� 28.0�� 42 �� 30.2�� 33 �� 16.8�� 11 �� 10.7�� 9 �� 15.3�� 116 �� 20.2��

04. 家具 ・ 住宅用品 2 �� 1.5�� 2 �� 1.4�� 6 �� 3.0�� 2 �� 1.9� 0 �� 0.0�� 12 �� 2.1��

05. 乗物 ・ 乗物用品 0 �� 0.0�� 7 �� 5.0�� 1 �� 0.5�� 2 �� 1.9�� 1 �� 1.7�� 11 �� 1.9��

06. 身のまわり品 2 �� 2.7�� 0 �� 0.0�� 2 �� 1.0�� 2 �� 1.9�� 0 �� 0.0�� 6 �� 0.9��

07. 保健衛生用品 0 �� 0.0�� 0 �� 0.0�� 0 �� 0.0� 1 �� 1.0�� 0 �� 0.0�� 1 �� 0.1��

08. レジャー用品 4 � 5.3�� 0 �� 0.0�� 1 �� 0.5� 3 �� 2.9�� 5 �� 8.5�� 13 �� 2.3��

09. 乳幼児用品 0 �� 0.0�� 0 �� 0.0�� 0 �� 0.0�� 1 �� 1.0�� 0 �� 0.0�� 1 �� 0.2��

10. 繊維製品 0 �� 0.0�� 0 �� 0.0�� 0 � 0.0�� 0 � 0.0�� 0 � 0.0�� 0 � 0.0��

合計 75 � 139 � 197 � 103 � 59 � 573 �

年度品目
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イスクリームメーカー」、「家具・住宅用品」 � 「い

す」、 「乗物 ・ 乗物用品」 �� 「自転車」、 「身

のまわり品」 � 「簡易�スライター」、 「保健衛

生品」��「スプレー缶」、「レジャー用品」�「カ

メラ」、 「乳幼児用品」 �� 「乳幼児用歩行�」

な�の事故が�りました。

３��������������

　　「年度別、 経年劣化による事故の被害�況

別件�」 を表２に示します。 「製品破損」 が最

�の 257 件�、次い�「拡大被害」の 250 件 ( 重

大製品事故� 「火災」 として届け�の�ったも

の 98 件含む） �した。 人的被害に及んだもの

� 「死亡」 １件、 「重傷」 ６件、 「軽傷」 46 件
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図１　被害者の年代別 （不明 384 �除く）
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表２　年度別、 経年劣化による事故の被害状況別�数

Ｈ 17 年度 Ｈ 18 年度 Ｈ 19 年度 Ｈ 20 年度 Ｈ 21 年度 合計

死亡 0 �� 0 ��
　　　　　　 　1 �1 ��
うち火災 （1 �）

0 �� 0 ��
1 ��

うち火災 （1 �）

重傷 2 �� 4 ��                 0 �� 0 �� 0 �� 6 �

軽傷 10 �� 13 �� 11 �� 5 �� 7 �� 46 �

拡大被害 34 �� 47 ��
　　　　　　104 �104 ��
うち火災（66�）

　　　　　　 47 �
うち火災（26�）

　　　　　　 18 �18 ��
うち火災 （6 �）

250 �
うち火災（98�）

製品破損 29 �� 72 �� 76 �� 48 �� 32 �� 257 �

被害なし 0 � 3 � 5 � 3 � 2 � 13 �

合計 75 �� 139 �� 197 �� 103 �� 59 �� 573 ��

年度
被害状況

表３　年度別、 経年劣化による事故の年代別�数

Ｈ 17 年度 Ｈ 18 年度 Ｈ 19 年度 Ｈ 20 年度 Ｈ 21 年度 合計

1 歳未満 0 �� 1 �� 0 �� 2 �� 1 �� 4 ��

10 歳未満 0 �� 3 �� 1 �� 0 �� 0 �� 4 ��

10 歳代 0 �� 0 �� 1 �� 1 �� 0 �� 2 ��

20 歳代 0 �� 0 �� 3 �� 0 �� 1 �� 4 ��

30 歳代 4 �� 3 �� 6 �� 4 �� 1 �� 18 ��

40 歳代 0 � 0 � 9 � 4 � 4 � 17 �

50 歳代 7 � 11 � 16 � 8 � 5 � 47 �

60 歳代 7 � 14 � 11 � 9 � 5 � 46 �

70 歳代 2 � 3 � 16 � 6 � 4 � 31 �

80 歳代 2 � 2 � 8 � 2 � 2 � 16 �

不明 53 � 102 � 126 � 67 � 36 � 384 �

合計 75 �� 139 �� 197 �� 103 �� 59 �� 573 ��

年度
年代

�すが、 死亡事故１件について�、 「扇風機」

による火災�２人が死亡しています。

４��������������������

　「年度別、 経年劣化による年代別件�」 を

表３と図１に示します。 「50 歳代」 が 47 件、「60

歳代」 が 46 件、「70 歳代」 の 31 件と続�ます。

�の 「50 歳代から 70 歳代」 ま�の年代だけ�

124 件��り、 「�明」 の 384 件を除いた年代

が判明している 189 件中 66％となりました。

　なお、 10 歳未満の事故��、 「幼児が住宅

の２階に設置された転落防止用の手すりに乗り

�したと�ろ、 落下し、 顔面

に打撲を負った」 な�の事例

が�りました。

５��������������������������

　「年度別、 経年劣化による

事故が発生した製品の使用

年�」 を表４に示します。 最

も�いの� 「15 ～ 20 年」 の

142 件�、以降 「10 ～ 15 年」

平成 19 年度からは、 同年に施行された改正消安法で 「火災」 として届け出のあったものを内数で （） に示しています。
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107 件、 「20 ～ 25 年 」 83 件 と

続�ます。 「未使用 （スプレー

缶）」 ３件、 「�明」 83 件を除く

使用年�が判明している 487 件

中、 「15 ～ 20 年」 と 「10 ～ 15

年」 の 『10 年代� の使用�発

生した事故� 249 件� 51％とな

り、 全体の約半�となりました。

なお、 「１年未満」 の事故につ

いて�、 リサイクルショップ�購

入した乳幼児用歩行�のプラス

チック��の留め具の劣化、 購入から長期間

が経っていた登山靴のポリウレタンの加水�解

な��した。

　「年度別、 経年劣化による事故が�かった品

目」 を表５に示します。 「家庭用電気製品」 に

�類される 「扇風機」 71 件と 「ブラウン管�テ

レビ」 70 件の事故が�く�りました。 以降、「家

庭用電気製品」の「照明�具」32 件が続�ます。

「照明�具」 ��、 郵便局��学校な��も

発生しており、 �学校の２件について�いずれ

も 「35 年以� 40 年未満」 の使用期間�した。

「電気カーペット」 22 件�、 すべての使用年�

の区�から発生していますが、 �れ�製品特�

の 「扱われ方 （人の�入りの�い�屋�ほと

ん��入りのない�屋、 家具の配置�）」 の違

いな�により劣化の度合いが異なる�とと��さ

れます。 「電子レンジ」 の事故 19 件中、 16 件

が 「15 年以� 20 年未満」 の使用期間�した。

「エアコン」 も 「家庭用電気製品」 に�類され

る製品�すが、 内訳� 「室内機」 10 件、 「室

外機」 ７件となっています。

　「燃焼�具」 について�、「�ス給��」、「�

スふろがま」、 「石油給�機」 ３製品�の事故

が�く�りました。 「�ス給��」 �、 24 件中

18 件が 「10 年以� 20 年未満」 の使用�事

故が発生し、 「�スふろがま」 22 件についても

「10 年以� 20 年未満」 の使用�起�った事故

が 18 件�りました。 「石油給�機」 �、 21 件

中� 「使用期間�明」 の５件を除く 16 件中 10

件 が 「 ５ 年 以 � 10

年以内」 の使用年�

となっており、表６ （７

ページ） �示します

が、 「10 年未満」 の

事故が最も�い品目

となっています。

　「年度別、 使用年

�別、 経年劣化によ

る事故が�かった品

目」 を表６に示しま

す。 表５�事故が最

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 合計

扇風機 2 � 8 � 39 � 16 � 6 � 71 �

ブラウン管型テレビ 10 � 14 � 24 � 11 � 11 � 70 �

照明器具 2 � 2 � 10 � 9 � 9 � 32 �

ガス給湯器器 1 � 6 � 13 � 2 � 2 � 24 �

ガスふろがま 2 � 10 � 5 � 4 � 1 � 22 �

電気カーペット 3 � 3 � 8 � 7 � 1 � 22 �

石油給湯機機 11 � 7 � 2 � 1 � 0 � 21 �

電子レンジ 1 � 7 � 6 � 3 � 2 � 19 �

エアコン 4 � 6 � 4 � 2 � 1 � 17 �

換気扇 1 � 3 � 4 � 4 � 2 � 14 �

冷蔵庫 5 � 5 � 2 � 1 � 1 � 14 �

表５　年度別、 経年劣化による事故が多かった品目

年度品目

表４　年度別、 経年劣化による事故が発生した製品の使用年数

Ｈ 17 年度 Ｈ 18 年度 Ｈ 19 年度 Ｈ 20 年度 Ｈ 21 年度 合計

未使用 0 � 0 � 2 � 1 � 0 � 3 �

1 年未満 1 � 0 � 1 � 1 � 0 �� 3 �

1 年以上 5 年未満 0 � 1 � 4 � 0 � 0 � 5 �

5 年以上 10 年未満  10 �� 9 �� 12 �� 1 �� 1 �� 33 ��

10 年以上 15 年未満 13 �� 33 �� 28 �� 20 �� 13 �� 107 ��

15 年以上 20 年未満 15 �� 41 �� 51 �� 24 �� 11 �� 142 ��

20 年以上 25 年未満 14 � 19 � 26 � 16 � 8 � 83 �

25 年以上 30 年未満 6 � 5 � 10 � 7 � 2 � 30 �

30 年以上 35 年未満 2 � 9 � 13 � 7 � 4 � 35 �

35 年以上 40 年未満 2 � 7 � 16 � 9 � 7 � 41 �

40 年以上 45 年未満 0 � 1 � 1 � 3 � 1 � 6 �

45 年以上 50 年未満 0 � 0 � 1 � 0 � 1 � 2 �

不明 12 � 14 � 32 � 14 � 11 � 83 �

合計 75 � 139 � 197 � 103 � 59 � 573 �

年度使用年数
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�覚をもって使用し続けられているの��ない

�しょ�か。 そ��必要になるの�、 「事故に至

る可能�が�る経年劣化の予兆」 とい��識を

持ってもら��と�す。 �れに有効と考�られる

のが、 「�準使用期間」 の言葉の浸透�す。

モノに�、 「�準使用期間」 が�るとい��とを

知ってもらい、 「経年劣化」 への意識の�着を

図る�と�事故の未然防止が図られる�とになり

ます。長期使用による「�能劣化」だけ��なく、

「経年劣化」 とい��識を持ってもら��と�す。

　製品に�寿命が�ります。 「長期使用製品安

全点検 ・ 表示制度」 を通じて、 長く使用した

製品に起�り得る 「経年劣化」 について理解を

深める�とが有効と思われます。

も�かった 「ブラウン管�テレビ」 の事故� 「10

年以� 20 年未満」 と 「20 年以� 30 年未満」

の使用期間��くみられます。 しかし、 「30 年

以� 40 年未満」 の 「ブラウン管�テレビ」 の

事故報告がない�とから、 製品そのものが�際

に使用される期間が、 30 年未満��ないかと

��されます。 �方、 「扇風機」 �使用期間

が 「30 年以� 40 年未満」 の事故が 35 件と

最も�く、 「40 年以� 50 年未満」 �も事故が

報告されています。 「扇風機」 について�、 30

年を超�ても使用が続けられ、 �の 「30 年以

� 40 年未満」 の時期��く事故が発生してい

る�とになります。

６�����������

　平成 19 年に発生した���ス���にかかに発生した���ス���にかか���ス���にかか

わる経年劣化が��の重大な事故の発生�に経年劣化が��の重大な事故の発生�に重大な事故の発生�にの発生�に

より 「長期使用製品安全点検 ・ 表示制度」 が、

平成 21 年４月１日からスタートしました。 制度

�対象製品を安全に使用するための目安とな

る設��の 「�準使用期間」 の表示を��化

しています。

　さて、 長期間使用した製品の事故を防止す

るに�、 �具合い�異�を�じたら、 まず製品

の使用を中止する�と�す。 しかし、 �際に事

故が発生している��からすれば、 製品の異

変を 「古い製品だから、 �具合が�る」 とい�

表６　年度別、 使用年数別、 経年劣化による事故が多かった品目

10 年未満 10 年以上 20 年未満 20 年以上 30 年未満 30 年以上 40 年未満 40 年以上 50 年未満 不明

石油給湯機 10 ��
ブラウン管
型テレビ

42 ��
ブラウン管
型テレビ

22 �� 扇風機 35 � 扇風機 6 � 扇風機 19 �

照明器具 4 � ガス給湯器 20 ��
電気カー
ペット

11 �� 換気扇 7 �

まきふろが
ま／屋内配
線

1 �

カメラ 6 �

簡易ガスラ
イター／靴

3 ��
ガスふろが
ま

18 ��
扇風機／
冷蔵庫

6 ��
エアコン／
冷蔵庫

4 �
石油給湯
機

5 �

ブラウン管
型テレビ／
ヘアドライ
ヤー／電気
ポット

2 ��
照明器具
／電子レン
ジ

17 � 照明器具 5 ��
照明器具
／電気毛
布

3 �

ブラウン管
型テレビ／
石油ふろが
ま／まきス
トーブ

4 �
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　�品�材料�、 時間を経るに従って劣化し、

�るい���して、 その機能を失�か変化して

しま�もの�す。 �品�材料�の経年劣化にに

よって、 その製品�機械がいつか�使いもの

にならなくなるとい����、 避ける�と��来

ません。 そ��、 劣化を遅らせたりする技術、

人間の生涯に比べたら劣化の速度が極めて遅

く、 �際に�劣化しないとみなされる�品�材

料の使用とい�選択肢が考�らます。 しかし、

��に�、 そのよ�な�とが�来る�合�限ら

れています。 経年劣化の恐ろしいと�ろ�、 発

火�の��となって、 火事な�を起�し、 人命

を脅かし、 財産の損害に繋がるとい�安全�の

問題を引�起�すと�ろに�ります。 従って、 �

品�材料の劣化を大前提として、 劣化しても大として、 劣化しても大して、 劣化しても大

丈夫なよ�な安全な製品の設�法を模索する�

とが必須となります。�んな�とが可能なの�しょ

�か。 本稿��、 �の�とに関して考察を試み

てみたいと思います。

　最近になって劣化問題が注目されるよ�に

なって�たのに�、理由が�りそ��す。�つ�、

製品の信頼�が高くなった�とと共に、 高齢化

社会を��て、 電気製品�を従来に比べて長

期間使用する傾向が強まって�た�と�す。 �

十年前の扇風機�を手入れをしないまま使い

続けて、 扇風機が火を�くとい�例が発生し、�くとい�例が発生し、とい�例が発生し、

問題視され�して�たの��の例�しょ�。 �の

傾向�、 今後ますます強くなると思われます。

も��つの理由�、 安全な製品が�くなり、 消

費者が安全を気にしなくて済むよ�になったた

めに、 ��事故が発生すると、 報���大�く��事故が発生すると、 報���大�く事故が発生すると、 報���大�く

取り�げられるよ�になった�と�す。 �んな時

�も、深刻な事故が発生しないよ�に、製造メーが発生しないよ�に、製造メー発生しないよ�に、製造メー

カーも消費者も��すべ��と��然�すが、ーも消費者も��すべ��と��然�すが、も消費者も��すべ��と��然�すが、

製造メーカーにとって、 経年劣化�予見可能ーにとって、 経年劣化�予見可能にとって、 経年劣化�予見可能

か、 と問われれば、 もちろん、 イエス、 と答�

�るを得ません。 そんな長期にわたって消費

者が使用すると�想�外だったかも知れません

が、 事故が起�ると、 製造メーカー�、 法律的ー�、 法律的�、 法律的

に�責任�ないとしても、 ��的な責任を問わ

れると共に、 企業のブランドに傷がつ�、 極め

て大�なダメージを受ける�とになります。 特に、

環境と省エネが大事にされ、 使い捨て時代が

反省されつつ�る�在、 そして、 中古品�リサ

経年劣化を防ぐ安全設計

明治大学理工学部情報科学科

新領域創造専攻安全学系����

向殿  政男

　人間は間違いをするものという事実と同じように、部品は劣化し、製品や機械はいつ

かは壊れるものです。経年劣化の恐ろしいところは、発火などで人の安全を脅かすこと

があることです。ここでは、劣化を前提とした製品の安全な設計方法の基本的な考え方

と技術について考えてみます。
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イクル��が活発化し、 前�のよ�に消費者に前�のよ�に消費者に�のよ�に消費者に

�高齢者が�くなって来て、 古いものを使い続

ける傾向が強くなりつつ�る�在、 �の問題�

製品安全にとって最も重要な問題の�つになり

つつ�ります。

   長期使用製品の問題点

　販売してしまって消費者の所有となった製品

�、 製造メーカーの手を�れて、 正しい使いーの手を�れて、 正しい使いの手を�れて、 正しい使い

方�保守点検も含めて、 安全の�保�消費者

に委ねられる事になります。 �が�において、られる事になります。 �が�において、れる事になります。 �が�において、

例�ば家庭�電気製品を保守点検しながら使

用するとい�習慣�、 今のと�ろほとん�ないと

言ってよいの��ない�しょ�か。 基本的に�

使い切り�す。 �品�材料の劣化が避けられ

ない以�、 そのまま使い続ければ、 製品�い

つか�故障する�とになります。 と�ろ�、 故障

に�２つの��が考�られます。 本来の機能２つの��が考�られます。 本来の機能つの��が考�られます。 本来の機能

を喪失する�と�共通��っても、 １つ�、 そ１つ�、 そつ�、 そ

のまま静かに止まってしまって使�なくなる�の

故障�す。 製品の正しい機能の維持が人命に

係るよ�なセーフティクリティカルなシステムの�の��

合�別として、 �般に�、 �れらの故障�困っ

た�����りますが、 安全に関して�問題に

ならない安全側故障�す。 消費者�、 買い替

�るか修理を依頼する�とになる�しょ�。 も�１１

つ�、 発火�の危険な��を生み�す故障、

すなわち、 危険側故障�す。 �れが事故に結

びつくの�す。 本来の機能を維持する�率を

高める�とを目的とするのが信頼�技術��り、

危険側故障の発生�率を減らすのが安全�技

術�す。 安全�技術に�、 本来の機能を止め

て�も （信頼�を下げて�も）、 安全側故障に

なるよ�にする （安全�を高める） 特�が重要

となり、 安全�と信頼��、 お互いに深い関係

に�りますが、 本質的に�異なった目的を有し

ている�とに注意しなければなりません。

　���、 電気製品の経年劣化による危険側故

障の例を眺めてみましょ�。 まず、 例�ば、 事

故の��を�品別に�類すると、 ほとん�が

(1) 電子�品 ： ( 電解 ) コンデンサ、 トランスに

おける短絡と絶縁�良

(2) 電池 ： 短絡と絶縁�良

(3) 電源プラグ･コード ： トラッキング、 ほ�りの

蓄積、 湿気による絶縁劣化

(4) �んだ ： 劣化、 クラック、 プリント基板の炭

化

(5) 接続端子 ： ねじのゆるみによる接触�良

�に集中している�とが�かります。 �れらの

�品�材料の経年劣化�、 �くの�合、 大�

な事故に�ならず、 電気製品を使用�可能に

するだけの安全側故障�す。 しかし、 問題�、

異�発熱�発火を経て火災へと結びつく�合

��り、�れらが事故につながります。 すなわち、

例�ば、 火災事故へのシナリオ�、

(1) エネルギー源が�る （電源による電気エネ

ルギーが供給し続けられている、 また�、 電�

�により電気エネルギーが蓄積されている）

(2) 発熱・発火��が�る （例�ば、 絶縁�良、2) 発熱・発火��が�る （例�ば、 絶縁�良、) 発熱・発火��が�る （例�ば、 絶縁�良、

過電圧、 サージ電圧の繰り返し印加�によるコ

ンデンサのショート、 また�、 ほ�りの蓄積�配

線の絶縁�の炭化によるトラッキング�）

(3) 燃�る環境が�る （燃�るものが近くに�り、

酸素が�る）

(4) 火事に至る （発熱→発火→火災→焼死）

となります。 事故防止�、 �れらの事故へのシ

ナリオの��か�阻止をする�と�す。 しかし、

最も基本的な対策�、 発熱、 発火な�の危険

側故障を発生させないよ�に設�する�と�す。

   経年劣化を防ぐ安全設計

　劣化を前提とした製品の安全設�方法�、

大�く�けると以下のよ�にいくつかに�類され

る�しょ�。
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(1) 劣化した時に発火するな�の危険源になる

よ�な�品の�使用 （本質的安全設�）

(2) 劣化しにくい高信頼の�品�材料の開発と

使用 （フォールトアボイダンス技術、 物理 ・ 化

学的技術、 信頼�技術、 品質管理技術）

(3) �つ�二つの�品�のサブシステムに故障

が生じても他のサブシステムがカバーして正し

い機能を維持する構造 （フォールトトレランス技

術 ： �重技術、 冗長技術）

(4) 故障しても、 安全側故障になるよ�な構造

（フェールセーフ技術）

(5) 劣化�を早めに検�して、 故障に至る前に

�品の交換 （メンテナンス技術、保守点検技術、

管理技術）

(6) 発熱、 発火な�の危険側故障の兆候を検

�して、 電源を停止させる設� （安全装置、

システム安全技術）

(7) 危険側故障が発生しても、 被害の広がりを

止めて、 大�な事故に至らないよ�な拡大防止

策 （危害拡大防止技術）

　�般的に�、 �れらの技術の�ち�、 (1) の

本質的安全設�と、 (4) のフェールセーフ設�

が最も基本�すが、 必ずしも����ると�限

りません。 (2) � (3) の技術�、 コストの問題が

ネックとなる�とが�ります。 �れま�の家電製

品のよ�に保守点検�の事前の�品交換をしな

いの��れば (5) �採用��なくて、 その�合

�特に、 (4) の考�方が重要となります。 また、

危険側故障の発生��めるが、 事前に検�し

て大�な事故に至る�とを防ぐ (6) � (7) のシス

テム技術も�く用いられています。られています。れています。

　以�の安全技術に関連した具体的な望まし

い設�の考�方の例を、 いくつか思いつくまま

に挙げてみると、 以下のよ�な技術的方策例が

考�られます。

(1) 安全優先の設�思想を明�化する�と

(2) 本質的安全設�をする�と

(3) フェールセーフ設�をする�と

(4) フールプルーフ設�をする�と

(5) �れ方 ( 死に方） 設�をする�と

(6) 劣化したら止まる ( 動かない、 電源が入らな

い ) 設�をする�と

(7) 寿命が来たら使�なくなる機能 （自動停止

機能） を入れる�と 

(8) 劣化したら前以て�かるか、 知らせる設�

にする�と

(9) 弱いと�ろを前以て作っておく設�にする�

と

(10) タイムチップ ( タイムヒューズ� ) を入れて

寿命を知らせる設�をする�と

(11) 劣化�況が把握��る機能を埋め込む設

�をする�と

(12) 自己診断機能を埋め込む設�をする�と

(13) 故障診断、 保守容易化設�をする�と

(14) 発火が避けられないの��れば、 周りを燃

�広がらないよ�に囲むな�の設�をする�と

　

   あと��

　�品�の劣化�避けられない、 すなわち製

品に�寿命が�ります。 寿命が来たら最後に火

を�いて使�なくなる （死ぬ） の�なく、 静か

に死ん�使�なくなるとい�死に方設�の発想

が重要となります。 それが�来ない�合に�、

保守点検をして前以て劣化しそ�な�品を交換以て劣化しそ�な�品を交換劣化しそ�な�品を交換

をするとい�メンテナンスが基本となります。 �の

ために�、 消費者の協�が�可欠�す。 消費

者側にも安全を�保する役割と責任が�り、 安

全の価値を重視して安全に�金を払�とい�文

化を醸成していく必要が�ります。 そのよ�な安

全文化が�が�に�着するま��、 製造メー

カ�自�の身を守り、 消費者からの信頼を得る

ために、 タイムチップを入れて保守の期限が来

た�とを知らせる機能を内蔵する必要が�りそ�

�す。 事�、 Ｉ社�シャ�ートイレに�の機能をＩ社�シャ�ートイレに�の機能を�シャ�ートイレに�の機能を

既に取り込ん�います。 筆者�、 必要ならば
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保守点検の期限が来たら自動的に製品の機能

を止めてしまっても良いと思っています。 他人

の所有物の機能を自動的に止めるの�法律的

に問題が�るとい�意見も�りますが、 時代�

そろそろそれを許すよ�になって来ていると思っ

ています。 また、 製品を売り渡すとい�制度�

止めて、 レンタル制度として、 保守をしない顧

客から�製品を�収してしま�とい�ビジネスモ

デルを構築する必要も�る�しょ�。 事�、 ミネ

ラルウオーターを宅配しているＮ社�、 ウオーーを宅配しているＮ社�、 ウオーを宅配しているＮ社�、 ウオーＮ社�、 ウオー�、 ウオー

タサーバ�レンタルしか�めていません。 消毒

をしないと雑菌が増�て飲み水を汚染する可能

�が�るから�す。 製品の経年劣化に関しても

同様��り、 特にリスクの高い製品に関して�、

レンタルだけにするか、 消費者がそれなりの責

任を果たさないの��れば、 販売しないとい�

企業戦略を選択しても良い時代になったの��

ないかと考�ています。

＜参考文献＞

向殿政男、 長期使用電気製品の経年劣化とその安全�

保について、 電子 / 電気製品の発火 ・ �良��の究明

技術と安全対策、 技術情報協会、 pp.52-63, 2009-3
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　　石油化学工場と設備管理

　弊社千葉工��、 日�生活に欠かせない、

プラスチック、 ゴムな�とそれらの基になる�料

を製造しています。 それぞれの製品を製造する

設備を 『プラント� と称しており、 30 以�のプ

ラントが�ります。 各々のプラント�、 塔、 槽、

熱交換�、 貯蔵タンク、 ポンプ、 ブロア、 圧縮

機、弁、配管、電動機 （モーター）、制御��、

電線、制御ケーブル、煙突、フレアスタック （排

�ス燃焼設備） な��種�様な機�製品と構

造物�構成されています。

　プラントの機械設備として�、 塔、 槽、 熱交

換�、 貯蔵タンクな�の静機�が姉崎地区に

3,300 基、 袖ヶ浦地区に 4,800 基ほ��ります。

　�転機械が姉崎地区に 3,000 台、 袖ヶ浦地

区に 4,800 台、 両方合わせて 7,800 台ほ��り

ます。 ボイラー�姉崎地区に４基、 袖ヶ浦地区

に５基�ります。

　プラント�使用されている設備�、 �般消費

者が使用するもの�ほとん�なく、 事業用に設

�製作されたもの�す。 �れらの設備�、 所�

の設�仕様 （Specification） を満足したもの�

なければなりません。 所�の仕様通り製作され

ているか��かを��するために、 製作者の工

�へ�向�、 立ち会い検査を�施します。 �

具合が�れば、 是正した��納入してもらいま

す。 �方に納入された後、 �際に使用する前

に、 所�の検査、 試運転な�を経て問題のな

い�とを��した��、 受け取りとなります。

　千葉工��、 操業開始以来 42 年を経過し

ています。 最近建設された��のプラント設備

を除いて、 �要な設備�、 40 年以�使用して

いる�とになります。 今�る設備を大事に使い、

故障のない安全な操業が��るよ�に日々、 メ

ンテナンスに�を尽くしています。

　プラントの点検検査�、 大�く２つに�類さ

れます。

　プラントの運転中に検査する 「運転中検査」

とプラントの停止中に検査する 「停止中検査」

�す。 プラント�、 ２年�るい�４年間の昼夜

連続運転となります。 従って 「停止中検査」 �、

２年か４年周期��施されます。

　「運転中検査」 �、 運転中に��る検査を�

施します。 機�、 配管な�の継ぎ手�、 シー

ル�な�からの洩れの有無、 �転機械の振動

��、機�の板厚�� （超音波���による）、

ケーブルの活線下診断な�を�施します。

　石油化学工�の中核のエチレンプラント�４

年間連続運転した後に�期点検を行っていま

設備の経年劣化対策への取り組み

住友化学㈱

　　　　　千葉工場　工務部・設備チームリーダー

高橋　義政

　わが国の基幹産業のひとつである、石油化学産業を支えるプラント設備は、1970 年前

後に建設されています。主要設備については、40 年以上経過したものが少なくありませ

ん。プラントの安全安定運転を継続するために、高齢化設備を取り巻く課題と対応につ

いて考えます。
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す。 �番�いと�に�約 2000 人／日が、 プラ

ントに入って作業します。 クレーンな�を使って

重量物の運搬、 取り外し、 取り付けな�を行っ

ています。 各機�の法�点検、 塔の外面腐食

点検��解炉の中の点検な�を行っています。

エチレンの�解炉�輻射管の温度が約 800℃

以�の高温になる�とから、 高温に耐�る材料

を使っています。 また、 �期修理中に�エチレ

ンプラントの心臓���る�解�ス圧縮機、 エ

チレン ・ プロピレン冷凍機な�大��重要な�

転機械の開放点検 ・ 補修を行っています。 （写

真１）

　フレアスタック （排�ス燃焼設備） のバーナー

�大体８年～ 10 年程度�更新します。 フレア

スタック�海�に�るの�、 塗装をしっかりして

おく�とが肝要�す。 写真２�その時の工事�

使った 700 トンクレーン�す。 フレアスタックの

高さ�約 100 メートル�ります。

　また�要な機�について�、 中長期の補修・

更新の�画を立てています。 スチーム発電ター

ビン、 ボイラーな�も、 �要��の更新を�画

的に�施しています。

　　経年劣化対策事例

１��������������

　長年運転している設備�の大�な問題点の

�つが外面腐食�す。 特にＣＵＩ （Corrosion 

Under Insulation） と呼ん�いる断熱下腐食が

�ります。 断熱材内�に浸入した雨水な�によ

り配管、 機�の表面が腐食する�象�す。

　内�流体の温度が－ 10℃～＋ 120℃の範

囲�特に注意が必要�す。 断熱材が�るため

に、 通��外観から�腐食�所、 腐食程度の

把握が��ません。 特に配管�相�なボリュー（写真１、 ３枚とも） 圧縮機部車室解体

（写真２） 700 ｔクレーンとフレアスタック
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ムが�るの�、 ポイントをつかま�て検査する�

とが重要�す。

　断熱下腐食の検査技術として�、 超音波の

�イド波を用いた診断技術が�ります。 �れ�

超音波を流して約 100 メートルの配管の先ま�

検査する方法�、 �の�たりに�の程度の腐食

が�るかとい�のが大体わかります。 パルス渦

流法とい�技術も適用しています。 �れ�渦流

探傷の�種�、 断熱材 （保冷） の�から�接

触�探傷を行い、 配管板厚の腐食減肉を検査

するとい�技術�す。 �のよ�な、 最新の設備

診断技術、 �破�検査の技術をいかに�まく使

い�なしていくかが、 重要になって�ます。

２��������������

　塗装の寿命�環境条件にもよりますが、 ８年

～ 12 年前後�す。

　高齢化したプラントを長持ちさせるために、

塗装を�画的に�施します。

　塗装の目的�もちろん美観も�りますが、 腐

食を防ぐ�とが第��す。

　塗装の取り組み�、 まずプラントをエリア別に

�割し、 さらにそれを細かくブロック別に�割し

ます。 そのブロックを４方向から錆の発生面積

を評価点にして、 その��を点�化して判�を

するとい�仕組み�す。 エリア別、 ブロック別に

評価、 ランクづけし、 優先度を付ける�とによっ

て、 短期と長期の�画を立てる�とが��、 予

算化の理解が得られます。手間がかかりますが、

５年毎に工�全体を評価して、 塗装補修を�

施する優先順位を決めています。 姉崎地区と

袖ヶ浦地区の約 1000 カ所の管理エリアに点�

をつけ、 ＡＢＣＤＥの５段階評価をして塗装に取

り組ん��ています。 塗装に�腐食な��具合

の早期発見とい�付加価値が�ります。

３�����������������

　プラント設備�、 その使用用途、 運転条件、

使用材質、 構造な�により様々な劣化損傷が

発生します。 それらの劣化損傷の特�を理解

した��、 適切な点検検査周期�、 様々な検

査手法を用いて設備の健全�と余寿命を評価

しています。

　また、 設備の信頼�を高めるために、 �内

外のトラブル事例・情報を収集評価しています。

　自社設備において類似トラブルの発生の可

能�の高いものについて�、 必要な点検検査

を�施してリスクの低減に�めています。

　余寿命評価�、 より専門�の高い領域のも

のについて�、 弊社の生産技術センター材料

設備グループの支援�機�製作のメーカーに

評価依頼をしています。

４��������������

　工�の安全安�運転維持と補修費の削減の

ために 「故障削減運動」 を継続的に�施して

います。 故障の��を究明して改善を施す�と

�再発を防止する活動を工�全体��進して

います。

　今年度から�、 「トライアングル１００」 活動を

�進しています。

　プラントの操業を担�している製造�門、 設

備の設�を担�している工��門と設備管理

を担�している保全�門の３�門が連携して取

り組ん�います。 製造課、 �課�たり、 ５件の

テーマに取り組む活動�す。 工�全体�およ

そ 100 件のテーマに取り組む�とになります。

テーマ選�、 対策�施、 評価ま�およそ 20 の

チームが取り組ん�います。

５��������������������������������������������

　「�たり�わし」 とい�言葉が�るよ�に、 機

械を整備したらか�って調子が悪くなるとい��

とが�ります。 �のよ�な施工ミス、 整備ミスを

防止する�とが設備管理�門に課せられた大�

な使命のひとつ�す。 安全と工事品質の�保
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�プラントの安全安�運転の維持継続に欠か

せないもの�す。 今年度から、 保全 （工事）

品質保証向�活動 （ＭＱＡＡ ： Maintenance 

Quality Assurance Activities） を開始しました。

保全 （工事） 品質を�保するために、 種々の

活動を�施しています。

　チェックシステムの見直し、 工事施工ミスの

事例の見�る化、 協�会社間の情報共有連絡

会の開催な�を�進しています。 今後�、 工

事品質教育の充�化、 工事品質アセスメント、

工事品質リスク予知活動、 購入機�の立ち合

い検査の強化な�を�画しています。

６��������������������

　チーム内の年齢��を見ると 50 歳～ 60 歳

が�く、 今後�年退職する人が増�てくる中、

若い人も入って�ています。 技術技能�承を�

�進めるかとい��とも大事なテーマになってい

ます。

＜技術技能�承を難しくしている要�＞

・ 以前に比べ、 徐々に故障 ・ トラブルが減少し

ています。 従って故障・トラブルを経験するチャ

ンスが減少しています。

・ �期点検修理 （ＳＤＭ） の周期延長。 ＳＤＭ

のと�に機�を開放し、 内�に入って検査をし

たり、 ものを見たりとい�チャンスがたくさん�り

ました。 エチレンプラントの�合、 �期修理�

４年に１度なの�、 開放のチャンス�、 従来の

４�の１になっています。 従って、 トラブルの経

験を通した技術 ・ 技能�承に�時間がかかる

�況になっています。

　＜対策＞

・ 保全�録検討会 （設備のカルテ）　2009 年か

ら、 保全�録 （設備のカルテ） を見ながら皆

�議論する�とに取り組ん�います。 若手にトラ

ブルの保全�録を書かせ、ベテランも参加して、

その保全�録をネタに議論し、 「�������

ないよ！」 「表�の仕方がちょっとまずいの�

�ないか！」 「��と結果がちょっと整理��て

いない」な�いろいろ言い合��とにしています。

保全�録とい�カルテがまともに書けなかったら

良い診断、 メンテナンスが��ません。 保全�

録を書くとい��と�トラブルについて��と対

策を整理する�とになります。 その際、 考�る

�筋�ポイントな�を訓練する必要が�るだろ�

とい��と�取り組ん�います。 保全�録を書く

ために���り��に行ってものを見なければ

なりません、 資料も調べなければいけません。

それを繰り返す�と�、 問題対応能�が磨かれ

ると考�ています。 少しずつ成果が�がってい

るの��ないかと考�ています。

　かつて����設備の欠陥をスケッチして、

それを保全�録にまとめていました。 今���

に行ってデジカメ�写真を撮って貼り付けて�

録が���がります。 �物を��ま�しっかり見

ているか��かが問われます。

　写真を撮って思考停止��困ります。 その

写真を見て何がわかるのか、 ��考�るのか、

自�の見解を�載する習慣を身につける�とが

大事だと考�ています。

　　�とめ

　石油化学プラント�、 高圧�ス、 危険物を

取り扱っています。 私�もが使用している製品

機� ・ 設備�、 事業用に設�製作納入された

ものがほとん��す。 納入された�とも、 適切

な使用とメンテナンス�工�の安全安�運転を

維持継続する�とが大事�す。 高齢化設備�、

各々の劣化進行速度、 劣化損傷モードも様々

�す。 各々の設備の劣化��を的�に把握し、

必要な処置を施す�と�高齢化した設備の信

頼�向�に寄与してい�たいと考�ています。
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　　日本国内での消費生活用製品

　　事故発生状況

　2007 年に施行された改正消費生活用製品

安全法に基づ�、経済産業省・消費者庁のホー

ムページに�表された重大製品事故 3,774 件

（平成 22 年３月 31 日�在） を見ても、 電気製

品の事故が 1,919 件 ( 占有率 51％ ) と�く、 さ

らにその中�火災が 1,768 件 （電気製品事故

の内 92％ ) も�り、 �民生活にとって�電気製

品からの火災防止が重要��る�とが�かりま

す。

　��重大製品事故を製品別に集�してみま

すと、 ルームエアコンが最も�い�況�す。

　経年劣化事故が含まれていますが、 特に今

夏�猛暑日が続�、 ルームエアコンの稼動時

間の増加に伴い、 ルームエアコンの事故が�

発しています。

　そのため、 ＮＩＴＥ、 消費者庁から、 「扇風機

及びルームエアコンの経年劣化�による事故の

防止について」 �の表題�注意喚起が�され

ました。

　　　家電品の使用年数実態 

　内閣府発行の��調査結果 ( 平成 22 年３

月発行 ) 「�要耐久消費財の買換��況」 の

平均使用年�を見てみますと、 �般世帯の総

平均��、電気冷蔵庫 11.2 年、電気洗濯機 9.2

年、 電気掃除機 7.3 年、 ルームエアコン 11.7

年、 カラーテレビ 9.7 年、 ビデオカメラ 6.2 年、

デジタルカメラ 4.4 年、 パソコン 5.5 年となって

います。

　世帯�が 60 歳以�の�合�、 電気冷蔵庫

11.7 年、電気洗濯機 9.5 年、電気掃除機 7.5 年、

ルームエアコン 12.3 年、 カラーテレビ 10.1 年、

ビデオカメラ 5.3 年、 デジタルカメラ 4.7 年、 パ

ソコン 5.8 年となっており、 ビデオカメラを除�、

総平均よりも平均使用年�が 0.2 ～ 0.6 年長く

なっています。

　さらに、 換気扇、 電気式浴室乾燥機、 ビル

トイン�食�洗い乾燥機、 ビルトイン�ＩＨクッ

キングヒータ�据付�家電品�、 簡単に交換

��ない�とから、 ��製品よりさらに長期間使

用されると考�ます。

　高齢者世帯�今後増加してい�ますし、 製

品の使用期間が長くなる傾向�すが、 「形�る

日立家電品の安全への対応

日立アプライアンス㈱

品質保証センタ　センタ長

巻島　文夫

　今夏猛暑日が続き、扇風機・ルームエアコンの稼動時間が増加して火災事故が多発し

ています。経年劣化による事故と言われていますが、製造事業者としては、経年劣化後

であれ、使用開始初期であれ、製品起因事故は防止すべきです。日立アプライアンス㈱

では、独自に開発したＰＳＰＴＡを活用して、ＰＳリスクアセスメントを行い、経年劣

化に限らず製品廃棄までの安全をも確保するようにしています。
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もの��れ製品にも寿命が�ります」 の�、 高

齢者に限らず消費者に使用年�の�識と共に

経年劣化事故への意識を持って頂けるよ�にす

る�とが重要になって�ています。

　　　長期使用製品の安全に対する

　　国による制度開始

　長期使用製品安全点検制度、 及び長期使

用製品安全表示制度が 2009 年４月１日より始

まりました。

　長期使用製品安全点検制度と�、 経年劣化

により安全�支障が生じ、 特に重大な危害を及

ぼすおそれの�い品目を特�保守製品として、

その製造 ・ 輸入事業者、 販売事業者�、 関

連事業者、 消費者�それぞれが適切に役割を

果たして、 経年劣化による製品事故を防止する

制度�す。

　長期使用製品安全表示制度と�、 経年劣化

による重大事故発生率�高くないものの、 事故

件�が�い製品について、 「製造年」 「設��

の�準使用期間」 「経年劣化についての注意

喚起」 の表示が��化された制度�す。

　製造 ・ 輸入事業者にとって�、 「設��準

使用期間」 「設��の�準使用期間」 を表示

するため、 その根拠を明�にし検証を行��と

が必要になり、 �準使用期間中�製品安全を

�保しなければいけない�とから、 製品安全へ

の意識を持た�るを得ない�とになりました。

　消費者にとっても、 身近�使用されている製

品の安全への意識、 及び経年劣化への意識を

持た�るを得ない�とになり、 �制度�画期的

���に有用な制度と言�ます。

　　但し、 消費者に所有者情報の提供と、 点検

後に判断された処置を徹底して頂ければ、 経

年劣化事故�激減すると思いますが、 それら

が徹底されなかった�と�を考慮しますと、 �

�制度だけ��製品事故防止にとって万全と

�言�ないと考�ています。

　　　経年劣化に対する

　　製造事業者の配慮

　製造事業者�、製品を��に提供する前に、

製品に組込まれている�品の寿命劣化、 �る

い�製品の寿命劣化、 経年劣化した後の�象

�を検討し、 さらに経年劣化が生じても事故に

至らないよ�にしておくべ��す。

　日立アプライアンス㈱��製品開発段階�、

使用する�品の材質 ・ 形� ・ 特��、 ならび

に製品の形� ・ 特��を設�が指�するだけ

�なく、 その指�内容に材料 ・ �品 ・ 製品が

適合しているか��試験を行います。

　�品���する特��、 電流 ・ 入� ・ 絶縁

�能 ・ 強度�の基本�能だけ�なく、 難燃�

(1990 年より制御基板を含めて電気�品周囲の

樹脂に�難燃�材料を規� ) ・ 耐トラッキング

��も�りますが、 耐��� ( 寿命劣化 ) につ

いても検証しています。

　製品においても、 基本�能だけ�なく、 耐

環境�能�を含め�くの試験を行っています

(100 項目以��施する製品も有ります ) が、 寿

命劣化についても検証しています。

　例�ば、 冷蔵庫の扉について�、 扉に使用

する�品 ・ 材料���試験を行い、 さらに冷

蔵庫に取り付けた扉に食品�を満杯に投入し

て、 扉閉時の衝撃を４Ｇ～ 10 Ｇ加�、 扉開閉

操作を 30 万� ( 冷蔵室扉の�合 ) 行い、破損・

落下 ・ 絶縁低下しない�と�寿命劣化の��

をしますが、 さらに 294 Ｎの�重を扉に掛けて、

破損 ・ 落下 ・ 絶縁低下し、 経年劣化後�も事

故が発生しない�とを��しています。

　冷蔵庫ＪＩＳの消費電�量試験に規�されて

いる冷蔵室扉開閉���、 １日�たり 35 ��

すが、 それを基に�算しますと、 23.5 年��

�している�とになります。
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　なお、 冷蔵庫扉の軸受け�を通すコード

( リード線 ) に対して�、 扉開閉を 50 万�動作

させた後、 素線断線�０本��る�とを��し

ています。

　　　日立家電品の安全への対応

　����、 火災事故対応を�体として説明さ

せて頂�ます。

　日立の家電品において�、 1985 年の冷蔵

庫のコンデンサー発煙・発火事故を教訓として、

電気�品の難燃化・保護装置の設置を徹底し、

さらに周囲を金属�囲みエンクローズ化しまし

た。

　今年９月に施行される改正電気用品安全法

�規�される、 制御基板の難燃化 ・ コンデン

サーへの保護機能追加について、 1990 年に

�適用済み�す。

　その��、 電気�品から発火�異�が生じ

た�合を想�して強制的に製品内�に火を着

け、 製品外�に延焼しない�とを��する最悪

��強制��試験 ( 死に様試験 ) を、 1987 年

に開発し適用して�ました。

　�初�、 制御基板�にホット�イヤ ( ニクロム

線 ) �最大熱量を加�る方法�、 固形燃料に

着火する方法を適用しましたが、 �在、 死に

様試験の新たな方法も�通り開発され、 妥�な

試験方法を選ん�行�るよ�になって�ました。

　また、 死に様試験��、 保護装置を外し強

制的に製品内�に着火して外�に延焼しない

�とを��しますが、 製品が使用され始めた初

期��れ、 寿命の�た末期��れ、 �るい�そ

の途中の安�期��れ、 ほぼ全ての時点�共

通に安全�を検証��ます。

　すなわち、 経年劣化しても事故に至らない�

とが検証��ます

　しかし、 製品据付時に�品の組立�設置方

法に誤りが�った�合�、 お客様に誤使用が

�った�合、 �るい�過去に発生した�との無

い事故を想�した�合に�、 死に様試験によ

る検証だけ��製品事故が完璧に防止��ると

�限りません。

　高齢者世帯の増加にも関連しますが、 誤使

用も含め事故に繋がる要�を想�し、 ＰＳリスク

アセスメントを行い、 世の中に受け容れられる

か��か考慮して製品化する�とが必須となって

�ました。

　そ��、 2006 年から�、 開発段階�もＰＳリ

スクアセスメントを行�ために、 Ｒ－Ｍａｐ手法( １)、

スリーステップメソッド( ２)を包含し、 死に様試験

他による安全�検証を徹底する�と�も考慮し

た、 ＰＳＰＴＡ手法( ３) （19 ページ図参照） を開

発して展開し製品安全を�保して�ました。

　日立の家電品��、 ＰＳリスクアセスメントを

徹底してから�、 適用製品からの重大製品事

故の発生��りません。

　　　�とめ

　1985 年の冷蔵庫の事故を受けて、 1990 年

に日立家電品の安全指針をまとめましたが、 そ

の中�十の戒め ( 「安全十戒」 ) も決めました。

その�つに 「安全に�老朽化�許されぬ」 と

い�項目が�ります。

注１． R-Map ； ( 財 ) 日本科学技術連盟の研究会が開発し提唱しているリスクアセスメント手法

注２． スリーステップメソッド ： ＩＳＯ / ＩＥＣ�イド５１ 「安全面 - 規格への導入指針」 に規�される安全設�

�則

注３． ＰＳＰＴＡ (Product Safety Potential Tree Analysis); ＦＴＡをベースにして事象を��別�に展開して

評価する、 ＰＳリスクアセスメント手法 （図． ＰＳＰＴＡ概要図　参照）
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　「製品に寿命が来ても保護機能 ・ 保護装置

�正�に働くよ�にせよ ｣ との�と�すが、 製品

の寿命末期��の 「死に様」 が重要��り、

安全に�れるよ�に規�しています。

　従って、 1990 年以降に開発した日立の家電

品��、 経年劣化が��の事故�許されてい

ません。

　また、 「安全十戒」 に� 「廃棄されても安全

�保」 とい�項目も�ります。

　すなわち、経年劣化による事故だけ��なく、

製品運搬時から製品廃棄時に至るま�、 製品

の安全を�保するよ�規�しています。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

　製造 ・ 輸入事業者が行�べ��と�、 新し

い製品を開発する際に、 製品の生涯にわたり、

経年劣化のみならず廃棄されるま�をも考慮し

たＰＳリスクアセスメントを行い、 ��に許容され

る製品を提供する�と��ると考�ており、 日立

アプライアンス㈱において�、 �れを徹底継続

してい�たいと考�ています。

ＰＳＰＴＡ概要図
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　　　経年劣化事故はなぜ

　 起�るのか？

　図１�、 経年劣化を説明する際に比較的よく

用いられるストレス ・ 強度モデル�す。 赤色�

表す��が製品の強度のバラツキを示し、 青

色�表す��が使用環境�使用条件な�の製

品に及ぼすストレスのバラツキを示しています。

　新規に購入した製品�、 通�初期の頃�故

障しません。 なぜなら、 使用者の使い方�使

用環境�のストレスに対し、 製品設��、 十�

な強度を保持して、 「安全余裕」 が�るためと

解釈されます。

　製品�製造直後から、 使用 （保管） 環境、

使用�度及び経時的なストレスによって物理

的、 化学的な変化を伴い強度低下 （劣化≒老

化） が始まります。 それ�も直ちに故障�事故

につながる�と��りません。 もし早期に故障�

事故が発生するならば、 設��製造�に著し

い瑕疵が�ったと考�てよい�しょ�。 しかしな

がら、 10 ～ 20 年を超すよ�な長期を経過する

よ�になると、 製品の強度��と使用環境�使

用条件な�のストレス��に重なりを持つよ�に

なるため、 次第に経年劣化事故として発�し�

すくなると考�られます。

　図２に経年劣化が��と考�られる扇風機

（全 90 件） の製造後の経過年�による事故発

生�況を示します。 30 年から 40 年の間に集

中して発生している�とが�かります。

経年劣化事故を考える

独立行政法人製品評価技術基盤機構

製品安全センター製品安全技術課経年劣化対策室

川野　和弘

　NITE は、平成 8 年度（1996 年度）以降に収集した製品事故情報をデータベース化し

てホームページで公開しています。この中には、製造後長期間経過したり、長期間の使

用により部品や材料の性能が劣化したことが原因で発生したと考えられる事故（以下「経

年劣化事故」という。）があります。経年劣化事故の情報には、将来の製品事故の未然防

止を考える上で、大変貴重な情報が含まれています。そこで、NITE 製品事故情報から

扇風機の経年劣化事故を検証することを通して、経年劣化事故の特徴を考えてみること

とします。

信頼性入門 （塩見弘、 日科技連） から引用 ・ 加筆

図 1　ストレス ・ 強度モデル
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　　経年劣化事故の事故発生率は

　　経時的に増大する！

　製品のライフサイクルを故障面から捉�、 図

３のよ�なバスタブカーブ�故障が発生する時

期に応じて３つの領域に�類して説明する�と

が��ます。

・ 初期故障 ： 故障率が時間とともに減少。 �に 

製造�の欠陥�材料�良に起�。

・ 偶発故障 ： 故障率がほぼ��。 �に誤使用

��注意な�いつ�も起�り�る�とに起�。

・ ��故障 ： 故障率�時間とともに増加。 �に

��、 疲労、 腐食な�により発生する故障。 �

の領域に入る前に点検 ・ 修理をするか、 �の

領域に入ったのち��むしろ買い替�が望まれ

ます。 経年劣化事故と�、 �の領域�の事故と

考�られます。

　NITE の製品事故の��において�、 前述

の故障の�ち事故に至った故障と解されます

が、 ほぼ同様なバスタブカーブを描く�とが��

ます。

　製品事故�バスタブカーブを描く�合 （バス

タブカーブの縦軸� 「故障率」 ��なく、 「事

故発生率」 となる。）、 次の�とに留意しておく

必要が�ります。

1)　初期故障成�の影響�明�に��れない。

初期故障のほとん��、 工�内の工程検査�

排除されていると考�られるため�す。

2)　製品の構成�品�経年劣化を起�し�すい

�品�必ずしも１つ��ない。 劣化�品の種

別�劣化メカニズムを考慮して複�の��故障

成�が�り得ます。

　図４に扇風機の製品事故 （経年劣化事故以

外の事故も含む。） �バスタブカーブを描いた

ものを示します。 扇風機の�合、 約 15 年�た

りから��故障期に入り、 以後、 事故発生率

�年々増加傾向を示しています。 先に、 扇風

機の経年劣化事故� 「30 年から 40 年の間に

集中して発生している」 と述べましたが、 ��、

図 2　経年劣化が主因と考えられる扇風機の製造後の経過年数別事故発生状況

図 3  バスタブカーブ

製造後の経過年数 （推定）

事
故
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約 15 年�たりから顕在化の兆候が始まってい

ると考�られます。 図 1 のストレス ・ 強度モデ

ル�い�ば、 �の時期から製品強度とストレス

の��が重なり始めたとも解釈��ます。

　扇風機のバスタブカーブ�の��故障期に

おいて事故発生率が著しい増加傾向を示すわ

け�、 使用者の手に渡った製品が時を経るに

つれて生活様式の変化な�のさま�まな理由�

買い替��廃棄がなされて、 次第に残存台�

が減っていく�方�、 劣化が経時的に進行し

続け、 事故に至るケースが同じよ�

に�減っていない�とが考�られま

す。

　　経年劣化事故の

　　メカニズム

　NITE 製品事故情報 （H22.6.30.

�在、 NITE のホームページにおい

て�開している製品事故情報デー

タ） から、 経年劣化が��と考�ら

れる扇風機 （全 90 件） について、

事故の要�となった劣化�品を図 5

に示します。 ファンモータ （コンデ

ンサモータ） に関係する�品による

と考�られる事故�約 87％ （76 件）

を占めています。

　扇風機の経年劣化事故の発生メ

カニズムを整理したものを図６に示します。 その

�な内容�、 ①モータ運転用コンデンサの�

能劣化、 ②モータ巻線の絶縁劣化、 ③モータ

�転軸の機械的劣化�した。 しかしながら、 同

じ劣化要���っても事故の発生�況�、 製

品内の�品損傷に留まるケースから、 拡大被

害 （製品内�の発火が製品外に燃�移るな�

製品外に被害・危害を及ぼす�と。） に至るケー

スま�さま�ま�す。

※備考 ：

1) H22.6.30. �在、 NITE のホームページにおいて�開している製品事故情報データ （28,382 件、 平成 8 年度か

ら平成 21 年度第４四半期調査終了�） から 「扇風機」 の製品事故 （ただし、調査中 （H）、製品に起�しない （F）

を除く。） を抽�し、 その�ち製造後の経過年�が����た製品事故について��した。  

2) バスタブカーブ�、 各成�の�イブル��パラメータを用い、 その合成曲線 （�イブル��曲線） として作図し

ている。 なお、 １つの��故障成�だけ��プロットがバスタブカーブに乗らないため、 複�の��故障成�を設

�した。  

3) 製造後の経過年�、 事故発生日と事故品の製造年月との差から求めた。 なお、 事故品の製造年月が�明な�

合�購入時期、 使用期間な�の関連情報を基に��した。  

4) 製造後の経過年ごとの事故発生率の算�に�たって�、年ごとの�内��台� （業界自�統�値） に残存率 （�

�） を乗じて得られた残存台�を基に稼働台�を��して�母として用いた。  

図 4  扇風機の製品事故によるバスタブカーブ ( ※備考参照 )

製造後の経過年数 （推定）

事
故
発
生
率

（
１
／
年
）

分析対象 ： 173 �

（横軸 ： 対数）

事故発生率

バスタブカーブ

初期故障成分

偶発故障成分

摩耗故障成分１

摩耗故障成分２

摩耗故障成分３



��

特集　経年劣化～終末期を見据える

　モータ運転用コンデンサの�能劣化に関係

する事故�、 扇風機の経年劣化事故の約６割

を占め、 1967 年～ 1975 年に製造された扇風

機に集中していました。 �れらの扇風機の共通

点として、 モータ運転用コンデンサに MP コン

デンサ※が使用されていた�とが挙げられます。

MP コンデンサ�寿命末期において発火する可

能�が�る�とに加�、モータカバー （樹脂製）

の難燃�が低い�とが事故を拡大させる要��

�ったと考�られています。

　　設計者の経年劣化対策

　経年劣化事故に対する設��の対策を考�

ると�、 扇風機の事故における劣化�品と考�

られているコンデンサ�モータについて、 例�

ば 30 年経過しても�能劣化しないよ�長寿命

化を図る�とが対策の�つに挙げられます。 し

かし、 果たして長寿命化�事故を未然に防げ

る�しょ�か。 製造事業者と使用者��製品寿

図 5　扇風機の経年劣化部品

図 6　扇風機の経年劣化事故発生メカニズムの概要
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命に対する考�方が�致していない�とが問題

になっていると考�られます。 �くの使用者�、

使用��なくなる何らかの��が発生しない限

り、 製品寿命が尽�たと�思わないの��ない

�しょ�か。 事故が発生する時期が先延ばしさ

れるだけ�根本的な解決に�ならないと考�て

います。

　設�者�、 製品の寿命末期において、 その

製品に組み込まれた�品が�のよ�な�れ方を

するか、 いわゆる “死に様” を把握する�とが

重要�す。 もし、 �品が寿命末期にスパーク

な�により次ページの写真のよ�に発火する可

能�が�るならば、 外郭カバーの難燃化、 電

流ヒューズ ・ 温度ヒューズの付加な�適切な防

護策 ・ �避策を講じる�とによって、 被害を製

品の外に拡大させないよ�な設��の配慮が必

要��り、 �のよ�な対策�そが事故の未然防

※ MP コンデンサ (metalized-paper capacitor) ：

絶縁紙に金属の薄膜を蒸着させたものを電極と

して、 電極間の誘電体 （絶縁体） として油�ロ

ウを染み込ませた紙を重ねて巻いた構造のコン

デンサ。
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止に�可欠��ると考�ます。

　　使用者の経年劣化対策

　平成 21 年４月１日に施行された 「長期使用

製品安全表示制度」 ��、 ①扇風機、 ②換

気扇、 ③電気冷房機、 ④電気洗濯機 （乾燥

装置を有するものを除く。） 及び電気脱水機 （電

気洗濯機と�体となっているものに限る。）、 ⑤

テレビジョン受信機 （ブラウン管のものに限る。）

の５品目が対象製品に指�され、 機�本体の

見�すい個所に、 「製造年」、 「設��の�準

使用期間」 及び 「設��の�準使用期間を超

�て使用されますと、 経年劣化による発火 ・ け

が�の事故に至るおそれが�る」 旨の表示が

事業者に��付けられています。 図７にその表

示例を示します。

　25 ページに扇風機の経年劣化事故におけ

る事故発生前の使用�況を示します。 NITE に

寄せられる事故報告 ・ 通知にその�況が�述

されている�合が�り、 そのいくつかを紹介しま

すと、 「事故の 10 日程前、 今年初めて扇風機

を使お�としたと�ろ動作しなかった。事故�日、

たまたま動いたの�使用していた」、 「扇風機

のスイッチを入れても羽根��らなかったがそ

のまま放置していた」 とい�ケースが�りました。

�れらのケース��、 使用者�ファンの�転�

良を�識しながらも経年劣化の危険を予���

ずに使い続け、 事故を未然に防ぐ�とが��ま

せん�した。

　扇風機の�合、 次の①～⑥の症�がみられ

る�合�、 直ちに使用を中止し、 コンセントか

らプラグを抜く�と。 また、 症�がまだみられて

火を噴く扇風機 (NITE 再現実験より )

図７　表示例

　【製造年】20XX 年

　【設計上の標準使用期間】△△年

　設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による

　発火・けが等の事故に至るおそれがあります。

いない�合�も、 特に 25 年以�使用している

�合�、 就寝中�人のいない所��使用しな

いよ�にする�とが故障を火災事故に拡大させ

ないためにぜひ心がけたい行動と言�ます。

　①スイッチを入れても、 ファンが�らない。

　②ファンが�っても、 異�に�転が遅かった

　  り�規則。

　③�転すると�に異�な音�振動がする。

　④モータ��が異�に熱かったり、 焦げくさ

    いにおいがする。

　⑤電源コードが折れ曲がったり破損している。

　⑥電源コードを触れると、 ファンが�ったり、

       �らなかったりと�安�。

　　�とめ

　経年劣化事故を考�る��、 使用者、 設�

者とも 「�んな製品 ・ �品もいつか��れる」

とい��とを�識しておく必要が�ります。 そし

て、 設�者にとって特に重要な�と�、 寿命が

尽�た時に�のよ�な�れ方をするのかを把握

しておく�と�す。

　設�者�、 �れま���において優れた�

能を維持して�れにくい “良品” を供給すると
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い��とに注�をして�ました。 しかし、 �れから

�、 �れに加�て、 製品の寿命末期において

安全に�れるとい�視点も重要視されるべ��

しょ�。 使用者の生命又�身体に危害を及ぼす

よ�な製品事故を未然防止するため、 設�者に

おいて�、 ①製品の寿命末期において、 その

事故発生前の使用状況

事例１
３日前風量ボタン 「１」 （５段階切り替�の低速から２番目） ��しばらくすると羽根が止まった。

２日前�風量ボタン 「１」 �羽根�止まる�と�なかった。 ［製品焼損］

事例２ モーター軸が固着し�らなくなった扇風機のスイッチを入れたまま放置。 ［製品焼損］

事例３
事故の 10 日程前、 今年初めて扇風機を使お�としたと�ろ動作しなかった。

事故�日、 たまたま動いたの�使用していたと�ろ、 夕方、 扇風機が燃�た。 ［周辺焼損・重傷］

事例４

夜 20 時ごろ扇風機をつけ、 隣室にいた。 異臭がしたが扇風機と�思わなかった。 0 時ごろ扇

風機が止まっていたの�スイッチを入れてみたが動かなかったためそのまま就寝した。 翌朝、 周

囲の畳にろ�そくが溶けたよ�なものが付着していた。 ［周辺汚損］

事例５
スロー （低速） のスイッチを入れても起動しないため、 フル （高速） のスイッチを入れて起動後、

スローにして使用していたら止まった。 その後高熱になったの�電源を切った。 ［被害なし］

事例６ 扇風機のスイッチを入れても羽根��らなかったがそのまま放置していた。 ［周辺焼損］

事例７

前日朝から使用し夜８時頃羽根の�転が停止したため、ネジを外して製品内�を見た。 モーター

カバー�熱く�じたが製品内�に異�がなかったため、 再度組立てネジを取付けて、 電源コー

ドを差し込んだままにして放置 （スイッチの����明）。 ［製品焼損］

事例８ スイッチが入っているのに�転せず、 しばらくすると煙が�た。 ［製品発煙］

事例９
２～３日前からファンが止まる�とが�った。事故�日 12:40 頃から連続運転（弱）�使用していた。

(PM5:25 頃�火） ［周辺焼損］

事例 10
事故前日、スイッチ （強） �使用。 羽根の�転が遅いの�スイッチを切った。 （翌日�火。 スイッ

チ （強） が押された����った。） ［製品焼損］

　扇風機の経年劣化事故における事故発生前の使用状況

製品に組み込まれた�品が�のよ�な故障をす

るか “死に様” を把握する�と、 ②発火の可能

�が�る�合に�、 適切な防護策 ・ �避策を

講じる�と、 といった設�思想のもとに “ものづ

くり” を行��とが期待されます。
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製品安全だより

『借りぐらし』の勧め

　消費生活相談の内容は世相を映す鏡といわれますが、今、消費者センターでは、消費者庁の発足以降、

国民の期待感の表れでしょうか、寄せられる相談の傾向に変化が見られるように思います。一つは、相

談内容が生活全般に関わる幅広いものになってきていること、また、センターなら何でも解決してくれる

と期待して相談してこられるケースが多くなってきていることです。身近に相談できる人や機会が少なく

なっているのでしょうか、人間関係の希薄化等の今の社会状況が影響しているのではないかと思われます。

　そんな時代の流れに、声高ではなく、淡々と警鐘をならす映画に出会いました。御覧になった方も多い

でしょうが、「借りぐらしのアリエッティ」というスタジオジブリの作品です。『借りぐらし』という言葉

に興味を持ち、「風の谷のナウシカ」以来ずっと自然との係わりの中での人の生き方について問題を提起

し続けてきた宮崎駿さんが、今回はどのように描いているのか期待しながら観ました。

　物語では、床下に住んでいる小人の家族が、自分たちに必要なモノを、必要なだけ人間の世界から少し

ずつ借りてきて、知恵と工夫を凝らし協力しながら生活している姿（これが “ 借りぐらし ” です）が描か

れていましたが、考えさせられることが、いくつかありました。

　ひとつは「共生」、私たちは自分ひとりだけで生きているのでなくて、周りの人々からモノも、心も、

借り貸ししながら共に生きているという当たり前のことを、『借りぐらし』という言葉で改めて気づかさ

れたこと。もう一つは「自律」、自分たちの分を知って身の丈に合った生活をつくりあげていく慎ましや

かな家族の姿に、新鮮さを感じました。

　今社会問題化している高齢者の所在不明問題や児童虐待の問題等の背景には、家族関係の変質や地域コ

ミュニティの衰退等の私たちの生活基盤の変容があるといわれています。

　このような家庭や地域でのコミュニケーション力や問題処理能力の低下といったことが冒頭の相談内容

の変化をはじめ消費者問題にも様々な影響を及ぼしてきています。例えば、消費者啓発については、イン

ターネットの普及等により情報提供手法は昔に比べ格段に増加しましたが、情報格差という新しい問題も

生じており、本当に伝えたい方々に、伝えたい情報を届けていくには、どうすればよいかも大きな課題です。

　このような時代背景のなかで、『借りぐらし』の発想は、人々や組織間のコミュニーションを呼び起こ

していくキーワードではないかと考えます。

　よく「人に迷惑をかけてはならない」「借りをつくってはいけない」といわれますが、そうでしょうか。

私たちは、生きている限り、周りの人々に何らかの手数をかけていますし、そもそも、ヒトそのものが自

然の営みを借りて生活しています。

　人は、それぞれ扶け合って暮らしているということを認識したうえで、お互いを尊重し、ごく自然に貸

し借りできるような「お互い様」の関係をつくりあげていくことにより、人と人とのつながり、ひいては

地域内での結び付きが高まっていくように思います。

　これは、組織間でも同じです。国と地方、あるいは各組織内での縦割り意識を排除し、協力しあえる関

係を創り直して、地域に溶け込んでいくことが求められています。

　日頃の生活の中で、何か困ったときに身近に相談できたり、気軽に声を掛ける人がいて、それをサポー

トする行政があって、お互い様で支える地域づくりが、消費生活問題の解消にもつながっていくと思いま

す。

大阪府消費生活センター
所長

池田　幸雄
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事故動向等について
（平成 21 年度）

　平成 �� �� �平成 �� ����平成 �� ��� �� �平成 �� ����平成 �� ��� �平成 �� ����平成 �� ��� ����平成 �� �����平成 �� ��� ��

３�） の事故情報の収集状況、 平成 �� ���� ����

に調査が終了して公表した事故情報 �平成 ����

�３� �� ���） に���調査��、 �の調�� ���） に���調査��、 �の調���） に���調査��、 �の調

査結果を分析��など事故動向等についてと

りまとめました。 なお、 事故情報収集件数は暫

定値であり、 今後変わ�可能性がありま�。

   事故情報収集結果とその動向

１�����������������������������������������

　事故情報の 「情報源別事故情報収集件数」

を表１、 「情報源別製品区分別事故情報収集

件数」 を表２に示しま�。

　平成 �� ��の 「事故情報源別事故情報収�� ��の 「事故情報源別事故情報収��の 「事故情報源別事故情報収

集件数」 は、 ����� 件 ���件数��） で、����� 件 ���件数��） で、件 ���件数��） で、

前��比 �0％の減少となっていま�。 平成 ����

��及び �0 ��は、 �� ��に施行された�

大製品事故情報報告 ・ 公表制�により、 過去

に発生した事故がまとめて報告され�という傾

向がみられたことで事故情報収集件数が多く

なっていま�。 さらに平成 �� ��には１製品�� ��には１製品��には１製品

のリコール品だけで ��000 件��の報告があり��000 件��の報告があり件��の報告があり

ました。 これらの原因により平成 �� ��の事故�� ��の事故��の事故

情報収集件数が減少したものと推測されま�。

　情報源別収集件数は、 「製造事業者等」 が

最も多い ����� 件で収集件数��の ��％を������ 件で収集件数��の ��％を�件で収集件数��の ��％を���％を�％を�

めていま�が、 前��比では ��％減でした。��％減でした。％減でした。

一方、 「消費生活センター等」 からの事故情報

収集件数は�々増加の傾向に

ありま�。 これは、 ���� が����� が�が�

極的に行ってい�製品事故防

止に向けて注意喚起を�� 「プ

レス発表」 などにより、 新聞や

テレビなどで ���� の製品������ の製品��の製品��

業務が取り�げられ�機会が

増えたこと及び社会��の製

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

情報源 件数及び割合 件数及び割合 件数及び割合

製造事業者等 3,055 件 41.9％ 2,140 件 39.3％ 1,853 件 42.4％

自治体等 ���������������� 418 件 5.7％  332 件 6.1％ 297 件 6.8％

�費生活センター等 788 件 10.8％ 832 件 15.3％ 846 件 19.4％

国の��
重大製品事故情報 1,169 件 16.0％ 1,400 件 25.7％ 1,166 件 26.7％

その他 69 件 1.0％ 169 件 3.1％ 96 件 2.2％

�費者 283 件 3.9％ 232 件 4.3％ 67 件 1.5％

その他 79 件 1.1％ 32 件 0.6％ 33 件 0.8％

小　　計 5,861 件 80.4％ 5,137 件 94.4％ 4,358 件 99.8％

新聞情報等 1,437 件 19.6％ 303 件 5.6％ 13 件 0.2％

合　　計 7,298 件 100.0％ 5,440 件 100.0％ 4,371 件 100.0％

表１　情報源別事故情報収集件数

表２　情報源別製品区分別事故情報収集件数 ( 平成 21 年度 )

新聞情報等　製
品区分

製造事業
者等

自治体等
�費生活
センター

�安法 
�製造事業者�

�案法
�輸入事業者�

国の
行政��

�費者 その他 不明
新聞情報

等

家庭用電気製品 1,025 197 448 365 212 3 40 0 4 5

台所 ・ 食卓用品 93 4 60 2 5 0 3 0 0 0

燃焼器具 256 76 63 365 20 90 5 0 3 6

家具 ・ 住宅用品 97 4 66 30 36 0 7 0 0 0

乗物 ・ 乗物用品 44 4 71 33 40 1 5 0 0 1

身のまわり品 134 8 67 8 22 1 2 5 0 1

保健衛生用品 103 1 14 2 1 0 2 3 0 0

レジャー用品 38 3 25 3 14 1 2 0 0 0

乳幼児用品 42 0 20 0 6 0 0 0 15 0

繊維製品 21 0 12 0 2 0 1 3 0 0
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品��の�心が高くなってきたことと推測されま

�。 また、 ���� は�����で消費生活セン���� は�����で消費生活センは�����で消費生活セン

ター等と情報交換を行う 「ブロック会議」 を開

催��ほか、 講師派遣や各種研究会への参加

など、 連携 ・ 交流を図ってきたことも理由として

あげられ�ようで�。

　「新聞情報等」 の減少については、 �大製

品事故情報報告 ・ 公表制�にかかわ�もので

�。 制�の施行により、 これまで主に 「新聞情

報等」 で収集してきた 「火災」 や 「一酸化炭

素中毒」 等の事故は、 消防等の調査で事業者

が判明��と、 事業者から�大製品事故として

報告��ことが義務化されたため、 「新聞情報

等」 の�極的な収集を行わなくなったもので�。

２��������������������������������������������

　収集された事故情報のうち、 同一の製品事

故に対して�数の情報源から通知されたもの、

調査の結果、 製品が事故発生に�係しないこ

とが判明したもの及び事故品が経済産業省�

管�外の製品であ�ものを除いた事故情報は

����� 件で�。件で�。

　事故情報の 「製品区分別収集件数」 を表３

に示しま�。 平成 �� ��におけ�製品区分別�� ��におけ�製品区分別��におけ�製品区分別

事故情報収集件数は、 「家庭用電気製品」 が

最も多い ���00 件で、 過�数を�え� ��％に���00 件で、 過�数を�え� ��％に件で、 過�数を�え� ��％に��％に％に

達していま�。 次いで多いのは、 「燃焼器具」

の ��� 件の ��％で�。「燃焼器具」については、��� 件の ��％で�。「燃焼器具」については、件の ��％で�。「燃焼器具」については、��％で�。「燃焼器具」については、％で�。「燃焼器具」については、

�々件数が減少傾向にありま�。 「ガスこんろ」

については、 �口バーナーの 「調理湯油過熱

防止装置」 及び 「立ち消え��装置」 の義務

づけ �技術基準省令、 平成 �0 � �0 �施行）

をはじめ、 「�H 調理器」、 またはオール電化な

どもあり、 今後は減少��のではないかと推測

されま�。

　��的に収集件数が減少してい�中で、 大

幅に増加したのは 「保健衛生用品」 の ��0 件��0 件件

で�。 これは、 １品目で約 �00 件の事故情報�00 件の事故情報件の事故情報

があった「まつげ�ーラー」によ�もので�。 「身

のまわり品」 の減少は、 平成 �� ��に����� ��に�����に���

が原因で皮膚障害を発症した 「デスクマット」

が約 ��000 件報告されたこと、 平成 �0 ��は��000 件報告されたこと、 平成 �0 ��は件報告されたこと、 平成 �0 ��は�0 ��は��は

「デスクマット」 のほか、 電子レンジで加熱��

「�イロ」 の事故が約 �00 件あったためで�。�00 件あったためで�。件あったためで�。

３�����������������������������������

　平成 �� ��から平成 �� ��の３��に事�� ��から平成 �� ��の３��に事��から平成 �� ��の３��に事�� ��の３��に事��の３��に事

故情報が多かった品目を表�に示しま�。 平成

�� ��で最も多かった「電子レンジ」��� 件は、��で最も多かった「電子レンジ」��� 件は、��� 件は、件は、

扉の開閉時の接触不良によりスパークが発生�

�などリコール品を�� 「製品に起因��事故」

平成１9 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

製品区分 件数及び割合 件数及び割合 件数及び割合

家庭用電気製品
2,382

(535)
40.0%

2,303

(694)
50.2%

2,100

(569)
53.7%

台所 ・ 食卓用品
117

(10)
2.0%

137

(12)
3.0%

160

(7)
4.1%

燃焼器具
1,394

(341)
23.4%

944

(411)
20.6%

716

(375)
18.3%

家具 ・ 住宅用品
279

(63)
4.7%

326

(80)
7.1%

219

(68)
5.6%

乗物 ・ 乗物用品
153

(60)
2.6%

167

(53)
3.6%

169

(75)
4.3%

身のまわり品
1,252

(67)
21.0%

420

(40)
9.1%

229

(29)
5.9%

保健衛生用品
119

(13)
2.0%

29

(5)
0.6%

120

(2)
3.1%

レジャー用品
108

(9)
1.9%

108

(17)
2.4%

82

(17)
2.1%

乳幼児用品
130

(4)
2.2%

128

(12)
2.8%

82

(6)
2.1%

繊維製品
13

(1)
0.2%

28

(5)
0.6%

35

(2)
0.8%

その他
2

(0)
0.0%

0

0
0.0%

0

(0)
0.0%

合　　　計
5,949

(1,102)
100.0%

4,590

(1,329)
100.0%

3,912

(1,150)
100.0%

表３　製品区分別収集件数

数値は、 調査の結果、 重複情報や収集対象外情報であること
が判明したものを除いたものです。 �� 内は重大製品事故
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が約 �00 件あったことによ�もので�。�00 件あったことによ�もので�。件あったことによ�もので�。

　「ガスこんろ」、 「電気ストーブ」、 「ガスふろが

ま」 は例�事故が多い品目で�。 「ガスこんろ」

は 「天ぷら火災」 や 「グリル火災」 が多く、「電

気ストーブ」 は 「ハロゲンヒーター」 の事故が

�� 件�まれていま�。 「テレビ�ブラ�ン管�）」件�まれていま�。 「テレビ�ブラ�ン管�）」

は、 材料の不純物混入によ�物性強�等で持

ち手部が破損した事故等がみられました。

４�����������������������������

　��別の 「製品区分別被害状況」 を表５に

示しま�。 事故件数が �00 件を�え�品目の�00 件を�え�品目の件を�え�品目の

中で、 人的被害に至った事故の割合が最も高

かったのは、 「乗物 ・ 乗物用品」 の ��� 件中��� 件中件中

��0 件で、 ��％に達しました。 「��事故」 は件で、 ��％に達しました。 「��事故」 は��％に達しました。 「��事故」 は�％に達しました。 「��事故」 は

�0 件で、 �件が 「電動�い�」、 １件が 「�い件で、 �件が 「電動�い�」、 １件が 「�い

� �自走式）」 によ�事故でした。 また、 �傷

事故は最も多くて �� 件ありました。 ��は、「自�� 件ありました。 ��は、「自件ありました。 ��は、「自

転�」 �� 件をはじめ 「電動�い�」 �件など�� 件をはじめ 「電動�い�」 �件など件をはじめ 「電動�い�」 �件など

でした。 次いで人的被害の割合が高かったの

は 「家具 ・ 住宅用品」 の ��� 件中 ��� 件の��� 件中 ��� 件の件中 ��� 件の��� 件の件の

��％でした。 「家具・住宅用品」 についても 「�％でした。 「家具・住宅用品」 についても 「�

傷事故」 は �0 件ありましたが、 「��」、 「��0 件ありましたが、 「��」、 「�件ありましたが、 「��」、 「�

立」、 「い�」 など多くの製品から発生していま

�。 ��事故は 「介護用手�り」 や 「除雪機」

などから発生していま�。

表５　製品区分別被害状況

�注� １． 被害状況については、 製品の有無を問わずにみた件数である

　　　　２． 重傷とは、 全治１か月以上のけがをいう

　　　　３.   拡大被害は、 製品以外に他の物的被害に及んだものをいう

         ４． 数値は各年度毎に収集した事故情報の調査結果に基づき、 製品区分別の被害状況を集計したものである　

人的被害の発生した事故 人的被害の発生しなかった事故

死　亡 重　傷 軽　傷 拡大被害 製品破損 被害なし

家庭用電気製品 2,100 2,303 2,382 14 22 55 31 52 47 239 209 211 577 689 883 1,212 1,207 1,124 27 124 62

台所 ・ 食卓用品 160 137 117 0 0 0 6 13 12 73 49 50 7 10 16 71 59 32 3 6 7

燃焼器具 716 944 1,394 27 40 84 19 17 35 104 156 264 268 357 636 284 315 310 14 59 65

家具 ・ 住宅用品 219 326 279 8 24 16 50 74 63 91 143 77 18 22 12 51 46 106 1 17 5

乗物 ・ 乗物用品 169 167 153 10 7 13 57 43 52 63 60 49 4 4 4 34 50 28 1 3 7

身のまわり品 229 420 1,252 0 1 3 27 38 57 101 171 1,040 39 51 61 61 144 75 1 15 16

保健衛生用品 120 29 119 0 0 2 3 5 5 30 18 82 5 4 14 82 1 9 0 1 7

レジャー用品 82 108 108 0 1 11 17 17 15 39 32 28 2 3 4 24 48 46 0 7 4

乳幼児用品 82 128 130 0 1 1 6 10 4 65 80 43 0 1 25 9 28 21 2 8 36

繊維製品 35 28 13 0 1 1 3 3 2 14 18 7 0 0 0 0 1 0 18 5 3

その他 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総計 3,912 4,590 5,949 59 97 187 219 272 292 819 936 1,852 920 1,141 1,655 1,828 1,899 1,751 67+ 245 212

各欄の数値は、 平成 21 年度、 平成 20 年度、 平成 19 年度　の順に表記　　�件�　

製品区分 合計
被害状況

�� 内は重大製品事故

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

品目別 件数 品目別 件数 品目別 件数

デスクマット
1,003

(38)
電気ストーブ

234

(60)
電子レンジ

355

(27)

ガスこんろ
423

(66)
ガスこんろ

232

(103)
ガスこんろ

154

(84)

電気ストーブ
321

(36)
ノートパソコン

139

(2)
電気ストーブ

154 

(34)

石油ストーブストーブ
205

(50)
石油給湯器

131

(40)
ガスふろがま

103

(25)

電気衣類乾燥

�

179

(5)
石油ストーブストーブ

110

(65)

テレビ

(ブラウン管型)

97 

(4)

ガスふろがま
126

(33)
カイロ

99

(1)
まつげカーラー

97

(0)

配線器具
97

(2)
直流電源装置

94

(2)
配線器具

92

(2)

石油ふろがま
94

(44)
デスクマット

84

(0)

自転車

( アシスト除く )

88

(33)

電気こんろ
89

(61)
エアコン

82

(58)
エアコン

85

(63)

エアコン
88

(55)
ガスふろがま

81

(22)

電気洗濯�

(乾燥�能付き��)

84

(44)

表４ 事故情報収集件数が多かった 10 品目
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　　事故情報調査結果の分析と

　　その動向

１�����������������������������������������������

　��別の 「事故原因別被害状況」 を表６に

示しま�。

　平成 �� ��から平成 �� ��の３��に収�� ��から平成 �� ��の３��に収��から平成 �� ��の３��に収�� ��の３��に収��の３��に収

集した事故情報 ������� 件） のうち、 調査の������ 件） のうち、 調査の件） のうち、 調査の

終了した �0��0� 件についてみ�と、 「製品に起�0��0� 件についてみ�と、 「製品に起件についてみ�と、 「製品に起

因��非�大事故」 ����� 件と 「�大製品事����� 件と 「�大製品事件と 「�大製品事

故」 のうち、 「経済産業省が製品起因によ�事

故と判断したもの」 ��� 件 ��大製品事故 ���0�

件中、 「経済産業省が事故原因で不明であ�

と判断したもの」 は ��� 件） を加えた 「製品に

起因��事故」 ����� 件の ��％となりま�。 一

方、 「製品に起因しない事故」 は ����� 件で����� 件で件で

��％で�が、 調査が��につれ 「��用や不％で�が、 調査が��につれ 「��用や不

注意によ�事故」 の件数が増加��という傾向

から、 今後 「製品に起因しない事故」 の割合

が高くなってく�ものと推測されま�。

　「製品に起因��事故」 のうち、 「設計、 製

造又は表示等に問題があったもの」 が ����������

件で 「製品に起因��事故」 の �0％を�めて�0％を�めて0％を�めて

いま�。 「製品に起因しない事故」 では、 「�

�用や不注意によ�事故」 が ���0� 件で 「製���0� 件で 「製件で 「製

品に起因しない事故」 の ��％に達していま�。��％に達していま�。％に達していま�。

　「事故原因別被害状況」 としては、 「��」

や 「�傷」 など 「人的被害が発生した事故」

及び火災等を�� 「拡大被害」 は、 「製品に

起因しない事故」 に多く、 �の中でも事故原因

が 「��用や不注意によ�もの」 が多くなって

いま�。 「製品破損」は「製品に起因��事故」

の「設計、製造又は表示等に問題があったもの」

で多くみられま�。

２�����������������������������

　��別の 「製品区分別事故原因」 を表７に

示しま�。 調査が終了した �0��0� 件で最も事�0��0� 件で最も事件で最も事

故が多かった製品は 「家庭用電気製品」 の

����� 件で��の ��％で�。 ただ、 平成 ��件で��の ��％で�。 ただ、 平成 ����％で�。 ただ、 平成 ��％で�。 ただ、 平成 ����

��に多く報告された 「デスクマット」、 は同一

製品で ����� 件の事故情報が��の１割を������ 件の事故情報が��の１割を�件の事故情報が��の１割を�

めており、 ��から除いてみ�と 「家庭用電気

製品」 の割合は �0％と�数に達しま�。 「家�0％と�数に達しま�。 「家％と�数に達しま�。 「家

庭用電気製品」 については、 「設計、 製造又

は表示等に問題があったもの」 の事故原因が

表６　事故原因別被害状況

人的被害の発生した事故 人的被害が発生しなかった物的被害等

死  亡 重  症 軽  傷 拡大被害 製品破損 被害なし

A  318 1,316 2,334 0 0 0 5 5 17 87 259 1,115 31 114 209 191 907 962 4 31 31

B 21 216 198 0 1 0 1 0 2 11 46 80 1 25 29 8 133 71 0 11 16

C 44 82 137 0 0 0 0 0 1 6 7 10 10 21 43 28 48 80 0 6 3

G ３ 130 178 - 0 0 - 0 1 - 5 21 - 10 38 - 115 114 - 0 4 -

D 34 129 119 1 2 3 0 4 5 10 25 17 10 60 52 13 34 38 0 4 4

E 271 854 1,276 5 42 87 11 93 82 93 206 304 86 312 625 73 177 145 3 24 33

F 73 220 151 3 11 19 4 56 24 11 66 32 13 56 53 38 25 14 4 6 9

G 199 592 906 2 16 40 0 16 24 73 203 221 37 136 292 82 174 234 5 47 95

重大製品事故 135 342 627 1 1 31 14 45 94 9 12 47 57 189 306 54 95 149 0 0 0

小計 / 調査が終了したもの 1,225 3,929 5,748 12 73 180 35 220 249 305 845 1,826 255 951 1,609 602 1,707 1,693 16 133 191

H 2,687 661 201 47 28 8 184 61 43 514 97 27 665 247 55 1,226 201 59 51 27 9

合　計 3,912 4,590 5,949 59 101 188 219 281 292 819 942 1,853 920 1,198 1,664 1,828 1,908 1,752 67 160 200

�左列のＡ～Ｈのは表下の　表の見方参照�

事故原因 合計
被害状況

各欄の内の数値は、 平成 21 年度、 平成 20 年度、 平成 19 年度　の順に表記　　�件�　

表の見方　Ａ ： 設計、 製造又は表示等に問題があったもの　Ｂ ： 製品及び使い方に問題があったもの　Ｃ ： 経年劣化によるもの　G ３ ： 製品起因であるが、 その原因が不明なもの

Ｄ ： 施工、 修理または輸送等に問題があったもの　Ｅ ： 誤使用や不注意によるもの　Ｆ ： その他製品に起因しないもの　Ｇ : 原因不明のもの　Ｈ ： 調査中　

重大製品事故 ： 重大製品事故のうち、 経済産業省が製品に起因する事故及び原因不明と判断したもの
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最も多く、����� 件中 ����� 件で �0％となりま�。����� 件中 ����� 件で �0％となりま�。件中 ����� 件で �0％となりま�。����� 件で �0％となりま�。件で �0％となりま�。�0％となりま�。％となりま�。

平成 �� ��の 「製品に起因��事故」 ���

件で最も多いのは 「専ら設計、 製造又は表示

の問題によ�事故」 の ��� 件で、 テレビやノー

トパソコン、 電気ストーブなどリコール社告につ

ながった特定の製品が報告がありました。

　次いで事故情報が多かった 「燃焼器具」

����� 件については、 「��用や不注意によ�件については、 「��用や不注意によ�

事故」 が ����� 件で ��％でした。 ただ、 「������ 件で ��％でした。 ただ、 「�件で ��％でした。 ただ、 「���％でした。 ただ、 「�％でした。 ただ、 「�

�用や不注意によ�事故」 は調査が��につ

れて件数が増加��という傾向があ�ため、 今

後割合は高くな�ものと考えられま�。 ���� の���� のの

事故情報では、 「家庭用電気製品」 は 「製品

に起因��事故」、 「燃焼器具」 は 「製品に起

因しない事故」 が�れぞれ多いという傾向があ

りま�。

　��別 「製品に起因��事故及び�大製品

事故」 が多かった品目を表�に示しま�。 平成

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

�1,276 件� �854 件� �271 件�

品目名 件数 割合％％ 品目名 件数 割合％％ 品目名 件数 割合％％

ガスこんろ 361 28.3 ガスこんろ 178 20.8 ガスこんろ 51 18.8

石油ストーブストーブ 145 11.4 石油ストーブ 67 7.8 ガスふろがま 21 7.7

電気ストーブ 82 6.4 電気ストーブ 34 4.0 ヘアドライヤー 9 3.3

石油ふろがま 28 3.8 電子レンジ 27 3.2 電動車いす 8 3.0

まきふろがま 27 3.1 ガスふろがま 25 2.9 片手なべ 8 3.0

表９　年度別「誤使用や不注意による事故」の多い５品目

平成 19 年度 �3,296 件��3,296 件� 平成 20 年度 �2,134 件��2,134 件� 平成 21 年度 �648 件��648 件�

非重大 �2,669 件��2,669 件� �重大 ： 627 件� 非重大 �1,792 件� �重大 ： 342 件�重大 ： 342 件�342 件� 非重大 �513 件��513 件� 重大 �135 件��135 件�

品目名 件数 品目名 件数 品目名 件数 品目名 件数 品目名 件数 品目名 件数

デスクマット 965 電気こんろ 60 ノートパソコン 133 電気こんろ 36 パソコン周辺�器 45 石油給湯器 17

電気衣類乾燥� 171 エアコン 39 カイロ 97 電気ストーブ 22 配線器具 41 電子レンジ 15

電気ストーブ 150 石油給湯器 34 直流電源装置 88 石油給湯器 20 デスクマット 31 石油ふろがま 13

サンダル 57 扇風� 30 石油給湯器 87 電子レンジ 19 テレビ ( 薄型 ) 21 エアコン 10

草刈� 57 石油ふろがま 28 電気ストーブ 84 扇風� 18 ノートパソコン 19 電気こんろ 9

表８　年度別「製品に起因する事故及び重大製品事故」の多い５品目

各欄の内の数値は、 平成 21 年度、 平成 20 年度、 平成 19 年度　の順に表記　　�件�　

表の見方　Ａ ： 設計、 製造又は表示等に問題があったもの　Ｂ ： 製品及び使い方に問題があったもの　Ｃ ： 経年劣化によるもの　G ３ ： 製品起因であるが、 その原因が不明な

もの　Ｄ ： 施工、 修理または輸送等に問題があったもの　Ｅ ： 誤使用や不注意によるもの　Ｆ ： その他製品に起因しないもの　Ｇ ： 原因不明のもの　　Ｈ ： 調査中　

重大製品事故 ： 重大製品事故のうち、 経済産業省が製品に起因する事故及び原因不明と判断したもの

�上行のＡ～Ｈのは表下の　表の見方参照�表 7　製品区分別事故原因

A B C G ３３ D E F G 重大製品事故 H 合　計

家庭用電気製品 188 838 918 10 56 65 29 59 92 122 104 - 16 67 54 78 259 326 19 70 58 89 233 398 89 247 393 1,460,460460 370 78 2,100 2,303 2,382

台所 ・ 食卓用品 9 22 39 3 8 14 4 0 3 1 24 - 0 0 0 16 22 21 0 3 2 41 39 23 2 7 8 84 12 7 160 137 117

燃焼器具 17 115 107 0 4 4 5 12 32 3 14 - 11 48 51 121 395 775 21 51 36 29 107 204 32 48 120 477 150 65 716 944 1,394

家具 ・ 住宅用品 23 36 116 2 11 9 0 3 6 0 21 - 3 8 10 18 68 63 25 36 8 6 89 27 2 12 31 140 42 9 219 326 279

乗物 ・ 乗物用品 11 48 46 0 1 4 2 1 1 2 1 - 4 6 3 14 37 23 2 15 13 10 27 24 5 9 36 119 22 3 169 167 153

身のまわり品 45 124 1,031 0 124 65 0 2 2 2 12 - 0 0 0 12 43 29 2 16 11 12 65 59 0 10 22 156 24 33 229 420 1,252

保健衛生用品 5 4 13 1 1 26 0 1 0 0 0 - 0 0 0 4 12 18 1 3 5 1 2 50 0 1 7 108 5 0 120 29 119

レジャー用品 15 47 48 4 0 4 4 3 1 0 2 - 0 0 0 6 10 9 2 10 15 7 14 19 3 5 7 41 17 5 82 108 108

乳幼児用品 3 72 12 1 11 7 0 1 0 0 0 - 0 0 0 2 8 8 1 6 1 4 13 99 2 3 3 69 14 0 82 128 130

繊維製品 2 10 4 0 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 3 0 10 2 0 3 3 0 0 0 33 5 1 35 28 13

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合　　計 318 1,316 2,334 21 216 198 44 82 137 130 178 - 34 129 119 271 854 1,276 73 220 151 199 592 906 135 342 627 2,687 661 201 3,912 4,590 5,949

製品区分

事故原因
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�� ��は調査中が多いため、 今後変わってく

�ことが推測されま�が、 最も多かった 「製品

に起因��事故」 の 「パソコン周辺機器 �プリ

ンタ等）」 は、 プリントヘッドで電気回路の絶縁

封止部が損傷して発熱 ・ 発煙した事故などが

みられました。 次いで多い 「配線器具」 では、

電源スイッチ �通電ランプ�蔵） を支えてい�

樹脂製の爪部に破損があったものなど、 スイッ

チ付きマルチタップのスイッチ部が破損��事

故、「テレビ」 は製造工程で検査もれによ�もの、

�0 ��の 「ノートパソコン」 は基�の��やコ��の 「ノートパソコン」 は基�の��やコ

ンデンサーの絶縁破壊等が事故の原因でした。

　「�大製品事故」 で最も多かった 「石油給

湯器」 は、 � リングの���いによ�不具合� リングの���いによ�不具合リングの���いによ�不具合

や経�劣化などが原因で事故が発生しており、

「電子レンジ」 は、 ドアの開閉を検知��スイッ

チの製造不良などがみられました。

　「��用や不注意によ�事故」 が多い品目を

表�に示しま�。 「ガスこんろ」 が最も多く、 こ

れは例�の傾向で�。

３�������� ������������

　平成 �� ��に調査が終了したのは ����� 件�� ��に調査が終了したのは ����� 件��に調査が終了したのは ����� 件����� 件件

��大製品事故 �0� 件除く） で、 �の中で 「製�0� 件除く） で、 �の中で 「製件除く） で、 �の中で 「製

品に起因��事故」 は ����� 件でした。 �の����� 件でした。 �の件でした。 �の

��％にあた� ��� 件で、 製造事業者等によ�％にあた� ��� 件で、 製造事業者等によ���� 件で、 製造事業者等によ�件で、 製造事業者等によ�

再発防止措置が講じられました。 残りの ��0 件��0 件件

の事故は、 火災等で製品の製造事業者が特定

できなかった、 また販売後長期�が経過して市

場や家庭におけ�残存数も少なく、 かつ同種

の事故情報が他には収集されていないなどで

あり、 事故の再発防止が必要と考えられ��べ

ての事故について措置がとられていま�。

　「製品区分別再発防止措置等の実施状況」

を表 �0 に示�とおりで�。

　　「��別　社告 ・ リコール情報」 を表 �� に

示しま�。 平成 �� ��で��の過�数を�め

た 「家庭用電気製品」 は、 「電気ストーブ �ハ

ロゲンヒーター等）」、 「電気�ーペット」、 「冷蔵

庫」、 「洗濯乾燥機」 などがありました。

製品の交換、 部品
の交換、 安全点検
等を行ったもの

製品の製造、 販
売又は輸入を中
止したもの

製品の改良、 製
造 工 程 の 改 善、
品質管理の強化
等を行ったもの

表示の改善、 取
扱説明書の見直
し等を行ったもの

政 府、 団 体、 事
業者等の広報等
により�費者に注
意を喚起したもの

被害者への措置損
害賠償、 製品交換
等、 個別的な措置

家庭用電気製品 273 942 1,028 155 616 769 13 25 64 87 436 534 44 48 52 205 645 853 197 681 823

台所 ・ 食卓用品 15 55 59 2 11 21 3 6 28 12 40 35 3 6 14 5 43 20 7 47 45

燃焼器具 51 162 172 47 154 147 1 2 13 15 105 72 0 2 3 47 84 146 37 72 134

家具 ・ 住宅用品 22 66 143 10 46 112 3 16 24 15 35 116 3 4 10 5 24 96 12 55 110

乗物 ・ 乗物用品 14 49 72 6 43 48 1 10 9 8 34 27 0 5 2 6 32 45 12 34 37

身のまわり品 30 253 1,104 24 104 1,021 7 8 12 4 54 98 0 27 64 26 225 1,077 26 107 1,037

保健衛生用品 6 6 46 2 1 41 0 1 39 5 3 4 1 2 2 1 2 42 3 3 37

レジャー用品 23 53 51 14 43 37 1 8 9 14 30 43 4 1 6 14 31 39 16 35 43

乳幼児用品 6 84 19 3 59 7 0 13 5 4 80 14 1 18 6 3 70 10 5 62 13

繊維製品 1 10 4 1 8 2 0 5 2 1 9 2 0 0 1 1 6 3 1 6 4

総計 441 1,680 2,698 264 1,085 2,205 29 94 205 165 826 945 56 113 160 313 1,162 2,331 316 1,102 2,283

表 10　製品区分別再発防止措置等の実施状況（製品に起因する事故）

各欄の内の数値は、 平成 21 年度、 平成 20 年度、 平成 19 年度　の順に表記　�件�　

収集された事故に�して複数の措置が取られたものは、 措置ごとに集計した。 個別措置のみのものは除く

製品区分
措置
　　　実施件数

再発�止措置の

実施状況

年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

総件数 201 件件 206 件件 143 件件

製品区分 件数 割合 件数 割合 件数 割合

家庭用電気製品 92 件件 45.8％％ 100 件 48.5％ 69 件 48.3％

台所･食卓用品 7 件  3.5％％ 10 件 4.9％ 2 件 1.4％

燃焼器具 25 件 12.4％ 8 件 3.9％ 7 件 4.9％

家具･住宅用品 17 件 8.5％ 15 件 7.3％％ 14 件 9.8％

乗物･乗物用品 11 件  5.5％％ 16 件 7.8％ 4 件 2.8％

身のまわり品 22 件 10.9％ 25 件 12.1％ 19 件 13.3％

保健衛生用品 7 件 3.5％ 2 件 0.9％ 2 件 1.4％

レジャー用品 10 件 5.0％ 4 件 1.9％ 7 件 4.9％

乳幼児用品 6 件 3.0％ 10 件 4.9％ 12 件 8.4％

繊維製品 4 件 1.9％ 13 件 6.3％ 6 件 4.2％

その他 0 件 0.0％ 3 件 1.5％ 1 件 0.6％

表 11　年度別　社告・リコール情報収集件数
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  社告情報はリスクアセスメントの観点から、 事故等が発生後、 事業者が事故の被害の大きさと事故の

発生確率が社会に許�され�かどうか、 検討 ・ 判断し、 最終的に社告に至ったとみ�ことができ�もの

であり、 大変参考にな�情報で�。 ���� が収集してい�社告情報を�係者が�いや�いように品目

別に整理しました。

    社告情報は ���� ホームページ �http://www.jiko.nite.go.jp） にも掲載していま�。

　     平成 22 年 2 月～平成 22 年 7 月

　平成 �� � � ��平成 �� � � �の�に ���� で収集した社告情報は �� 件で�。 �社告情報は、� ��平成 �� � � �の�に ���� で収集した社告情報は �� 件で�。 �社告情報は、��平成 �� � � �の�に ���� で収集した社告情報は �� 件で�。 �社告情報は、平成 �� � � �の�に ���� で収集した社告情報は �� 件で�。 �社告情報は、�の�に ���� で収集した社告情報は �� 件で�。 �社告情報は、の�に ���� で収集した社告情報は �� 件で�。 �社告情報は、に ���� で収集した社告情報は �� 件で�。 �社告情報は、�� 件で�。 �社告情報は、件で�。 �社告情報は、

平成 �� � � ��平成 �� � � �まで、 新聞等に社告を掲載し、 製品の回収 ・ 交換等を実施してい�� ��平成 �� � � �まで、 新聞等に社告を掲載し、 製品の回収 ・ 交換等を実施してい���平成 �� � � �まで、 新聞等に社告を掲載し、 製品の回収 ・ 交換等を実施してい�平成 �� � � �まで、 新聞等に社告を掲載し、 製品の回収 ・ 交換等を実施してい��まで、 新聞等に社告を掲載し、 製品の回収 ・ 交換等を実施してい�

もの �再社告情報��） の中から、 事故情報収集制�におけ�対象製品で、 事故が発生したか事故

の起こ�可能性の高い製品の社告を収集したもので�。

平成 22 年 2 月～平成 22 年 7 月の社告回収一覧

【家庭用電気製品】

台所 ・ 食卓用品　1

燃焼器具　3

身のまわり品　14

家具 ・ 住宅用品　7乗物 ・ 乗物用品　9

家庭用電気製品　30

平成 22 年 2 月～平成 22 年 7 月の社告情報品目別内訳

乳幼児用品　10

繊維製品　2

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ブラウン管

テレビ

三菱電�㈱ ( ブラザー工ー工工
業ブランドで販売対象製
品も受付� 
0120-250-395 
9:00 ～ 19:00 �2010 年 2
月 28 日まで� 
9:00 ～ 17:00 �2010 年
3 月 1 日から、 土 ・ 日 ・
祝日を除く�　　 
http://www.
mitsubishielectric.co.jp/
oshirase/ctv1001/

ブランド : 三菱電� 
２９Ｃ－ＡＴ１、　　２９Ｃ－ＡＴ１ＢＳ、　
２９Ｃ－ＡＴ２、　　２９Ｃ－ＡＴ３、　　
２９Ｃ－ＡＴ８１、　２９Ｃ－ＡＴ９１、　　
２９Ｃ－ＡＴ９２、　２９Ｃ－ＡＴ９３、　、　２９Ｃ－ＡＴ９３、　２９Ｃ－ＡＴ９３、　
２９Ｃ－ＢＡ１、 ２９Ｃ－ＤＡ２、　　、   ２９Ｃ－ＤＡ２、　　２９Ｃ－ＤＡ２、　　 
２９Ｃ－Ａ３Ｚ、　  ２７Ｃ－ＡＴ１、　　　
２７Ｃ－ＡＴ２、　　２７Ｃ－ＡＴ３ 
ブランド : ブラザー工業ー工業工業 
ＣＴ２９－８４４、　ＣＴ２９－８４５、
ＣＴ２９－８４６、　ＣＴ２９－８４７、　
ＣＴ２７－７４２

S63 年 5 月～
H3 年 1 月

02 月 04 日 
＜ HP ＞

長年のご使用による経年劣
化から、 焼損事故が３件発３件発件発
生しました。
類 似 構 造 の � 種 も � め、
上 記 記 載 の ブ ラ ウ ン 管 カ
ラーテレビを��ちの��ーテレビを��ちの��テレビを��ちの��
様には、 事故発生予�の
た め、 す ぐ に 使 用 の 中 止 
を�願いします。

注意喚起
�すぐに使
用を中止� 
下記にご連
絡ください。



35

ＮＩＴＥ安全の視点

【家庭用電気製品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ブックライト ㈱スリップオン　 
03-5791-3883 
午前 10 時～午後 6 時　
( 土日祝を除く�　 
http://www.slip-on.
co.jp/important_
announcement.html

コンパクト ・ ブックライト
  ＷＥＣ－８００１

H21 年 4 月～
H22 年 1 月

02 月 15 日 
＜ HP ＞

回線不良によりボタン電池
が変形 ・ 膨張する現象が確
認された。  ( ボタン電池が
膨張破裂して電池のフタが
割れる事故が 1 件報告され
た。人体に影響はなかった。) 

回収 ・ 返金

ハロゲン

ヒーターーターターー

㈱ユニ ・ ロット �販売�
住友商事マシネックス㈱
�輸入代行� 
㈱ユニロット 「ハロゲン
ヒーター回収�用ダイヤーター回収�用ダイヤター回収�用ダイヤー回収�用ダイヤ回収�用ダイヤ
ル」 
0120-598-003
http://www.smx.co.jp/jp/
news/
list.php?eid=
00053&publish=1　　

ＹＨ－６０００ �Ｂ�　黒色 
ＹＨ－６００１ �Ｗ�　白色 

H14 年 8 月～ 
販売 

02 月 15 日 
＜ HP ＞

一部�種に�いて、 極めて
稀に内部の部品が発熱し発
煙、 焼損の可能性があるこ
とが判明。
�2007 年 12 月 21 日の新聞
社告の再公表�
 

　製品回収
�返金� 

こたつ ㈱ニトリ　��様相談室　
コタツヒーター交換フリーーター交換フリーター交換フリーー交換フリー交換フリーー
ダイヤル 
0120-108-587 
午前 10 時～午後 8 時
�土 ・ 日 ・ 祝日��� 
http://www.nitori.co.jp/
news/2010/
02/6
phc130000000kcp-
att/6phc130000000
reb.pdf　　　　

ＮＳＴ－７５－２　ＷＨ �正方形タイプ� 
ＣＮＮ－７５－３　ＬＢＲ、 ＤＢＲ �正方
形タイプ�

H21 年 5 月 18
日～ H22 年 1
月 7 日

02 月 16 日 
＜ HP ＞

一部生産品に�いて、 通常
生産時と異なる仕様のヒーー
ター���が�入し、 こたー���が�入し、 こた���が�入し、 こた
つ本体より脱落する事故が
発生。

無償交換
�ヒーター�ーター�ター�ー��
　

家庭用生ご

み処理�

ヤンマー㈱　家庭用生ごー㈱　家庭用生ご㈱　家庭用生ご
み処理�　��様コールールル
センターー  
0120-310-309  
9:00 ～ 17:00 ( 平成 22
年 3 月 31 日まで )  
9:00 ～ 17:00 ( 平成 22
年 4 月 1 日以降土日祝
日を除く毎週月曜日～金
曜日 ) 
http://www.yanmar.
co.jp/aboutus/whats
-new/information
/100317/index.html

ヤンマー家庭用生ごみ処理�ー家庭用生ごみ処理�家庭用生ごみ処理�
Ｒｅ５､ Ｒｅ６の全製品、 全製造番号が
対象

平成 11 年 5 月
～平成 14 年
11 月

03 月 17 日 
＜ HP ＞

ヒーター�付け部の�上りーター�付け部の�上りター�付け部の�上りー�付け部の�上り�付け部の�上り
やヒーター線損傷による�ーター線損傷による�ター線損傷による�ー線損傷による�線損傷による�
部的発熱により断熱材の劣
化が進�ことにより火災が
発生。
�平成 20 年 3 月より点検 ・
修理を実施してきたが、 平
成 21 年 10 月に点検 ・ 修理
済みの製品で 2 件の火災が
発生したため、 2008/03/05
付けの社告内容から対処方
法を変更した社告�

無償回収 ・
無償交換
�代替品�

ビデオカーー

ド

㈱ＫＯＵＺＩＲＯ フロンティ
アカスタマ - センターー 
0800-100-5046 
9:00 ～ 21:00( 年末年始
を除く )
http://www.frontier-
k.co.jp/direct/support/
s_info_100107.aspx/ 
　　　　　　

以下のビデオカードが�載された全ードが�載された全ドが�載された全
製品　ＦＲＯＮＴＩＥＲブランドのデスク　ＦＲＯＮＴＩＥＲブランドのデスクＦＲＯＮＴＩＥＲブランドのデスク
トップパソコン 「ＦＲＣＡ ・ ＦＲＣＸ ・ ＦＲ
ＧＢ ・ ＦＲＲＣ」 シリ - ズで以下のビデ
オカードが�載された全製品ードが�載された全製品ドが�載された全製品 
ＡＳＵＳＴｅＫ社製ビデオカード　ード　ド　 
　　「ＥＮ８６００ＧＴ／ＨＴＤＰ／２５６Ｍ
　ＰＣＩ－Ｅ　ｂｕｌｋ」 
※ビデオカーの基�製造番号が 「7」、ーの基�製造番号が 「7」、の基�製造番号が 「7」、
「81」、 「83」 及び、 「84」 で始まるも
のが対象。 販売台数４，６８７台

H19 年 8 月 31
日～ H20 年 7
月 31 日

03 月 18 日 
＜ HP ＞

対象のビデオカード基�にード基�にド基�に
�載された部品の一部に不
良品が�入して�り、 ごくま
れに基�上の同部品が発
煙に至る可能性がある。 　　 
�2010 年 3 月 18 日付で HP
上に公開された内容の更新
社告�

無償点検 ・
無償交換
�点検で当
該ビデオカ
- ドの�載
が確認され
た全製品� 

掃除� ダイソン㈱ 
ダイソンＤＣ 05 受付セン
ターー 
0120-05-1071 
( 土 ・ 日 ・ 祝日を��
9:00-17:30) 
http://www.dyson.
co.jp/support/
dc05notice.asp

ＤＣ０５シリーズーズズ 
ＤＣ０５ＳＴパワーハンドルーハンドルハンドル 
＜黄色×灰色＞　
０８３－ＪＰ－０１０００１～５１４３８０ 
０８９－ＪＰ－５１２５７９～５１５７３９ 
ＤＣ０５アブソリュートパワーハンドルートパワーハンドルトパワーハンドルーハンドルハンドル 
＜緑色×灰色＞　
０８４－ＪＰ－０１０００１～５２０７４６ 
ＤＣ０５クリアパワ - ハンドル 
＜青色×黄色＞　
０８６－ＪＰ５１１１４１～５２０１６０ 
ＤＣ０５モーターヘッドーターヘッドターヘッドーヘッドヘッド 
＜薄紫色×銀色＞
０８５－ＪＰ０１００６１～５２４１９９

H12 年～ H16
年 �製造 ・ 販
売�

03 月 20 日 
＜新聞＞

掃除�のハンドル部分にあ
るカバーの�け金とネジ�ーの�け金とネジ�の�け金とネジ�
突起が壊れ、 ホースがハンースがハンスがハン
ドルから外れるため、 ホースースス
上の 3 つの集電環が露出す
る場合、 電源を入れた状態
で、 掃除�の集電環に触れ
ると、 感電や火傷の恐れが
ある。
・ 必ず電源プラグを抜いてく
ださい。
・ ハンドルや突起部 �クリッ
プ� の損傷やホースの�みースの�みスの�み
が確認された場合は、 �手
を触れず、 直ちにダイソン
DC05 受付センターに�電�ーに�電�に�電�
ください。

注意喚起
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【家庭用電気製品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ＬＡＮ接続

ハードディードディドディ

スク

㈱アイ ・ オー ・ データ�ー ・ データ�・ データ�ータ�タ�
器　��様相談窓口  
0120-977-345 
9:30 ～ 12:00、 13:00 ～
17:00( 月～金曜日、 祝、 祝祝
日を除く� 
http://www.iodata.jp/
news/2009/important/
hdl-gtgtr.htm

HDL-GT シリーズーズズ 
① HDL-GT1.0 
　�GH0000001xx ～ �GH0001997xx�GH0000001xx ～ �GH0001997xx 
　�GH0002001xx ～ �GH0002279xx�GH0002001xx ～ �GH0002279xx 
　�GH0002280xx ～ �GH0002459xx�GH0002280xx ～ �GH0002459xx 
　�GH0002460xx ～ �GH0010991xx�GH0002460xx ～ �GH0010991xx 
　�GH0011001xx ～ �GH0011400xx�GH0011001xx ～ �GH0011400xx 
　�GH0011601xx ～ �GH0012600xx�GH0011601xx ～ �GH0012600xx 
　�GH0047585xx ～ �GH0050584xx�GH0047585xx ～ �GH0050584xx 
　�GH0059771xx ～ �GH0061070xx�GH0059771xx ～ �GH0061070xx 
② HDL-GT1.6 
　�G�0000001xx ～ �G�0001800xx�G�0000001xx ～ �G�0001800xx 
　�G�0001851xx ～ �G�0001970xx�G�0001851xx ～ �G�0001970xx 
③ HDL-GT2.0 
　�G�0000001xx ～ �G�0003699xx�G�0000001xx ～ �G�0003699xx 
　�G�0003701xx ～ �G�0004496xx�G�0003701xx ～ �G�0004496xx 
　�G�0004498xx ～ �G�0006650xx�G�0004498xx ～ �G�0006650xx 
④ HDL-GT3.0 
　��G0000001xx ～ ��G0000529xx��G0000001xx ～ ��G0000529xx  
⑤ HDL-GT4.0 
　���0000001xx ～ ���0000400xx���0000001xx ～ ���0000400xx  
⑥ HDL-GTR シリーズーズズ 
HDL-GTR1.0 
　��30000001xx ～ ��30000300xx��30000001xx ～ ��30000300xx  
　��30000301xx ～ ��30000400xx��30000301xx ～ ��30000400xx 
　��30000401xx ～ ��30003140xx��30000401xx ～ ��30003140xx 
　��30003341xx ～ ��30003540xx��30003341xx ～ ��30003540xx 
　��30003541xx ～ ��30006490xx��30003541xx ～ ��30006490xx 
⑦ HDL-GTR2.0 
　��50000001xx ～ ��50001295xx��50000001xx ～ ��50001295xx  
　��50001296xx ～ ��50001420xx��50001296xx ～ ��50001420xx 
　��50001421xx ～ ��50003145xx��50001421xx ～ ��50003145xx 
⑧ HDL-GTR3.0 
　��L0000001xx ～ ��L0000530xx��L0000001xx ～ ��L0000530xx  
⑨ HDL-GTR4.0 
　���0000001xx ～ ���0000400xx���0000001xx ～ ���0000400xx 
　���0000401xx ～ ���0000440xx���0000401xx ～ ���0000440xx 
HDL-GTR2U シリーズーズズ 
⑩ HDL-GTR2U1.0 
　�TP0000001xx ～ �TP0000600xx�TP0000001xx ～ �TP0000600xx 
⑪ HDL-GTR2U2.0 
　�TS0000001xx ～ �TS0000360xx�TS0000001xx ～ �TS0000360xx 
　�TS0000361xx ～ �TS0000560xx�TS0000361xx ～ �TS0000560xx 
⑫ HDL-GTR2U4.0 
　�T�0000001xx ～ �T�0000020xx 　�T�0000001xx ～ �T�0000020xx 　　
　�T�0000021xx ～ �T�0000030xx�T�0000021xx ～ �T�0000030xx 
　�T�0000031xx ～ �T�0000100xx�T�0000031xx ～ �T�0000100xx 
　�T�0000101xx ～ �T�0000120xx�T�0000101xx ～ �T�0000120xx 

① H18/09 ～
    H20/06　
② H18/12 ～
    H20/06
③ H18/09 ～
    H20/06
④ H19/07 ～
    H20/06
⑤ H19/07 ～
    H20/06
⑥ H19/01 ～
    H20/06
⑦ H19/01 ～
    H20/06 
⑧ H19/06 ～
    H20/07 
⑨ H19/06 ～
    H20/06 
⑩ H19/12 ～
    H21/03 
⑪ H19/12 ～
    H20/12 
⑫ H20/01 ～
    H20/08 

03 月 26 日 
＜ＨＰ＞

組み込まれている電源の一
部で、 故障の状況によって
ごく稀に電源部より若干の異
臭、 もしくは発煙を生ずる場
合のあることが判明。
※ 2009/11/09 付 け 社 告、
2009/12/11 追加修正分社
告

無償ファーー
ムウエア配
布

電気蓄熱式

湯たんぽ

桐灰化学㈱ �販売� / フ
カダック㈱ �輸入� 
0120-012-567 
午前 9 時～午後 5 時�土・
日 ・ 祝日は除きます� 
http://www.kiribai.co.jp/
whatsnew
/history.php#0

電気蓄熱式湯たんぽ 「�湯ポカ」　品
番 : ＫＲＩ－０１０ 
 

平成 20 年 9 月
～ 
平成 21 年 6 月

03 月 30 日 
＜新聞＞

本体プラグ差込口の絶縁不
良によりショートが起こり、ートが起こり、トが起こり、
�用カバーを�がす事故がーを�がす事故がを�がす事故が
3 件発生。

回収
�返金�

ポータブルータブルタブル

ラジカセ

㈱ティー ・ エム ・ ワイー ・ エム ・ ワイ・ エム ・ ワイ 
0120-433-050 
土日 ・ 祝日を問わず 9
時～ 18 時 
http://www.tmy2000.
com/support/
important_info.html

ポータブルラジカセ :ータブルラジカセ :タブルラジカセ :
ＤＳ－ＣＫ８００Ａ、 ＤＳ－ＣＫ９００Ａ

平成 21 年 7 月
～

03 月 31 日 
＜新聞＞

ＡＣケーブルの断線 ・ スパーーブルの断線 ・ スパーブルの断線 ・ スパーー
ク発生事故が起こり、 一部
製造ロットに不具合を生じる
可能性があるＡＣケーブルがーブルがブルが
�入していることが判明。

無償交換

液晶テレビ ソニー㈱ー㈱㈱ 
0120-335-855 
9:00 ～ 18:00 ( 月～金曜
日 )　9:00 ～ 17:00( 土 ・　9:00 ～ 17:00( 土 ・9:00 ～ 17:00( 土 ・
日 ・ 祝日 ) 
http://www.sony.co.
jp/SonyInfo/�ews/
ServiceArea/100401
/index.html

型名 : ＫＤＬ - ４０Ｘ１０００　　
製造番号 :7000001 ～ 7007505 
型名 : ＫＤＬ - ４６Ｘ１０００　　
製造番号 :7000001 ～ 7006727 
※ 上記対象製造番号に該当しない
テーブルトップスタンドは対象外です。ーブルトップスタンドは対象外です。ブルトップスタンドは対象外です。

H17 年 11 月～ 04 月 2 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 製造上の
不備によりネジ�部分の強
度が不十分なテーブルトップーブルトップブルトップ
スタンドが付属されていた可
能性があり、 テレビ本体の角
度調節を行なう等繰返し力が
加えられた場合、 まれにテレ
ビ本体がテーブルトップスターブルトップスタブルトップスタ
ンドから転倒落下する�それ
があることが判明。

無償交換
�テーブルーブルブル
トップスタン
ド�



37

ＮＩＴＥ安全の視点

【家庭用電気製品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

空気清浄� ダイキン工業㈱ 
0120-330-696 
平日、 土 ・ 日 ・ 祝日とも
に 24 時間受付 
http://www.daikin.co.
jp/taisetsu/2010/
100409/index.html

家庭用空気清浄�３種類  
空気清浄�　�商品名 : 光クリエール�ール�ル� 
AC�65TG-W,AC�75G-W,AC�75H-W 
AC�75�-W ,�C708�3-W,�C708�-W 
�C708-W,�C709B-W,�C709�5W 
�C709�-W,�C709�-W,�C709-W 
�C75�BB-W,�C75��6-,�C75��S-W 
�C75��-W,�C75��-W,�C75�-W , 
�C808�3-W,�C808�-W,�C808-W 
�C809B-W,�C809�5PW,�C809�-W 
�C809�-W,�C809-W,�CA70E3-W 
�CA70E4-W,�CA75�E5-W 
�CA80E3-W,�CA80E4-W  
加湿�能つき空気清浄�　�商品名 :
うる�い光クリエール�ール�ル�   
AC�75�-W , �C�75�BB-W , 
�C�75�E5-W , �C�75��6-W , 
�C�75��S-W , �C�75��-W , 
�C�75��-W , �C�75�-W  
除湿 ・ 加湿�能つき空気清浄�　�商
品名 : クリアフォース�ース�ス�   
ACZ65�-W , �CZ659-W , 
�CZ65�E5-W , �CZ65��6-W , 
�CZ65��S-W , �CZ65�-W  
下記の�種については、 右の製造番
号に該当する製品のみ対策が必要で
す。   
�種名 製造番号  
ACZ65�-W C000101 ～ C011579  
�CZ65�E6-W C000101 ～ C003808  
�CZ65��S-W C000101 ～ C004210  
�CZ65�-W C000101 ～ C006846

H18 年 8 月～
H21 年 7 月

04 月 10 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当 社 が 2006 年 8 月 か ら
2009 年 7 月までの間に製造
した家庭用空気清浄� 3 種
類 �空気清浄�、 加湿�能
つき空気清浄�、 除湿 ・ 加
湿�能つき空気清浄�� で、
電気集塵部の不具合による
発煙 ・ 発火事故が発生。
また、 2007 年 8 月から 2010た、 2007 年 8 月から 2010
年 1 月 22 日までの間に製
造した 「除湿 ・ 加湿�能つ
き空気清浄�」 については、
除湿エレメントに異物が付着
すると発熱する可能性があ
る。

無償点検 ・
修理

家庭用温

熱 ・ 

電位治療器

ブリヂストン化成品㈱ 
温熱電位治療器�用
コールセンターールセンタールセンターー 
0120-557-998 
2010 年 4 月 25 日 ( 日 )日 ))
まで午前 9 時～午後 7 
時 �土日を��� 
2010 年 4 月 26 日 ( 月 )月 ))
以降午前 9 時～午後 5 
時 �平日のみ� 
http://www.bridgestone
-dcp.co.jp/news/
kaishunooshirase.pdf

BL さわやかヘルシー (S:61B � 592ー (S:61B � 592(S:61B � 592
号 ,01B � 0872 号 /W:63B � 722 号 ) 
BL さわやかヘルシー D�(S:01B �ー D�(S:01B �D�(S:01B �
0872 号 /W:02B � 1062 号 ) 
BL さわやかヘルシーロイヤル (S:02Bーロイヤル (S:02Bロイヤル (S:02B
� 1062 号 /W:02B � 1157 号 )  
さわやかヘルシー (S:61B � 592 号、ー (S:61B � 592 号、(S:61B � 592 号、
01B � 0872 号、 02B � 1062 号 //
W:63B � 722 号、 01B � 0874 号、
02B � 1157 号 ) 
スマイルヘルシー (S:61B � 592 号、ー (S:61B � 592 号、(S:61B � 592 号、
01B � 0872 号 /W:63B � 722 号、
01B � 0873 号 ) 
スマイルヘルシー D�(S:02B � 1062ー D�(S:02B � 1062D�(S:02B � 1062
号 /W:02B � 1157 号 )  
モアヘルス (S:01B � 0872 号 /
W:01B � 0873 号 ) 
ヘルシーエース (S:02B � 1062 号 /ーエース (S:02B � 1062 号 /エース (S:02B � 1062 号 /ース (S:02B � 1062 号 /ス (S:02B � 1062 号 /
W:02B � 1157 号 )  
マイルドヘルス (S:02B � 1062 号 /
W:02B � 1157 号 )
バランス (S:04B � 0298 号 /
W:04B � 0299 号 )
販売等ｊの社名 : ブリヂストンリビングブリヂストンリビング
九州販売㈱、 ブリヂストンリビング中㈱、 ブリヂストンリビング中、 ブリヂストンリビング中
四国販売㈱、 バランスのみブリヂスト㈱、 バランスのみブリヂストバランスのみブリヂストのみブリヂストブリヂスト
ンリビング東日本販売㈱販売販売

S62 年～ 
H10 年

04 月 13 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 治療器本
体内部の発熱体にシワ �ず
れ� が生じて異常発熱し、
発煙 ・ 発火に至る恐れがあ
ることが判明。

回収 

デスクトップ

パソコン

エプソン販売㈱ / エプソ
ンダイレクト㈱
エプソン電源ユニッ
ト特別対応窓口
0120-948-334 
9:00 ～ 18:00 �月～日曜
日、 祝日 ) ※当社指定
休日は除く 
FA� 0120-998-719 �通
信料無料�

デスクトップパソコンＥＰＳＯＮ Office
シリーズーズズ 
　　ＥＰＳＯＮ Ｔ y ｐｅ - ＳＺ 
　　ＥＰＳＯＮ Ｔ y ｐｅ - ＢＡ 
　　ＥＰＳＯＮ Ｔ y ｐｅ - ＢＤ 
デスクトップパソコンＥｎｄｅａｖｏｒ ＡＴシ
リーズーズズ 
　　Ｅｎｄｅａｖｏｒ ＡＴ - ９００Ｃ 
　　Ｅｎｄｅａｖｏｒ ＡＴ９２０Ｃ 
　　Ｅｎｄｅａｖｏｒ ＡＴ９３０Ｃ

H13 年 12 月～
H16 年 1 月

04 月 14 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品の電源ユニット内部
の接続コネクター部分に�ー部分に�部分に�
けるトラッキング現象により、
本体背面の排気口付近から
発煙 ・ 発火する可能性のあ
ることが判明。

無償交換 

ハロゲンヒ

ターー

㈱グラソン 
04-7193-3591 
09:00 ～ 17:00 �土、 日、
祝日は除く� 
http://www.glason.
net/

アクテックハロゲンヒーター ( 中国製 )ーター ( 中国製 )ター ( 中国製 )ー ( 中国製 )( 中国製 ) 
型式 : ＮＳＨ - ８００
　　　　�平成 14 年 9 月生産��平成 14 年 9 月生産� 
型式 : ＮＳＨ - ８５０　　
　　　　�平成 15 年 9 月生産��平成 15 年 9 月生産�

H14 年 10 月～ 4 月 19 日 
＜ＨＰ＞

当製品の使用中にヒ－タ－
管が突然割れ、 その破片等
が飛散し畳及び絨毯等が�
げる事故が発生。

商品回収
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【家庭用電気製品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

プラズマテ

レビ

日本ビクター㈱ー㈱㈱ 
0120-210-839　�ＰＨＳ ・
携帯電�可� 月曜日～
金曜日　9:30 ～ 18:00 / 
土曜日 9:30 ～ 12:00、
13:00 ～ 17:30 �日曜日、
祝日、 弊社休日は休み� 
※ 2010 年 5 月 31 日ま
では日曜日、 祝日、 弊
社休日も受付します。。
�9:30 ～ 12:00,13:00 ～
17:30�   
http://www.victor.co.
jp/support/info/pd-
42dh4/index.htmll

42V 型プラズマテレビ 「PD-42DH4」
のうち、 これまで修理を行ったことの
あるもの 
　 
　

製造期間 ：
H15 年 9 月～
H16 年 8 月

04 月 30 日
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 これまで
行った修理の際に交換した
一部の電子基�に不具合が
あり、 それによって特定の
電子部品取り付け箇所より
発煙に至る可能性があるこ
とが判明。

無料点検 ・
修理 

電気テ - ブ

ルマット

㈱広電 
0120-295-595 
(9:00 ～ 18:00 平日のみ� 
 http://www.koden-j.
co.jp/pressreleases.
html

ＫＷＭ－１１０ＷＢ H18 年製造 05 月 10 日
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 ヒーターーターターー
線が過熱して製品の一部及
び周辺を変色または�がす
事故が発生。

　無償交換 
�代替品 ：
電気テ -
ブルマット
�W�- １１２
WB�

生ごみ処理

�

日立アプライアンス㈱
/ ㈱フジ医療器 
日立生ごみ処理�受付
センターー 
0120-340-528 
�ＰＨＳ可 ・ 一部のＩＰ電
�からは不可� 
FA� 0120-340-538 �フ0120-340-538 �フ
ジ医療器共通� 
2010 年 5 月 30 日まで
09:00 ～ 19:00 �毎日�
2010 年 5 月 31 日以降
09:00 ～ 17:00 �土、 日、
祝日及び年末年始、 夏
季休暇等の会社休日を
除く� 
http://kadenfan.
hitachi.co.jp/bgd4/
index.html 
フジ医療器生ごみ
処理�受付センターー
0120-224-866 �ＰＨＳ可・
一部のＩＰ電�は不可� 
2010 年 5 月 30 日まで
09:00 ～ 19:00 �毎日�
2010 年 5 月 31 日以降
09:00 ～ 17:00 �土、 日、
祝日及び年末年始、 夏
季休暇等の会社休日を
除く� 
http://www.fujiiryoki.
co.jp/company/news
/news1/i021.html

１� 日立家庭用バイオ式生ごみ処理
� : 
「ＢＧＤ－Ｘ１５０」 「ＢＧＤ－Ｘ１８０」
「ＢＧＤ－Ｘ１８０－１」 「ＢＧＤ－Ｘ１５０
ＳＫ－１」 「ＢＧＤ－Ｖ１８」 
２� フジ医療器家庭用バイオ式生ご
み処理� : 
「ＧＡ－５３０－１」 �ＯＥＭ元 : 日立ア
プライアンス株式会社� 
　※ 2004 年 11 月の不具合と今回の
原因は異なるものです。 　 
 
 
 

１� H15 年 2
月～　 
２� H15 年 5
月～

05 月 20 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 処理槽の
摩耗により�が開き、 処理
物が漏れ出し脱臭装置 �高
温部� に堆積した場合に、
ごく稀に発煙 ・ 発火に至る
可能性があることが判明。
※製品交換が完了するまで
は、 コンセントから電源プラ
グを抜いて使用を中止してく
ださい。

　無料交換 
�代替品 ：
乾燥式生ご
み処理�
�ＥＣＯ－Ｖ
３０��

ノートパソコートパソコトパソコ

ン用バッテ

リーパックーパックパック

日本ヒューレット ・ パッーレット ・ パッレット ・ パッ
カード㈱ード㈱ド㈱ 
0120-589-455  
e-�ail:�P�_HP_�obile_
Battery@hp.com  
2010 年 5 月 20 日 ( 木 )
～ 2010 年 5 月 23 日
( 日 )9:00 ～ 17:00,2010
年 5 月 24 日 ( 月 ) 以降
は土日 ・ 祝祭日を除く ,
月曜日～金曜日の 9:00
～ 17:00 
http://h50146.www5.
hp.com/info/
replacement/
100520.html　　
「回収プログラム」 ウェッ
ブサイト 
http://www.hp.
com/jp/battery
-replace-090514�P

・ HP Compaq 6510b/6515b / 6710b 
　/ 6715s / 6720s �otebook PC/ 6715s / 6720s �otebook PC 
・ HP Pavilion �otebook PC dv2405/ 
　dv2605/ dv2705/ dv2800/ dv2805/dv2605/ dv2705/ dv2800/ dv2805/   
　dv6200/ dv6205/ dv6500/ dv6700/dv6200/ dv6205/ dv6500/ dv6700/ 
　dv6800/ dv9500/ dv9700dv6800/ dv9500/ dv9700 
・ HP G7000 �otebook PC 
※上記製品に付属するバッテリーー
パックのバーコード番号を下記の 「Ｈーコード番号を下記の 「Ｈコード番号を下記の 「Ｈード番号を下記の 「Ｈド番号を下記の 「Ｈ
Ｐモバイルバッテリーパック自�回収ーパック自�回収パック自�回収
プログラム」 ウェッブサイトで確認して
ください。

製造期間 ： 
H19 年 8 月～ 
H20 年 5 月

05 月 21 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品の一部に�いて、 製
造上の不具合が確認され、
過熱、 発火、 火傷の�それ
があることが判明。

全品回収
及び無償交
換 �バッテ
リ - パック
のみ�
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ＮＩＴＥ安全の視点

【家庭用電気製品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ル - ムエア

コン室外�

三洋電�㈱ 
0120-34-0065 
9:00 ～ 17:00 �土 ・ 日 ・
祝日は除く�   
http://jp.sanyo.com 
/info/products_
safety/100521.html

室外�型式 :SAP-U191C,SAP-
U222C,SAP-U191C�,SAP-
U221C�,SAP-U221CZ,SAP-
U221CA,SAP-U223CA,SAP-
UE201C,SAP-UE221C,SAP
-U332CA,SAP-U333CA 
※参考 : 室内�型式  
SAP-W19�,SAP-W19�A,SAP-
A19��,SAP-A22��,SAP-A22E,SAP-
A22T,SAP-A22F,SAP-W22�,SAP-
W22F,SAP-B22F,SAP-W22E,SAP-
B22�Z,SAP-W22�B,SAP-BE20�、
SAP-BE22�,SAP-U33EA,SAP-B33F

製造期間 ： 
S49 年～ 
S51 年

5 月 21 日 
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 室外�の
ファンモーターの�転コンデーターの�転コンデターの�転コンデーの�転コンデの�転コンデ
ンサが長期使用による経年
劣化によって、 内部短絡を
起こし、 発煙 ・ 発火事故が
発生。
今後、 同様な事故の発生を
�止するために、S51 年 �昭
和 51 年� 以前に製造され
た上記室外�対象�種の使
用を中止してください。

注意喚起

ラジオＩＣレ

コ - ダ -

サン電子㈱ 
0120-86-3812 �携帯電
�、 ＰＨＳからも利用可� 
09:00 ～ 21:00 �土 ・ 日 ・
祝祭日も承ります� 
http://talkmaster.jp/

製品名 ＴａｌｋＭａｓｔｅｒＳｌｉｍ �ト - クマ
スタ - スリム�   
製品型番 Ｒ I Ｒ - ９００ＷＴ、９００ＳＴ、
９００ＢＴ、 ９００ＲＴ、 ９００A Ｔ、 ９００
ＰＴ 

H20 月 1 月～
H22 年 2 月

06 月 07 日
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 電池が過
熱しケースが変形する事故ースが変形する事故スが変形する事故
が発生。

回収後、 無
償交換 
�電池の
み�

ＡＣアダプタ

-

カシオ計算�㈱ 
0120-977-635 
9:00-18:30 �日曜・祝日、
年末年始、 夏季休暇等
は除く� 
  [ 電子楽器 ] 
http://support.casio.
jp/information.
php?cid=008&pid
=995 
  [ 電子文具 ] 
http://support.casio.
jp/information.
php?cid=005&pid
=994

電子楽器用 AC アダプターー 
・ 型式 :AD-12�L,AD-12�LA(2008 年
4 月以降に購入した製品が対象 ) 
・ 付属される製品モデル名 :P�-120, 
P�-320, P�-720, P�-1000BP, 
AP-200, CT�-5000, CT�-5000S�, 
L�-301BB,W�-500,W�-3800 
・ 型式 :AD-A12150LW( 全数が対象 ) 
・ 付属される製品モデル名 :AP-
220B�, P�-130, P�-330, P�-730 
電子文具用 AC アダプターー 
・ 型式 :AD-A95100LW(2009 年 10 月
以降に購入した製品が対象 ) 
・ 付属される製品モデル名 :�L-E20, 
�L-H75

H20 年 4 月～
H22 年 5 月

06 月 08 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 ＡＣプラグ
部が破損し、 スパークするークするクする
事故が発生。
破損により、 スパークの発ークの発クの発
生、 導電部の露出による感
電の恐れがあります。

無償交換 
�着脱式ＡＣ
プラグを 
ＡＣコ - ド
に�

オイルヒーー

ターー

㈱ディンプレックス ・ ジャ
パン 
0120-783-353 
10:00 ～ 17:00 �土 ・ 日 ・
祝日を除く� 
http://dimplex.jp/
topics/2010_0608.
html

　2006 年製 
・型式 :ROF14� CADIZ オイルヒーターーターターー 
�タイマーなしモデル�ーなしモデル�なしモデル� 
・型式:ROF14ECC� CADIZオイルヒーー
ターー 
�電子タイマー式モデル�ー式モデル�式モデル� 
・ 型式 :ROF14T� CADIZ オイルヒーー
ター �メカタイマー式モデル�ー �メカタイマー式モデル��メカタイマー式モデル�ー式モデル�式モデル� 
・ 型式 :ROF14T�B CADIZ オイルヒーー
ター �メカタイマー式モデル�ー �メカタイマー式モデル��メカタイマー式モデル�ー式モデル�式モデル�

H18 年 8 月～ 
H19 年 3 月

06 月 08 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 電源コーー
ド接続部端子�の接続異常
による発煙 ・ 発火事故が発
生。

回収して部
品交換

ブラウン管

カラ - テレ

ビ

ソニー㈱ー㈱㈱ 
ソニーテレビ受付センーテレビ受付センテレビ受付セン
ターー 
0120-256-654 
�ＰＨＳ ・ 携帯電�からも
ご利用可� 
9:00 ～ 18:00( 月～金曜
日 ) /9:00 ～ 17:00( 土 ・
日 ・ 祝日 )  
http://www.sony.
co.jp/SonyInfo/
�ews/
ServiceArea/
100610/
index.html#
model

�V-1010U,1020,1020A,1030,1030PH,
10P1,10P2,11�R1,1300,1300H,1310,
1311U,1312U,1313,1314,1315,1316,
1317,1320U,1321U,1330,1340,1350,
1351,1355,1355H,1360,1360H,1366,
1368,1368D,1370,1370D,1375,1375A,
1375D,13A1,13A2,13A3,13A4,13A5,
13A6,13B1,13D1,13DS1,13F1,13FR1,1
3L1,13P2,13R1,13SF1,1400,1410,1414
1420,1450,1455,1475D,14A1,14CP1,1
475,14CP2,14C�R1,14D2,14D2W,14D
3,14DR2,14DR2W,14DR3,14G1,14G11,
14G2,14G3,14GP1,14GR1,14GR2,14G
R3,14GT1,14GT2,14GV1,1600,1600A,
1610,1611,1615,1620,1630R,1640,165
0,1655,1670,1675,1675D,1677,1677R,1
678,1678D,1685R,16A1,16D1,16DS1,1
6E�1,16GP1,16GT1,16GT2,16GV1,16
HT1,16R1,16SF1,16S�1,1800U,1801,1
801R,1811,1812,1813,1814,1815,1820
U,1802V,1810U,1821,1822,1825,1830,
1835,1840,1845,1850,1855,1855A,185
7,1860,1865,1868,1870,1875,1875D,
1877,1877(A),1877R,1878,1878D,1880,
1885R,18A1,18A2,18B�1,18D1,18DR1,
18FR1,18G1,18G2,18GR1,18GR2,18�
R1,18R1,18R2,18S1,18SR2,18SR3,18S
�1,18TR1,18�R2,18�R3,19C�R1,19C
�R2,19GP1,19GR1,19GR2,19HT1,19H
T1A,19T1,2000,2010,2020,2030,2030R
2035,2050�,2055,2057,2060,2060A,20

生産期間 ： 　 
～ H2 年

06 月 10 日
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 長期の使
用により内部部品が劣化し、
過剰発熱にいたった場合、
まれに内部部品が発火し、
テレビ本体の焼損及び拡大
損害につながる可能性があ
ることが判明。

注意喚起 
( 使用を中
止の�願
い )
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【家庭用電気製品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ブラウン管

カラーテレーテレテレ

ビ

�続き�
ソニー㈱ー㈱㈱ 

65,2070,2070R,2072R,2077,2077(A),2
077R,19GT1,19GT2,19GV1,2078,2085
R2088R,20A1,20B�1,20�R1,20R2,20S
120SR1,20SR2,20SR3,20S�1,20�R2,2
0�R3,21C�R1,21C�R2,21C�R2A,21D
�1,21D�2,21D�1,21F1,21GP1,21GR1,
21GR2,21GS1,21GT2,21GV1,21��1,2
1SR5,21�BR1,21�BR2,2210R,2230,25
D�1,25D�2,25DW1,25D�1,25D�2,25D
Z1,25FV1,25F�1,25HT1,2727,2255,22
77R,22�R1,22�R2,2727V,27A1,27A�1
,27BS1,27D�2,27D�R1,27DZ1,27F1,2
7GR1,27GS1,27GT2,27GV1,27G�1,27
LR1,27L�1,27L�2,27SR1,27SR2,27S�
1,27V1,27V�R1,27�BR1,27�BR2,288
0R,28C�R1,28C�R2,29BS2,29D�1,29
D�2,29D�1,29D�1,29D�1A,29D�2,2
9DZ1,29ED1,29ED2,29FV1,29F�1,29
F�2,29RS1,29R�1,29�B1,31F�2,31R
�1,3420,34D�1,34DZ1,34FV1,34F�1,3
4F�2,34�B1,4P1,6010,6020,6020C,60
P1,6�1,6�2,9PR1,
�W-3600HD,
��-13HF2,13HG1,14HD1,14�A1,
16CD1,16HF1,16HF2,20HF1,20HF2,20
HF3,21HD1,21HV1,21HV1S,21�A2,27
HF1,27HF2,27HF3,27HGB1,27HV1,27
HV1S,27HV2,34HV2,LV-1601,1801

生産期間 ： 　 
～ H2 年

06 月 10 日
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 長期の使
用により内部部品が劣化し、
過剰発熱にいたった場合、
まれに内部部品が発火し、
テレビ本体の焼損及び拡大
損害につながる可能性があ
ることが判明。

注意喚起 
( 使用を中
止の�願
い )

スイッチン

グハブ

㈱アイ･オー･データ�器ー･データ�器･データ�器ータ�器タ�器 
��様相談窓口 
0120-977-345 
9:30 ～ 12:00、 13:00 ～
17:00 �月～金曜日 �祝・
祭日を除く�� 
http://www.iodata.
jp/news/2010/
important/
lanhub.htm

１� １０００ＢＡＳＥ－Ｔ / １００ＢＡＳＥ
－Ｔ �/ １０ＢＡＳＥ－Ｔ対応  
５ポ - トレイヤ - ２ スイッチングハブ 
型番 : ＥＴＧ - ＳＨ５ 
　　Ｓ / Ｎ : ＶＬＳ００００００１ＸＸ～ ( 末
尾のＸＸは任意の英数字 ) 
２� １００ＢＡＳＥ－ＴＸ / １０ＢＡＳＥ－
Ｔ対応 ８ポートレイヤー２スイッチングートレイヤー２スイッチングトレイヤー２スイッチングー２スイッチング２スイッチング
ハブ　型番 : ＥＴ - ＦＳＷＨ８Ｐ　型番 : ＥＴ - ＦＳＷＨ８Ｐ型番 : ＥＴ - ＦＳＷＨ８Ｐ
Ｓ / Ｎ : ＶＤ５００００１９１Ｂ３、 ＶＤ
５００００７１０２Ｙ、 ＶＤ５０００２１７０
ＭＺ、 ＶＤ５０００４３９９９３、 ＶＤ
５０００４７５７ＶＧ、 ＶＤ５０００５９１４Ｚ
Ｎ、 ＶＤ５０００６００１ＸＸ ( 末尾のＸＸ
は任意の英数字 ) 
・AC アダプター交換��し込みフォーー交換��し込みフォー交換��し込みフォーー
ム　https://wssl.iodata.jp/support/　https://wssl.iodata.jp/support/https://wssl.iodata.jp/support/
form/et-sh2010/

１� H16 年 1
月～ H20 年 4
月 
２� H14 年 11
月～ H19 年 3
月

06 月 15 日
＜ＨＰ＞

当製品に付属のＡＣアダプ
ターに�いて、 ��ケースーに�いて、 ��ケースに�いて、 ��ケースースス
部の発熱、 変形にいたる故
障が発生。 この状態でＡＣア
ダプターに触った場合には、ーに触った場合には、に触った場合には、
やけどの原因となる可能性
があるので使用を中止してく
ださい。

無償交換 
�付属ＡＣア
ダプター�ー��

ノートパソコートパソコトパソコ

ン

ソニー㈱ー㈱㈱ 
0120-55-5078 
9:00 ～ 20:00 �月～金�
/9:00 ～ 17:00 �土 ・ 日 ・
祝日� 
�年末年始は土日祝日の
受付時間になる場合が
あります。� 
http://vcl.vaio.sony.
co.jp/iforu/hotnews/
2010/06/001/
index.html
対象製品の確認方法
ページ :ージ :ジ : 
https://support.vaio.
sony.co.jp/cgi-bin/
notification/mbhi/ja/
check.cgi 

ＶＡＩＯ パーソ�ルコン�ューターーソ�ルコン�ューターソ�ルコン�ューターーターターー 
・ 国内向けモデル  
　2010 年 1 月発売モデル2010 年 1 月発売モデル  
Ｆシリ - ズ : ＶＰＣＦ１１９ＦＪ／ＢＩ、 ＶＰ
ＣＦ１１８ＦＪ／Ｗ、 ＶＰＣＦ１１７ＦＪ／ 
ＷＣシリ - ズ : ＶＰＣＣＷ２９ＦＪ／Ｗ、
ＶＰＣＣＷ２８ＦＪ／Ｐ、  ＶＰＣＣＷ２８Ｆ
Ｊ／Ｒ、 ＶＰＣＣＷ２８ＦＪ／Ｗ 
・ ＶＡＩＯ オー�ーメードモデルー�ーメードモデル�ーメードモデルーメードモデルメードモデルードモデルドモデル  
　　2010 年 1 月発売モデル  
Ｆシリーズ : ＶＰＣＦ１１ＡＦＪ、 ＶＰＣＦーズ : ＶＰＣＦ１１ＡＦＪ、 ＶＰＣＦズ : ＶＰＣＦ１１ＡＦＪ、 ＶＰＣＦ
１１ＡＧ �、 ＶＰＣＦ１１ＡＨＪ、 ＶＰＣＦ
１１ＺＨＪ 、 Ｃシリーズ : ＶＰＣＣ W2 ＡＦ、 Ｃシリーズ : ＶＰＣＣ W2 ＡＦＣシリーズ : ＶＰＣＣ W2 ＡＦーズ : ＶＰＣＣ W2 ＡＦズ : ＶＰＣＣ W2 ＡＦ
Ｊ、 ＶＰＣＣ W ２ＡＨＪ  
・ Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｍｏｄｅｌｓ �海外仕様製
品� 2010 年 1 月発売  
ＶＰＣＣＷ２５ＦＧ／Ｂ、 ＶＰＣＣＷ２５Ｆ
Ｇ／Ｐ、 ＶＰＣＣＷ２５ＦＧ／Ｗ 

H22 年 1 月～ 
H22 年 5 月

06 月 30 日 
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 温度管理
�能の制御に不備な部分が
あり、 使用状況によっては、
過剰に発熱する場合があり、
その場合外装が変形する恐
れのあることが判明いたしま
した。 また、 過剰に発熱し
た状態の PC に触れた場合、
熱傷を負う可能性がありま
す。

最新ＢＩＯＳ
へのアップ
デート ��ート ��ト ��
細は下記
のホームームム
ページで確ージで確ジで確
認してくださ
い。�  

観賞魚用

サーモスーモスモス

タット付ヒーー

ターー

ジェックス㈱ 
0120-746-004 
2010 年 7 月 12 日 ( 月 )月 ))
～ 8 月 31 日 ( 火 )9:00火 )9:00)9:00
～ 19:00 まで ( 無休 ) 
2010 年 9 月 1 日 ( � )� ))
以降 10:00 ～ 16:00 まで
( 祝日を除く月曜日～金
曜日 )
http://www.gex-fp.
co.jp/safety/00.html

１� ＧＥＸ コンパクトスリムオ - トヒ -
タ -:( ＣＯＭＰＡＣＴ　ＳＬＩＭ　ＡＵＴＯ　Ｈ
ＥＡＴＥＲ ) 
　２�ＧＥＸ ＩＣオ-トヒ-タ- トラスティ:( Ｉ
Ｃ ＡＵＴＯ　ＨＥＡＴＥＲ　ＴＲＵＳＴＹ )

１� H16 年 9
月～ 
H19 年 10 月 
２� H19 年 8
月～ 
H22 年 3 月

07 月 12 日
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 温度コント
ロ - ル部本体からの発煙 ・
発火事故に至る可能性があ
る事が判明。
当製品を所�している方は
直ちに使用を中止して、 下
記の問合せ先に連絡してく
ださい。

無償交換 
�安全装置
付き製品�
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【家庭用電気製品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

電動ドリル

ドライバーー

ポップリベット・ファス�ーー
㈱ 
0120-577-194 
09:00 ～ 17:00 �祝 ・ 祭
日は除く�
http://www.
Blackanddecker
-japan.com 
　

ブラック＆デッカー社製電動ドリル ・ー社製電動ドリル ・社製電動ドリル ・
ドライバーー 
・ イージードリルドライバー : ＫＲ１００ージードリルドライバー : ＫＲ１００ジードリルドライバー : ＫＲ１００ードリルドライバー : ＫＲ１００ドリルドライバー : ＫＲ１００ー : ＫＲ１００: ＫＲ１００ 
・ 無段変速イージー　ドリルドライバ -:ージー　ドリルドライバ -:ジー　ドリルドライバ -:ー　ドリルドライバ -:ドリルドライバ -:
ＫＲ１００ＲＥ／ＫＲ１００ＲＥＫ 
・ スマ - トドリルドライバ -: ＫＲ１１１Ｒ
Ｅ 
・ クイックコネクトドリルドライバ -: ＫＲ
１５０ＢＡ 
・ ソフトインパクト : ＫＲＸ１ 
・ ドリルドライバ -: ＢＭＲ１００

H19 年 11 月～ 
H22 年 6 月

07 月 13 日7 月 13 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 電源から
電源コネクタを抜いて一秒後
の残留電圧が基準値を上回
る可能性があることが判明。

無償点検 ・
修理

ブラウン管

カラーテレーテレテレ

ビ 

ソニー㈱ー㈱㈱ 
ソニーテレビ受付センーテレビ受付センテレビ受付セン
ターー 
0120-256-654 �ＰＨＳ ・
携帯電�からもご利用
可� 
9:00 ～ 18:00( 月～金曜
日 ) /9:00 ～ 17:00( 土 ・
日 ・ 祝日 )  
http://www.sony.
co.jp/SonyInfo/
�ews/
ServiceArea/
100610/
index.html#
model

�V-1010U,1020,1020A,1030,1030PH,
10P1,10P2,11�R1,1300,1300H,1310,
1311U,1312U,1313,1314,1315,1316,
1317,1320U,1321U,1330,1340,1350,
1351,1355,1355H,1360,1360H,1366,
1368,1368D,1370,1370D,1375,1375A,
1375D,13A1,13A2,13A3,13A4,13A5,
13A6,13B1,13D1,13DS1,13F1,13FR1,1
3L1,13P2,13R1,13SF1,1400,1410,1414
1420,1450,1455,1475D,14A1,14CP1,1
475,14CP2,14C�R1,14D2,14D2W,14D
3,14DR2,14DR2W,14DR3,14G1,14G11,
14G2,14G3,14GP1,14GR1,14GR2,14G
R3,14GT1,14GT2,14GV1,1600,1600A,
1610,1611,1615,1620,1630R,1640,165
0,1655,1670,1675,1675D,1677,1677R,1
678,1678D,1685R,16A1,16D1,16DS1,1
6E�1,16GP1,16GT1,16GT2,16GV1,16
HT1,16R1,16SF1,16S�1,1800U,1801,1
801R,1811,1812,1813,1814,1815,1820
U,1802V,1810U,1821,1822,1825,1830,
1835,1840,1845,1850,1855,1855A,185
7,1860,1865,1868,1870,1875,1875D,
1877,1877(A),1877R,1878,1878D,1880,
1885R,18A1,18A2,18B�1,18D1,18DR1,
18FR1,18G1,18G2,18GR1,18GR2,18�
R1,18R1,18R2,18S1,18SR2,18SR3,18S
�1,18TR1,18�R2,18�R3,19C�R1,19C
�R2,19GP1,19GR1,19GR2,19HT1,19H
T1A,19T1,2000,2010,2020,2030,2030R
2035,2050�,2055,2057,2060,2060A,20
65,2070,2070R,2072R,2077,2077(A),20
77R,19GT1,19GT2,19GV1,2078,2085R
2088R,20A1,20B�1,20�R1,20R2,20S1
20SR1,20SR2,20SR3,20S�1,20�R2,20
�R3,21C�R1,21C�R2,21C�R2A,21D�
1,21D�2,21D�1,21F1,21GP1,21GR1,2
1GR2,21GS1,21GT2,21GV1,21��1,21
SR5,21�BR1,21�BR2,2210R,2230,25D
�1,25D�2,25DW1,25D�1,25D�2,

生産期間 ： 
　～ H2 年

07 月 27 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 長期の使
用により内部部品が劣化し、
過剰発熱にいたった場合、
内部部品が発火し、 テレビ
本体の焼損及び拡大損害に
つながる可能性がある事が
判明。
当製品を所有している方は、
事故発生予�のため、 電
源プラグをコンセントから抜
き、 使用を中止してください。 
　�2010 年 6 月 10 日に行っ
た 「注意喚起」 の追加情報�

注意喚起 
( 使用中止
の�願い )

�V-25DZ1,25FV1,25F�1,25HT1,2727,
2255,2277R,22�R1,22�R2,2727V,27A
1,27A�1,27BS1,27D�2,27D�R1,27DZ1
,27F1,27GR1,27GS1,27GT2,27GV1,27
G�1,27LR1,27L�1,27L�2,27SR1,27SR
2,27S�1,27V1,27V�R1,27�BR1,27�B
R2,2880R,28C�R1,28C�R2,29BS2,29
D�1,29D�2,29D�1,29D�1,29D�1A,29
D�2,29DZ1,29ED1,29ED2,29FV1,29F�
1,29F�2,29RS1,29R�1,29�B1,31F�2,3
1R�1,3420,34D�1,34DZ1,34FV1,34F�
1,34F�2,34�B1,4P1,6010,6020,6020C,
60P1,6�1,6�2,9PR1,
�W-3600HD,
��-13HF2,13HG1,14HD1,14�A1,
16CD1,16HF1,16HF2,20HF1,20HF2,20
HF3,21HD1,21HV1,21HV1S,21�A2,27
HF1,27HF2,27HF3,27HGB1,27HV1,27
HV1S,27HV2,34HV2,LV-1601,1801
追加された製品
C�V-208F,C�V-208V,
C�V-2100,C�V-2900,
C ＰＤ -14CD1,C ＰＶ -14CD2,
�V-14�D1
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品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ステンレス

製多重構造

なべ

日本アムウェイ合同会社 
0120-097-555 
月～土　9:00 ～ 17:00
�日 ・ 祝日 ・ � 5 土曜日
は休止� 
http://www.amway.co.jp/
data/current/fileobj-89-
datafile.pdf
https://www1.amwaylive.
com/psl/shopping/
safety/comfortable
/details/safety_
amwayqueen.html　

アムウェイ・クィーン・クックウェア �旧
製品� のソースパン、 フライパン

S54 年～ H18
年 12 月末日

02 月 02 日 
＜ HP ＞

中 火 か ら と ろ 火 を 用 い る
よ う に 設 計 さ れ て い る な
べ を 強 火 で 使 用 し、 火 が
ハ ン ド ル に 直 接 あ た っ た 
ことによって　使用中にハン
ドルが折れて火傷を負われ
るという事故が発生。
※強火での断続的使用は
ハンドルの劣化を早めます。
ハンドルは定期的に点検 ・
交換してください。
(2007年06月25日より公表�

有 償 交 換
� ハ ン ド ル
に金属を入
れたものと
有 償 で 交
換�

【台所 ・ 食卓用品】

【燃焼器具】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

石油ストー

ブ

㈱千石�輸入�/ ㈱グリー
ンウッド �販売� 
0120-15-1059 
午前 9:00 ～午後 7:00�土
日 ・ 祝日は除く� 
http://www.sengokujp.
co.jp/ �㈱千石� 
http://www.gwgw.co.jp/
�㈱グリーンウッド�

ＧＫＰ－Ｓ２４１Ｎ
ＧＫＰ－Ｍ２４０１Ｎ

ＧＫＰ－ W ３０１�

平成 21 年 9 月
　～

03 月 30 日 
＜ＨＰ＞

口金キャップを確実に閉め
ないと、 キャップがはずれて
火災の原因になりますので、 
使用に際しては取扱説明
書、　注意ラベルにしたがっ
て、 正しくご使用ください。

注意喚起

石油ストー

ブ

㈱千石 �輸入� / 日本
エー・アイ・シー㈱ �販売� 
0120-15-1059 
午前 9:00 ～午後 7:00�土
日 ・ 祝日は除く� 
http://www.sengokujp.
co.jp/ �㈱千石�
http://www.aladdin-aic.
com/ �日本エー ・ アイ ・
シー㈱�

ＡＫＰ－Ｕ２８Ａ
ＡＫＰ－Ｓ２８０
ＡＫＰ－Ｓ３００

平成 21 年 9 月
　～

03 月 30 日 
＜ＨＰ＞

口金キャップを確実に閉め
ないと、 キャップがはずれて
火災の原因になりますので、 
使用に際しては取扱説明
書、　注意ラベルにしたがっ
て、 正しくご使用ください。

注意喚起

電子ジャー

付ガス炊飯

器

リン�イ㈱ 
0120-478-111 
7 月 30 日まで 9:00 ～
21:00 �土・日・祝日���
7 月 31 日以降は 9:00 ～
17:00 �日 ・ 祝日を除く� 
http://www.rinnai.co.jp/
releases/2010/0713/
index.html 
 

　『αかまど炊き』 
ブランド ： リン�イ  
型式 ： ＲＲ－０５ＭＲＴ / ０７ＭＲＴ
/ １０ＭＲＴ  
ＲＲ－０５ＭＲＴ ( Ａ )/ ０７ＭＲＴ ( Ａ )/
１０ＭＲＴ ( Ａ )  
ＲＲ－Ｓ１０ＭＲＴ / ＲＲ－Ｓ１０ＭＫＴ 
ブランド ： 大阪ガス  
型式 ： １１１－５０１０Ａ / ５０１４Ａ
/ ５０２０Ａ  
１１１－Ｒ５２０/ Ｒ５２１/ Ｒ５２２  
１１１－Ｒ５２０Ａ / Ｒ５２１Ａ / Ｒ５２２Ａ 
ブランド ： 東京ガス  
型式 ： ＲＮ－４１０ＴＡ－ＭＣＫ / 
ＲＮ－４１４ＴＡ－ＭＣＫ / 
ＲＮ－４２０ＴＡ－ＭＣＫ  
ブランド ： 東邦ガス  
型式 ： ＲＡＪ－５ＭＴＫ / ７ＭＴＫ / １０
ＭＴＫ 

製造期間 ： 
H17 年 8 月 1
日～ 
H21 年 9 月上
旬

07 月 13 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 ガス接続
口にアルカリ性洗剤等の侵
入による腐食が生じさせた
亀裂による、 微量のガス漏
れが原因で製品の一部が焼
損する事故が発生。
 

訪問点検な
らび無償交
換 �部品�

【家具 ・ 住宅用品】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

室内手すり

ブラケット

�壁付け型�

三協立山アルミ㈱
0120-202-436 
月～金曜 9:00 ～ 12:00 
13:00 ～ 17:00 �土・日曜、
祝日、 夏期休業、 年末
年始を除く�
http://www.
Sankyotateyama
-al.co.jp/news/
2010news/
sa20100310.html

室内手すりのブラケット �壁付け型�　
３色 �シルバー ・ ゴールド ・ ブロンズ�

H16 年 7 月～
H17 年 12 月

03 月 10 日 
＜ HP ＞

国外で製造された一部の部
品に�いては折れる等の�
それがある鋳造時の不具合
品が�入していることが判
明。
※該当する商品を�使いの
方は使用を中止し、 フリーダ
イヤルまでご連絡ください。

無償点検 ・
交換
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【家具 ・ 住宅用品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

椅子 シグマ A ・ P ・ O システ
ム販売㈱ 
0120-921-665　�携帯電
�・PHS:可/IP電�回線:
不可� 
03-3864-4610　�通�者
負担� 
9:00 ～ 12:00、 13:00 ～
17:00 �土、 日、 祝祭日
は除く� 
http://www.sigma-apo.
co.jp/support/news/
20100324_�TCS540.html

�１� �TCS540BL �カラー ： ブルー�  
�２� �TCS540G� �カラー：ブラック�   
・ 2008 年に製造された以下の製造
ロット番号のものが交換対象ロットと
なります。 
Ｌｏｔ　Ｎｏ ,　Ａ０８０１、 Ａ０８０２、
Ｂ０８０１、 Ｃ０８０１、 Ｅ０８０１、
Ｆ０８０１、 Ｈ０８０１

H20 年 2 月～
H20 年 10 月

03 月 24 日 
＜ＨＰ＞

当製品の一部に�いて、 使
用中に背もたれが破損し、
場合によっては転倒などに
より怪我をする恐れがあるこ
とが判明。
 

部品交換

デッキチェ

ア

不二貿易㈱ 
0120-752-361/0120-115
-668 
9:00 ～ 17:00 �土 ・ 日 ・
祝日を除く� 
http://www.fujiboeki.jp/
pdf/201005news.pdf

デッキチェアＶＦＳ－ＧＣ２９ＪＰ 
デッキチェアオットマンセット ＶＦＳ－Ｇ
Ｃ２９ＪＰ＆Ｇ O ０５�P

H21 年 3 月～ 05 月 14 日 
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 誤って組
み立てた状態で座ろうとした
ところ、 折りたたまれ、 指を
はさんで怪我を負う事故が
発生。
 

回収

椅子 ㈱ワールドリビングスタイ
ル 
0120-770-138 
10:00 ～ 17:00 �平日� 
http://club-ones.com
/news/100531_news.html

・ 製品名 ： サリ�スシリーズ　サリ�
スデスク＆チェア 
・ ロット�ンバー ： ４１０９０５１、
５１０９０５１、 ０３１００５１、
０５１００５１

H21 年 11 月 1
日～ H22 年 5
月 21 日

05 月 29 日 
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 材料であ
る木材の強度不足により椅
子の脚が折れるという事例
が発生。

回収 ・ 返金 
( 机と椅子 )

ベッド 双日九州㈱ 
0120-938-575 
09:00 ～ 17:00 �土日 ・
祝除く� 
http://www.sojitz-
kyushu.com/1006.pdf

商品名 ｢ ラップ ｣ 
・ シングルベッドフレーム ：  Ｗ９７ｃｍ
×Ｌ２０４ｃｍ×Ｈ７５ｃｍ < ダークブラ
ウン色 > 
・ セミダブルベッドフレーム ： Ｗ１２０ｃ
ｍ×Ｌ２０４ｃｍ×Ｈ７５ｃｍ < ダークブ
ラウン色 > 
・ ダブルベッドフレーム ： Ｗ１４０ｃｍ
×Ｌ２０４ｃｍ×Ｈ７５ｃｍ < ダークブラ
ウン色 >

H20 年 1 月～ 
H22 年 6 月

07 月 1 日 
＜ＨＰ＞

当製品の一部製品に�い
て、 部材の強度にばらつき
が有り、 過度な荷重が加わ
ることにより、 サイドフレー
ムが折れ、 怪我をする可能
性があることが判明。

無償交換 
�サイドフ
レーム ・ 
フットボー
ド�

椅子 國新産業㈱ 
0120-031-715 
ＦＡＸ :03-5978-2761 
09:00 ～ 18:00 �土・日曜、
祝日は除く� 
http://balans.jp/
kokushin.pdf

　バランス ４．２５ �ｂａｌａｎｓ． ４．２５� 
　製造番号 ： ０８１１１７～１００２２８

H20 年 11 月１
7 日～ H22 年
2 月 28 日

07 月 2 日 
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 座面とガ
スシリンダー接続部の部品
の溶接が外れ、 破損する恐
れがあるため。

回収�よび
修理

椅子 ㈱ニトリ 
0120-209-993 
10：00 ～ 18：00 �土・日・
祝日��� 
http://www.nitori.co.jp/

木製回転イス ：   
　　 ・ リック４　ＬＢＲ 
　　 ・ リック４　ＭＢＲ 

H16 年 9 月 16
日～ H18 年 9
月 30 日

07 月 24 日 
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 腰を�け
た際に、脚の接合部が外れ、
座面ごと落下し腰を打ちつけ
るという事故が発生。

点検及び修
理 
�金属によ
る補強�

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

折り畳み自

転車

㈱ＫＣＤ 
0120-421-426 
月～金曜日 10:00 ～
17:00 
http://kcd.jp/news.html

スウィツスポートＦ２６　ＳＷ－ＭＡ２６
�旧商品� 
車体番号　
Ｃ０６０５０２６９３～Ｃ０６０５０２９０９,
Ｃ０６０５００５１７～Ｃ０６０５００６３２ 
上記商品の折畳式右ペダル　台湾Ｖ
Ｐ　ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ社製　�中国製�

H18 年 5 月～
6 月 �生産 ・
販売�

03 月 24 日 
＜ＨＰ＞

折り畳み式ペダル �右側の
み� に通常より強度の劣る
ものが�入していた疑いが
ある。。

無償交換
�ペダル�

歩行車 象印ベビー㈱ 
0120-844-284 
06-6618-1409  
09:00-12:00 ／
13:00-18:00 �月曜日 -
金曜日 �祝日除く�� 
http://www.zojirushi-
baby.co.jp/files_jp/ppt75
-2.htm

�ウプレスト７５ 
対象となるロット�ンバー 
　１８７５００１１２４　　１８７５００１２１１ 
　１９７５０００１１０　　１９７５０００２０１ 
　１９７５０００２０８　　１９７５０００２１４ 
　１９７５０００２１６　　１９７５０００２１９ 

H18 年 11 月
24 日～ H19 年
年 2 月 19 日

04 月 1 日
＜ＨＰ＞

当製品に�いて社内規格外
の肉厚パイプが該当ロットに
�入していた�それが有り、
長期使用による金属疲労、
段差での衝撃などからワイ
ヤーアウターを差し込んでい
るスリット部分から破損する
�それの有る事が判明。

点検 ・ 無償
修理

【乗物 ・ 乗物用品】
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品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

歩行補助車 象印ベビー㈱ 
0120-844-284 
06-6618-1409  
09:00-12:00 13:00-18:00
�月曜日 - 金曜日 �祝日
除く�� 
http://www.zojirushi-baby.
co.jp/files_jp/lmgw_atn.htm

［製品名及び型式］ 
ライトミニシリーズ ： ライトミニ / ライト
ミニグランデＷ / ライトミニＷ１２Ｌ 
 

H16 年 04 月
21 日～

04 月 1 日 
＜ HP ＞

必ず、 ロックがかかっている
かをご確認の上、 ご使用く
ださい。
ロックが�かっていない状態
での使用は、 転倒する�そ
れがあります。

注意喚起

自転車 サイクルヨーロッパジャパ
ン㈱ 
03-3255-2431FA�:03-3
255-2737 (9:30 ～ 12:00 
13:00 ～ 18:00) 
http://www.cycleurope.
co.jp/

2002 年型 / ビアンキ ・ バックストリー
ト　BIA�CHI ・ BAC�STREET 

輸入期間　 
H13 年 11 月～
H14 年 6 月

04 月 8 日 
＜ HP ＞

当製品で走行中に使用者が
転倒する事故が発生。

　注意喚起 
�「自己点
検」及び「購
入店での点
検」 の�願
い�

自転車 サイクルヨーロッパジャパ
ン㈱ 
03-3255-2431 
FA�:03-3255-2737 
9:30 ～ 12:00 13:00 ～
18:00 
http://www.cycleurope.
co.jp/

＊当該サスペンションと同じサスペン
ションフォークが付いたモデル 
( ＲＳＴ ＣＴ ＣＯＭＰⅡ ＣＬ－７)2002 年
型　ビアンキ・ドロミテ ( ＤＯＬＯＭＩＴＥ ) 
７００Ｃ ,2002 年型　ビアンキ ・ アドバ
ンテージ ( ＡＤＶＡＮＴＡＧＥ ) ７００Ｃ 
＊当該サスペンションと同様の構造を
有するサスペンションフォークが付い
たモデル ( ＲＳＴ ＣＴ ＣＯＭＰⅡ ＣＬ－
６)2002 年型　ビアンキ ・ オセロ ( ＯＣ
ＥＬＯＴ ) ２６インチ ( ＲＳＴ ＴＲ ＰＲＯ １ 
ＣＬ－６)2002 年型　ビアンキ ・ フォル
ツァ ( ＦＯＲＺＡ ) ２６インチ

輸入期間　 
H13 年 11 月～
H14 年 6 月

04 月 16 日 
＜ HP ＞

事故が発生した 2002 年型
ビアンキ ・ バックストリート
�BIA�CHI ・ BAC�STREET�
以外にも、 当該サスペンショ
ンと同様の構造を有するサ
スペンションフォークが付い
た他のモデルがあることが
判明。

注意喚起 
�「自己点
検」及び「購
入店での定
期点検」 の
�願い� 

自転車 サイクルヨーロッパジャパ
ン㈱ 
03-3255-2431 
FA�:03-3255-2737:03-3255-2737 
9:30 ～ 12:00 13:00 ～
18:00 
http://www.cycleurope.
co.jp/

「プジョーブランド」 
1998 年型 ＰＥＵＧＥＯＴ－ＶＴＴ ９００
�ＥＸＯＣＥＴ�  / ＶＴＴ ８０５ ( ＪＥＡＮＮ
Ｅ )/ ＶＴＴ ５０５ ( ＳＡＨＡＲＡ ) / ＣＯＭ
５０５ �ＭＥＴＲＯ� 
1999 年型 ＰＥＵＧＥＯＴ－ＶＴＴ ９０５ 
�ＥＸＯＣＥＴ�  / ＶＴＴ ８０５ ( ＪＥＡＮＮ
Ｅ )/ ＣＯＭ ５０５ �ＭＥＴＲＯ�  / Ｄｅ
Ｌｉｔｅ 
2002 年型 ＰＥＵＧＥＯＴ－ＣＯＭ ５０５ 
�ＭＥＴＲＯ� 

輸入期間 
H9 年 8 月～ 
H14 年 8 月

05 月 14 日 
＜ HP ＞

ＰＥＵＧＥＯＴブランドの自転
車にも、 ＢＩＡＮＣＨＩブランド
の自転車に�載されたサス
ペンションフォークと同様の
構造を有するＲＳＴ製サスペ
ンションフォークが付いたモ
デルがあることが判明。
�参考� 2010 年 4 月 8 日付
け掲載 「【ビアンキ】 安全に
�する重要な�知らせ」。

注意喚起 
�自己点検
及び購入店
での点検の
�願い�

電動アシス

ト付き自転

車

本田技研工業㈱ 
0120-086-819 
09:00 ～ 12:00/13:00 ～
17:00 
http://www.honda.co.jp/
recall/other/100615.html

ラクーン ＵＢ０１- １５０６９７３～ＵＢ
０１- １５０９０２８, ＵＢ０２- １０１２９２６
～ＵＢ０２- １０１４３５９, ラクーン
ＣＸ ＵＢ０３- １０００００１～ＵＢ０３
- １０００５１３, ラクーン ＵＢ０４-
１０００００１～ＵＢ０４- １０５５８１０, 
ＵＢ０５- １０００００１～ＵＢ０５-
１００５４７５, ＵＢ０６- １０００００１
～ＵＢ０６- １０２３１１８, ラクーンコ
ンポＵＢ０７- １０００００１～ＵＢ０７
- １０１５７３１, １１００００１～ＵＢ０７-
１１０１５００ ,ラクーン  ＵＢ１０００００１
～ＵＢ０８- １０１０４８２, ＵＢ０９-
１０００００１～ＵＢ０９- １００７６２１ 

1996 年 5 月 16
日～ H12 年 8
月 9 日

06 月 15 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、 バッテリー
残量を示す�知らせランプ
にて内部基盤部が発煙する
ものがあり、 最悪の場合、
�知らせランプの焼損に至
る�それがあるため無償修
理を継続して実施中であり、
当該製品を所有されている
方は、 ホンダ二輪販売店、
または下記のフリーダイヤル
まで連絡してください。 �平
成 13 年 2 月 14 日に行った
社告の再社告�

無償修理

自転車用後

席幼児座席 

（リヤチャ

イルドシー

ト）

ブリヂストンサイクル㈱ 
0120 － 72 － 1911 
6 月 28 日 �月� ～ 7 月
4 日 �日� 9:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 17:00 �日曜日
は除く� 7 月 5 日 �月�
以降　9:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 17:00 �土 ・ 日 ・
祝日及び弊社指定休日
は除く� 
http://www.bscycle.
co.jp/company/
info20100628.html 

対象商品 ： ブリヂストンサイクル株式
会社が販売した、 全ての鉄製の自転
車用後席幼児座席 
1� �ew ロイヤルチャイルドシ－ト
(2007 年 11 月～� 
2� ロイヤルチャイルドシ－ト (2002 年
9 月～� 
3� その他 �1987 年～�

1� �ew ロイヤ
ルチャイルドシ
－ト (H19 年 11
月～� 
2�ロイヤルチャ
イルドシ－ト
(H14 年 9 月～� 
3� その他 �S62
年～� 

06 月 28 日 
＜ HP ＞

当製品の 「足乗せ �幼児の
足が安定するように足を置く
ためのもの�」 が破損し、 幼
児が怪我をする事故が発生
したため、 幼児座席を、 使
用するにあたっての注意事
項を喚起したもの。
 

注 意 喚 起 : 
１� 乗降時
の足乗せを
ステップ�踏
み台� とし
ての使用及
び 足 乗 せ
の上に立ち
あがりの禁
止。 ２� 使
用 前 の 後
席 用 幼 児
座席�よび
リ ヤ キ ャ リ
ア の 点 検。
３� 後席用
幼 児 座 席
の 足 乗 せ
�の組付け
の点検。

【乗物 ・ 乗物用品】
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ＮＩＴＥ安全の視点

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日日 社告等の内容 対処方法

自転車用後

席幼児座席 

（リヤチャ

イルドシー

ト）

ブリヂストンサイクル㈱ 
0120-22-0355 
09:00 ～ 17:00 2010 年 7
月中 : 月～土曜日 �日、: 月～土曜日 �日、月～土曜日 �日、
祝日を除く。 11 日 ( 日 )
は受付 2010 年 8 月以
降：月～金曜日 �土、日、
祝日と弊社特定休日を除
く� 
http://www.bscycle.co.
jp/company/
info20100709_2.html

1� Ｎｅｗロイヤルチャイルドシ－ト　Ｒ
ＣＳＮＲＸ． Ａ 
2� ロイヤルチャイルドシ－トＳＴＤ　Ｒ
ＣＳ - ＳＲＴ 
3� ＮＥＷデラックス　チャイルドシート
　ＲＣＳ - ＭＨ． Ａ 

H19 年 11 月～ 
H22 年 6 月

07 月 9 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品の 「足乗せ �幼児の
足が安定するように足を置
くためのもの�」 が破損し、
幼児が怪我をする事故が発
生。 誤った取り付け方法に
よって本体に十分に固定さ
れていない 「足乗せ部」 に、
使用中に繰り返される負荷
が�ったことが破損の原因
と推定されるため、 誤った方
法で取付けが可能な 3 モデ
ルに対して下記の対応を行
います。

無償点検 ・
修理

【乗物 ・ 乗物用品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

レーザーポ

インター

ヒロジャパンテック合同会
社
06-6655-5523
FA�06-6655-5505
10:00～17:00�平日のみ�
http://www.b-style-
car.com/html/newpage.
html?code=12

・ ペン型グリーンレーザー１ｍＷ 
  ペン型グリーンレーザー２００ｍＷ  
・ ペン型グリーンレーザー４００ｍＷ  
  ペン型星空グリーンレーザー  
・ 円筒型グリーンレーザー５００ｍＷ  
   円筒型グリーンレーザー６００ｍＷ  
・ 円筒型レッドレーザー２００ｍＷ 
・ エフェクトレーザー  
・ スーパーポインター 

H21 年 5 月～
H21 年 12 月

03 月 02 日 
＜ HP ＞

当製品は国の定める基準値
を超える強力なレーザー光
を放ち、 目に入った場合、
網膜の損傷を生じ、 視力の
低下が生じる等の事故が起
こる可能性があるため。

回収及び返
金

婦人用サン

ダル 

 

㈱ワールド　カスタマーセ
ンター 
0120-977-917 
午前 9:00 ～午後 5:00�平
日のみ�　　 
http://www.world.co.jp/
news/precious/2010/
0312.html　　　　

ブランド名 ： クード シャンス　
商品名 ： ハイグラデ 
品番 ： １８７－０４１０１ 
色番 ： ００２ �シロ� ０１４ �ガンメタ�
０１９ �ブラック�

H22 年 2 月 10
日～ 3 月 1 日

03 月 15 日 
＜ HP ＞

一部の商品で着用条件によ
りヒールが取れる不具合が
発生する可能性のあること
が判明。

回収 �代金
返金�

バッグ イトキン㈱ 
0120-888-363 
03-3478-8088 
10:00 ～ 18:00 �土日祝
祭日を除く� 
http://www.itokin.com/
information/important
/info100324.html.

ブランド名 クレージュ  
品番 E�8TE05105  
カラー ベージュ、 グレー

H22 年 1 月 16
日～ H22 年 3
月 12 日

03 月 24 日 
＜ＨＰ＞

当製品の一つにミシン針の
一部が�入していたという事
例が発生。
な�、 3 月 24 日以降に店頭
展開を再開し販売中の商品
に�しては安全性の確認が 
とれている。

無償点検、 
商品交換
又は返金

冷却パッド ㈱オ－シン
0120-896-996
0778-23-0300 ／
0778-24-0300
9 時～ 12 時、 13 時～
17 時 ・ 月曜日～金曜日
�祝祭日、 年末年始、 夏
期休暇中を除く�　　
http://www.osin.co.jp/

朝までクール ・ ジェルでクール H19 年 
～ H21 年

03 月 24 日 
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 ジェルに
使用されている�かび剤中
に�まれるイソチアゾール系
化合物であるＯＩＴ �一般化
学名の略称� が原因で、 体
質によりアレルギー性接触
皮膚炎を発症する可能性の
あることが判明。
当製品の使用中に、 赤み、
はれ、 かゆみなどの症状が
みられる場合は、 ただちに
使用を中止し、 皮膚�門医
に相談すると共に、 下記問
合わせ先に連絡してくださ
い。

注意喚起 
�希望者に
は返品可�

アロマキャ

ンドル

ステキ ・ インター�ショ�
ル㈱ 
03-3239-5231 
10:00 ～ 19:00 �平日� 
http://steki.in/dd-btnk.
html

メーカー : DA��A DEC�ER �デイ
�デッカー�  製品名 ： :BOTA�I�A 
COLLECTIO� CHA�DEL �ボタニ
カコレクション ・ キャンドル�  種類 :
Bacara, Bardou, Leila, �anzanita, 
Sierra, Taiga, �asmin, Zelia サイズ :
スモール �８５ｇ� �よびレギュラー
�１７０ｇ�  製造ロット番号 ：  ９Ｊ３、 ９
Ｋ１、 ９Ｌ１、 ９Ｌ２ と付されたもの。

H21 年 11 月
24 日～ H22 年
3 月 25 日 

03 月 26 日 
＜ＨＰ＞

当該製品の使用中に、 炎の
異常燃焼やガラス容器が破
損する�それがあることが
判明したため。
海外に�いては、 上記の事
故が報告された。

回収並びに
無償交換

【身のまわり品】
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【身のまわり品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�

社告日

( 平成�平成�
社告等の内容 対処方法

�筒 エル ・ エル ・ ビーン ・ イ
ンター�ショ�ル 
0120-81-2200 
9:00-21:00 �12/31-1/3
を除く� 
http://www.llbean.co.j 
p/recall/Canteen/
index.html

製品名 ： Ｂｅａｎ　Ｃａｎｔｅｅｎ �ビーン ・
カンティーン� 
蓋部分の製品名 ： ｋｌｅａｎ　ｋａｎｔｅｅｎ　
ｓｐｏｒｔ　ｃａｐ 
型番 ： ５７５６３、 ５７６９７、
２６０４５３、 ２６０４５９、 ２６０４６０ 
蓋部分の品番 ： Ｓｐｏｒｔ ｃａｐ２．０ 

H21 年 4 月 10
日～ H22 年 5
月 6 日

05 月 10 日 
＜ HP ＞

ボトルを落とした際に、 飲み
口キャップの先端が壊れた
り、 欠けたりして、 小さな破
片を誤飲する可能性がある
ため。

　自�回
収�よび
無償交換
�キャップの
み�

アームカ

バー

東洋羽毛工業㈱ 
0120-410-840 
9:00 ～ 17:30 �土日祝
日を除く� 
http://www.toyoumo.co.
jp/new/archive/
armcover.pdf

ノベルティ商品：「�ヨ丸ＵＶ カットアー
ムカバー」

H22 年 3 月～ 06 月 07 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、 ミシン針
の金属片の�入が 1 件確認
された。

検品 �検
針�

テニス

シューズ

㈱ダンロップスポーツ 
0120-938-669 
9:00 ～ 18:00( 祝日を除く
月曜日～金曜日 ) 
http://www.dunlop.co.
jp/newsrelease/2010/
2010_s31.htm

１� ハイブリッド ・ プロ ・ ライト ( オー
ルコート ) ＰＲＳ - ９２０ＨＤ ２３．０��
～２９．０� ,(オムニ＆クレーコート用)� ,(オムニ＆クレーコート用) ,(オムニ＆クレーコート用)  
ＰＲＳ - ９２５ＨＤ , ２３．０�～２９．０��～２９．０�～２９．０��  
２� エアフィール 
( オールコート�  ＰＲＳ - ７６０ＨＤ ,
２２．５�～２８．５� ( オムニ＆クレー�～２８．５� ( オムニ＆クレー～２８．５� ( オムニ＆クレー� ( オムニ＆クレー ( オムニ＆クレー
コート用 ) , ＰＲＳ - ７６５ＨＤ , ２２．５��
～２８．５� ( カーペットコート用 )� ( カーペットコート用 )( カーペットコート用 ) 
ＰＲＳ - １８８０, ２２．５�～２８．５��～２８．５�～２８．５��

１� H22 年 4
月 27 日～ 
２� H22 年 3
月 30 日～

06 月 11 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、 接着剤の
塗布不良によってアウトソー
ルの一部分が剥がれる可能
性があることが判明。

回収及び返
金

家庭用ミシ

ン

ブラザー工業㈱ 
0120-355-862 
FA�052-824-3161 
9:00 ～ 17:30 2010 年 7
月 11 日までは無休 2010
年 7 月 12 日より　月曜
日～金曜日 �土曜日、
日曜日、 祝日�よびブラ
ザー販売㈱休日を除く�㈱休日を除く�休日を除く� 
http://www.brother.
co.jp/news/2010/
100614hsm/index.htm

「SC307/308、
CPS50/52/54/56/70/72、
E�U15/16/17」  の内製造番号 9 桁
の二桁目が 「2 から 9」 もしくは上二
桁が 「A0」 「B0」 �二桁目はゼロ�
のもの。 
※ ただし上記該当製品に�いても、
検査済みシールが�られているモデ
ルは対象外。

製造期間 ： 
H14 年 8 月～
H22 年 2 月

06 月 14 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、 ハンドル
の折損が発生。
ミシンを頻繁に�ち�ぶな
ど、 ハンドルに負荷が繰り
返しかかった場合、 ハンドル
が折損し本体が落下する可
能性がある。

無償交換 
�ハンドル�

サンダル ミズノ㈱ 
0120-320-799 
09:30 ～ 17:00( 祝日 ・ 弊
社臨時休業日を除く、 月
曜日～金曜日� 
http://www.mizuno.co.jp
/customer/important/
2010/06/20104la80la81.
html　

レディースウォーキングサンダル ： 
『ＬＡ８０』 �品番 ： ５ＫＬ -
０８００９，０８０４９，０８０５７� 
『ＬＡ８１』 �品番 ： ５ＫＬ -
０８１０２，０８１０９�

H22 年 4 月～ 06 月 22 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、工業用ホッ
チキスの針が�入している
可能性のあることが判明。

回収のう
え、 検品

靴 ㈱オンワード樫山 
0120-586-300 
10:00 ～ 17:00 �土 ・ 日 ・
祝日を除く�

１� リボンフラットシューズ 品番 : ＳＥ
　ＯＮ　ＢＳ ０２０１  カラー : ０９０( ゴー
ルド )、０９１( シルバー )、００５( ブラッ
ク ) 牛革 
２� グログランリボンスェードフラット
シューズ 品番 : ＳＥ　ＯＮ　ＢＳ ０２００ 
カラー : ０１１( �ンク )、０７４( ブルー )、
０２０( オレンジ ) 牛革 
３) スタッズフラットシューズ 品番 : ＳＥ
　ＯＮ　ＢＳ ０２０２  カラー : ０３３( ベー
ジュ )、 ０８３( ライトパープル ) 牛革 
４) リボンスェードフラットシューズ 品
番 : ＳＥ　ＯＮ　ＢＭ 　０３００ カラー :
０１１( �ンク )、 ０７５( ネイビー ) 牛革 

１� H22 年 2
月 2 日～  
H22 年 5 月 26
日　 
２� H22 年 2 月
13 日～     H22
年 6 月 1 日 
３� H22 年 2
月 2 日～ H22
年 6 月 1 日　　 
４� H22 年 3
月 9 日～ H22
年 6 月 1 日

07 月 5 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、内部 �底�
のかかとクッション部分より、
使用中に突起物が現れ、 身
体を傷つける�それがある
ことが判明。

回収�よび
無償検品 
�かかとクッ
ション部分�

サンダル ㈱エバニュー 
03-3649-4710-3649-47103649-4710 
9:00 ～ 17:00( 土 ・ 日、
祝日を除く ) 
http://jp.mbt.com/
Assets/data-files/
Panda_recall.aspx

ＭＢＴサンダル 「パンダ」 
商品名 ： パンダ６８Ｗ 
カラー ： アンソラサイト  
品番 ： ＬＷＣ０６８Ｓ  
商品名 ： パンダ６９Ｗ 
カラー ： ブラック 
品 番 ： ＬＷＣ０６９Ｓ

H22 年 3 月～ 
H22 年 6 月

07 月 8 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、 バックベ
ルトが切れる可能性がある
ことが判明。

点検 ・ 無償
修理

サンダル ㈱卑弥呼 
0120-033-792 
09:00 ～ 17:00 �土曜 ・
日曜 ・ 祝祭日を除く� 
http://www.himiko.co.
jp/attention1078.html

ブランド名 ：  卑弥呼 
　 ・ 対象型番 ： ３７２６２　　 
　 ・ カラ ー ：  クロ、 オーク、 ブルー 
　 ・ 対象型番 ： ３７２６３ 
　 ・ カラ ー ：  ブラウン

H22 年 5 月 20
日～ 
H22 年 7 月 5
日

07 月 13 日 
＜新聞＞新聞＞＞

当製品に�いて、 尾錠割れ
の可能性があることが判明。

尾錠無料
交換または
返金
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【身のまわり品 ( 続き )】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

バッグ ㈱ジュン 
0120-298-133 
10:00～19:00�日曜定休：
携帯電�可 ) 
http://www.adametrope.
com/important/group/
star_mela.php

ＳＴＡＲ ＭＥＬＡ刺繍バッグ
商品番号 : ＥＵＸ - １０３２
カラー : ブラック、 ベージュ 

H22 年 5 月 28
日～ H22 年 6
月 24 日

07 月 21 日 
＜ HP ＞

当製品に�いて、 刺繍部分
に折れ針が�入している可
能性があることが判明。

回収�よび
検品 �検
針� �希望
者には返
金に応じま
す�

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ベビーカー ㈱ ティ・エヌ・ノムラ　�輸
入� 
06-6265-3540 
午前 9 時から午後 5 時
30 分 �土日祝日を除く� 
http://www.tn-nomura.
co.jp/press.html

㈱���������か�������������か����
れたマク�ーレン社製のストロー
�ー（ベビーカー） 

H20 年 2 月～
H21 年 11 月

02 月 02 日 
＜ HP ＞

開閉時に�子様の指が接続
部 �ヒンジ� に挟まれる事
故が発生。
�マクラーレン社製ベビー
カーの安全対策について�

独自に準備
したカバー
を無償配布

ベビーカー 丸長㈱　�輸入� 
055-971-5680 
10:00 ～ 17:00 �土 ・ 日 ・
祝日は除く� 
http://www.marucho.jp/

丸長㈱か����れたマク�ーレ㈱か����れたマク�ーレか����れたマク�ーレ
ン社製のストロー�ー（ベビー
カー） 
（ＵＳモデル、ＥＵモデル，ＵＫモ
デル問わず）

H20 年 5 月～ 02 月 04 日 
＜ HP ＞

開閉時に�子様の指が接続
部 �ヒンジ� に挟まれる事
故が発生。
�マクラーレン社製ベビー
カーの安全対策について�  

独自に準備
したカバー
を無償配布

ベビーカー ㈱ガリバー �輸入・販売� 
048-994-0555 
14:00 ～ 18:00　�土日祭
日は休みです� 
http://gulliver-online.
com/gulliver5/1.1/684/ 
http://www.rakuten.ne.
jp/gold/glv/
maclarenrecall.html 
http://babygulliver.com/
gulliver4/1.1/670/ 　　 　

ガリバーオン�インショッピング
で 2010 年 2 月 4 日以前に���
れたマク�ーレン社製のストロー
�ー（ベビーカー） 

　～ H22 年 2
月 4 日

02 月 05 日 
＜ HP ＞

開閉時に�子様の指が接続
部 �ヒンジ� に挟まれる事
故が発生。
�マクラーレン社製ベビー
カーの安全対策について�

独自に準備
したカバー
を無償配布

�しりふき 王子ネ�ア㈱　
0120-201-301 
午前 9 時 30 分～午後 5
時まで �土日祝日は休
み�　 
http://genki-project.jp/
pc/apology/index.html

ネピア　ＧＥＮＫＩ！　����
おしりふきＢＯＸ（本体７０枚） 
ロット��　��　
０２９０３,０２９０６,　
０３９０２,０４９０８,　
０５９０１,０６９０８,　 
０９９０４,１１９０５,　
１５８１０,１６８１０,　
１６９０７,３１９０８

H20 年 10 月
15 日～ H21 年
8 月 31 日 

02 月 10 日 
＜新聞＞

ＰＵＳＨボタンと本体留め具
の不具合でＰＵＳＨボタンが
外れる可能性が判明。 外れ
たＰＵＳＨボタンを�子様が
口にしたり、 のみ込��そ
れがある。

回収 �料金
着払い�

玩具 ㈱日本育児　�輸入� 
0120-275-440 
9:30 ～ 5:30 �祝祭日除く�
http://genki-project.
jp/pc/apology/index.
html

TINYLOVE 社製 
タイニースマート 
１,「ベビーバニー」 
２．スマートギフトセットの「ベ
ビーバニー」ベビーズウインドチャ
イ� 
３．「オーシャン」 
４．「バード」

１,H18 年 12 月
～ H21 年 10
月 　
２,H19 年 11 月
～ H21 年 6 月
３,H16 年 11 月
～ H22 年 1 月
４,H16 年 11 月
～ H19 年 1 月

02 月 11 日 
＜ HP ＞

本体下部の部品が外れる現
象がこれまでに十数件発生。

回収 ・ 交換
�代替品�

ベビーカー ㈱春日商会 �輸入� 
078-221-5501

㈱�日��� か����れたマク�日��� か����れたマク
�ーレン社製のストロー�ー（ベ
ビーカー）

H20 年 12 月～
H21 年 12 月

02 月 15 日 
＜メール ・

ＦＡＸ＞

開閉時に�子様の指が接続
部 �ヒンジ� に挟まれる事
故が発生。
�マクラーレン社製ベビー
カーの安全対策について�

独自に準備
したカバー
を無償配布 
　�販売店
から E メー
ル送信で告
知� 

乗用玩具 ㈱シー ・ シー ・ �ー 
03-3527-8866-3527-88663527-8866 
09:30 ～ 12:00/13:00 ～
17:00 �祝祭日を除く、 月
～金曜日� 
http://www.ccp-jp.
com/2006_CCP-TO�/
Info/info_13.html

足けり乗用ハマーＨ２ H21 年 7 月～ 
H22 年 2 月

05 月 28 日 
＜ HP ＞

当製品で遊戯中、 前部ス
トッパーが走行面の障害物
に引っかかり、 幼児が転倒、
負傷する事象が発生。

　部品の無
償交換 �ス
トッパー�

【乳幼児用品】
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【乳幼児用品 �つづき�】

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

ベビーバ

ギー 

�ベビー

カー�

㈱リッチェル 
0120-78-3191 
9:00 ～ 17:00　( 土日 ・ 祝
祭日を除く ) 
http://baby.richell.co.jp/
static.html?fi=k_
release1005

コンパクトバギー　パニ�　 
(JAN コード　４９７３６５５　
９３６６７２)

H21 年 10 月～
H22 年 5 月

06 月 01 日
＜ＨＰ＞

当製品に�いて、 一部製造
ロット品で走行中に折りたた
み�止ロック �「フレームロッ
ク」� が解除され、 バギーが
折りたたまれ怪我を負う�そ
れのあることが判明。

無償交換 
�対象ロット
製品限定�

ベビーバ

ギー �ベ

ビーカー�

㈱リッチェル 
0120-78-3191-78-319178-3191 
9:00 ～ 17:00　�土日 ・ 祝
祭日を除く� 
http://baby.richell.co.jp/
static.html?fi=k_
release1007 

�リベ� シ�スタ　ブ�ウ
ン（ＢＲ）（ＪＡＮコード　
４９７３６５５　４０９８１７）  
�リベ� シ�スタ　レッド（Ｒ） 
（４９７３６５５　４０９８３１）  
�リベ� シ�スタ �ク� 　　　
（４９７３６５５　９３６６８９）  
�マルシェ　ローズピンク（Ｐ） 
（４９７３６５５　４０４１１９）  
�マルシェ　ブルーシ�ル（Ｂ）　
（４９７３６５５　４０４１２６）

H21 年 10 月～ 
H22 年 6 月

07 月 12 日
＜ＨＰ＞

　当製品に�いて、 走行中
に折りたたみ�止ロック �以
下 「フレームロック」 という�
が解除され、 バギーが折り
たたまれることにより怪我を
負う�それのあることが判
明。

無償交換

抱っこひも ㈱ルミカ 
0120-00-3930 ／
03-5569-6080 
10:00 ～ 16:00 �月～金
�祝日を除く��
http://www.lumica.
co.jp/?p=231

Ｉｎｆａｎｔｉｎｏ（インファン
��ー�）社製　ＳｌｎｇＲｉｄ
ｅｒ（スリング�イダー）

H19 年 10 月 2
日～ H22 年 3
月 24 日 

03 月 25 日 
＜ＨＰ＞

日本国外に�いて、 当該製
品による乳児の重大事故が
複数件発生し、 国内に�い
ても同様の事故が発生する
�それがあることが判明した
ため。

回収及び商
品代金の
返金

品名 製造事業者名等 型式等
販売等期間 

�製造時期�
社告日 社告等の内容 対処方法

シャツ及び

ワン�ース

㈱ジュン 
0120-298-133 
10:00 ～ 19:00　�日曜日
定休� 
http://www.jayro.
jp/#importance

デニムロングスリーブビッグシャツ ：
ＧＣＣ－４０１０  
デニムフロントフリルロングシャツワン
�ース ： ＧＣＥ－４０２５  

H21 年 3 月 18
日～ H21 年 4
月 11 日

04 月 23 日 
＜ＨＰ＞

当製品の一部に�いて、 ボ
タン取付け時にカシメ不良が
あり、 ケガをする�それがあ
ると判明したため。

返金又は
商品交換 

カットソー ㈱ FREE’ S　
I�TER�ATIO�AL 
㈱サンエー ・ インター�
ショ�ル　��様相談室 
0120-305-221 
10：00 ～ 18：00 �土・日・
祝日を除く� 
http://www.sanei.net/
recall/100507mfm.php

ブランド名 ： FREE’ S ＭＡＲＴ 
１� 製品名 ：  肩ビジューボーダード
ルマンＴ  
　　品番 ： １３２- １６００９７  
　　色番 ： １００ �赤ボーダー�  
                １２０ �青ボーダー�   
２� 製品名 ： 肩ビジュードルマン T  
　　　品番 ： １３２- １６００６８ 
　　　色番 ： ０２０ �グレー�、
      ０３０ �ホワイト�、１８０ �カーキ�

１� H22 年 4
月 23 日～ H22
年 5 月 6 日   
２� H22 年 4
月１3 日～ H22
年 5 月 6 日

05 月 07 日 
＜ＨＰ＞

当製品に折れ針が�入して
いる可能性のあることが判
明。

回収及び無
償検品

【繊維製品】
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　数 字で見る事故情報

　　NITEでは、昭和 49 年から消費生活用製品による事故情報を収集しています。平成８
年以降に収集し、調査が終了した事故情報については、NITEホームページ上で「事故情報デー
タベース」として公表しています。

　平成22年 10月６日、「事故情報データベース」の公表データは30,000件を超える「30,351

件」に達しました。さて、ここでは、「30,351 件」の事故を分析したいと思います。

　最も事故発生件数が多かったのは「ガスこんろ」の 2,165 件、次いで「石油ストーブ」2,028

件、「電気ストーブ」1,627 件と続きます。この品目については、被害も大きく「死亡事故」

分析でも同様の結果となっています。「石油ストーブ」が 330 件で圧倒的に多く、以降「電

気ストーブ」154 件、「ガスこんろ」134 件となっています。「重傷事故」では「自転車（ア

シスト除く）」が最も多い 113 件で、これに「石油ストーブ」100 件、「ガスこんろ」59件

の順になります。

　さて、「誤使用や不注意」など事故原因が製品に起因しない事故では、どうでしょう。「ガ

スこんろ」と「石油ストーブ」が圧倒的に多くそれぞれ2,129件、1,981件となっています。「電

気ストーブ」も 790 件と多いですが、「配線器具」も 647 件ありました。「死亡事故」では、「石

油ストーブ」が最も多い 327 件で、以降「電気ストーブ」146 件、「ガスこんろ」131 件と

なりますが、これらの事故は防ぐことが可能であったものです。

　NITEでは、収集した情報を基に広く情報提供をし、月１回のペースでの「記者説明会」
の場を設けているほか、各種のリーフレットやちらし等を作成し、製品事故への注意喚起を

図っています。

　NITEの命題は、「事故の未然・再発防止策」のさらなる強化と徹底。30,351 件の数字が
そう語っています。

30,351
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　　はじめに

　長期間の使用により扇風機などの製品で発

火事故が起きています。 製品の経年変化によ

る製品事故に対して製品安全を確保する制度

の見直しが消費生活用製品安全法を初めとし

て広く取り組まれています。

　製品の機能を果たすために利用している電

気や回転などのエネルギーが経年変化の源と

なるので、 経年変化を予測し予防するためには

技術的な知見が不可欠です。

　人は生きるにはエネルギーが必要であり、 コ

ントロール （代謝） が十分できない状態になる

と不具合 （病気） が生じます。 日常使用して

いる製品も機能を果たすにはエネルギーが必

要であり、 コントロールがうまくできなくなる機能

が低下あるいは喪失するなど故障に至る場合

があります。 さらにエネルギーは最終的には熱

エネルギーに変化することから、 発熱により温

度が上昇し、 発火点以上になり火災に至ること

があります。 例えば、 電解コンデンサの電解液

は徐々に蒸発して減少して電気を貯める能力

（静電容量） が低下して短絡や開放が生じ、 こ

れが故障や （ジュール） 発熱の原因になります。

　また、 雰囲気ガス等による化学反応で新たな

物質が生成される場合があります。 リレーのコ

ンタクト部のアーク放電でブラウンパウダーが生

成し絶縁皮膜を形成して、 電流の流れない状

態 （開放） になります。

　人のストレス性胃潰瘍と同様に、 モノの経年

変化を考えるときにもストレスの考え方が重要で

す。 力、 熱、 電気など機能を実現するために

必要なエネルギーがモノの表面や内部に作用

して故障などの原因になります。 このようなエネ

製品の経年変化と製品安全

—開発・設計の段階で経年変化を読み対応 （その１）—

中央大学理工学部　経営システム工学科

教授

宮村　鐵夫

　モノである製品の経年変化は原理的に避けることができません。経年変化の一つの側

面が機能の低下や喪失を意味する故障であり、自動車の「走る」、テレビの「表示する」

など「（意図した）正の機能」と裏腹の関係にある「（意図せざる）負の機能」になります。

自動車もテレビも時間がたてばいつかは故障し、故障の要因の一つが経年変化です。

　製品安全の確保では、経年変化の連鎖を単なる故障にとどめ、安全へ影響が拡大しな

いようにすることが重要です。このような考え方はエラーリカバリーとよばれ、欧州の

安全規格では故障しても安全が確保できる「フェールセーフ」の考え方が用いられてい

ます。エラーリカバリーの具体的な検討では、経年変化の情報（故障メカニズムと故障モー

ドなど）が必要となり、正の機能を果たすために利用しているエネルギーの流れの情報

を活用し、故障とその連鎖事象を解析する FMEA の手法が有用です。

　このような考え方と方法論の体系化を使命としている分野が信頼性工学であり、安全・

安心な製品の設計と評価では信頼性工学の知識が欠かせないことになります。 
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ルギーのことをストレスという言い方をします。

ストレスと望ましくない負の機能に着目すれ

ば、 経年変化を読むことができます。

　技術の進化とともに部品や材料が多種･多

様で高機能化し、 経済のグローバル化など

により使用 ・ 作動環境も多様化している状況

では、 ストレスに対する耐性を考慮に入れ設

計し評価することが一層大切になります。 消

費者用製品では経年変化への対応を消費者

へ期待することが難しい場合があり、 一方で

いつかは故障することが避けられないので、

おとなしく故障するように設計で対応することが

大切です。 あわせて、 製品使用時に異音･異

臭などが生じた場合には使用を中止し修理など

の対応ができるように、 製造事業者や販売店か

ら消費者へ情報を提供し補完することが求めら

れます。

　　経年変化による

　　製品事故防止への対応

１�� ブラウン管テレビの FBT （フライバックトラ

ンス） の場合

　ブラウン管テレビの FBT の発火事故対策へ

業界をあげて取り組んだ再発防止対策を例に、

図１　ブラウン管型テレビの高圧電源部に使用されているＦＢＴ

表１　ＦＢＴにおける問題点と改善の対応策　
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経年変化による製品事故のメカニズムと再発防

止策の進め方について考えます。

　1980 年代にブラウン管テレビの発火事故が

問題になりました。 図 1 に示す電子ビームを発

射するために必要な高圧電源部のコアとなる部

品が FBT で、 FBT の絶縁耐圧低下による短絡

で漏れ電流が発生し、 発熱･昇温してテレビか

ら発火する等の拡大損害に結びつく事故が発

生しました。 この問題を解決すべく業界全体で

取り組み、 表 1 に示すように、 問題点を明らか

にして対応策を実施しました。

　FBT の主な問題点として表 1 には、

　･現行の分割巻方式では巻線間の絶縁耐力

   が十分でなくアークが発生する可能性

　･テレビを台所などに設置していると、 食用油

   で FBT のケースが侵食されクラックが発生し

   絶縁耐圧が低下

　などを示しています。 アークの発生と発熱、

さらに発火へ至る影響への対策として、

　･巻線を分割巻きから積層巻方式に変更

　･ FBT ケースの樹枝材料を PPO から PBT 樹

    脂に変更

　などを実施し、 電気エネルギーへの耐性を

高める設計変更を行っています。 あわせて、

FBT 部品を搭載し、 テレビを生産しているセッ

トメーカへ使用上の注意を伝える対策を実施し

ています。 これらの取り組みにより、 FBT に起

因する製品事故を根絶する成果をあげていま

す。

２�����������������������������

（１） 製品事故発生メカニズムには３つのタイプ

　10 数年前から経年変化による製品事故につ

いて警鐘がならされています。 宮村と真壁1)によ

る日米の製品事故を分析した研究によれば、

図 2 に示すように、 製品事故発生のメカニズム

は３つのタイプ

　(a) タイプ１の製品欠陥 ： 製品の経年変化に

よる影響が拡大して製品事故に至る場合

　(b) タイプ２の製品欠陥 ： 人による製品の改

造に起因して製品事故に至る場合

　(c) タイプ３の製品欠陥 ： 人のエラーに起因し

て製品事故に至る場合

　に類型化できることが明らかになっています。

　

（２） 経年変化に起因するヒューマンエラーへの

対応

図２　製品事故発生のメカニズムと製品欠陥の類型



53

（３） 製品の欠陥に起因する事故を防止する要

点

　宮村と真壁２)の研究によれば、 これら３つのタ

　タイプ２の製品欠陥を生じる改造の背

景として、 経年変化で機能が低下して

使いにくくなったなどのように、 タイプ１

と３の製品欠陥との複合性を指摘するこ

とができます。 2006 年に問題になった

「半密閉式瞬間湯沸器の安全装置の改

造による一酸化炭素中毒事故」 は、「排

気ファンの作動不良などにより換気が十

分に行われない場合には、 安全装置が

機能してガスの供給を遮断するように設

計されていました。 ところが、 お湯が出

なくなって困ったお客さんに 『何とかな

らないか』 と頼まれ、 図 3 に示す安全

装置の配線を同じネジの部分につなぐ

など改造して 『短絡』 させ、 安全装置

が作動しないようにしたため換気不十分

でも使用できるようになり、 一酸化炭素

中毒事故が発生したものである。」 とい

うものです。 排気ファン作動不能により

安全装置が作動し使用できなくなったこ

とが、 改造のきっかけになっています。

　このような事例を考慮すれば、 タイ

プ１と３の製品欠陥を作り込まないこと

がタイプ２の製品欠陥を引き起こす改

造を防止する根本的な対策になります。 あわせ

て、 改造が難しくなるように安全装置の配置設

計などを考慮することも重要です。

安全研究だより

図３　安全装置の配線が一方につながれ改造 ・ 短絡されている状態

（経済産業省ホームページより）

図４　製品安全向上への人と組織の補完
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イプの製品欠陥を防ぐ要点は、

　･欠陥および危険な状態の定義の明確化

　･信頼性 ・ 安全性の予測技術の確立

　･製品評価技術の体系化

　･警告 ・ 説明書などや保証義務の見直し

　になります。 欠陥および危険な状態を明らか

にするためには経年変化やヒューマンエラーへ

着目することが必要であり、 対応が十分である

か評価する技術の確立が不可欠です。 さらに、

組織内外の経験不具合の情報を製品設計 ・ 評

価などへフィードバックして活用しているか、 専

門家によるレビューを実施しているか組織として

の補完が十分機能していることが求められます。

製品事故の未然防止について、 図 4 に示す

ように、 一人ひとりが自律的に考えて取り組み

合わせて組織学習の仕組みを確立することが、

製品安全の基盤を支えることになります。

３�������������������� ������������������������������������

方法論

（１）　負の出力を取り除く 「丁寧な仕事の進め

方」

　タイプ１の製品欠陥は使用の段階で製品の

設計ミス又は製品固有の経年変化等信頼性

の問題に起因することから、 FMEA （Failure 

Mode and Effects Analysis、 故障モードと影響

解析）， FTA （Fault Tree Analysis、 故障の木

解析），DR （Design Review、デザインレビュー）

などの信頼性手法を活用して、 図 5 に示すよう

に、 製品事故に至る重大な負の出力を設計段

階で組織の衆知を結集して取り除く丁寧な仕事

の進め方が有効です。 さらに、 信頼性試験とこ

れを支える故障解析などの信頼性評価技術に

加え、 過去の市場品質問題をデータベース化

するなど不具合情報を組織として蓄積･活用で

きる環境を整えることも大切になります。

 

（２） 経年変化による製品事故防止の基本

　経年変化による製品事故防止では、 第一に、

ユーザの使い方に関する予見可能性と環境ス

トレスの把握が重要です。 作り手の意図した使

い方のみでなく、 改造など意図していないが合

理的に予見可能な使用形態を把握することが

大切です。 作用するストレスを低減するディレー

ティングや故障しても安全であるフェールセー

フなどによるエラーリカバリーの検討に際して、

必要不可欠な情報になります。 　　

　第二に、 当該設計の製品使用時に作用する

図５　負の出力を取り除く丁寧な仕事の進め方
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応力 （物体の内部に作用する力）、 電気、 化

学的なストレスについて想定し、 これらのストレ

スによる経年変化のメカニズムと短絡や詰まりな

どの故障の形態を意味する故障モードを明らか

にして連鎖事象を読み、 致命的な状態に至る

場合には適切な対策を図面へ反映します。 こ

の思考プロセスを整理すると、 図 6 のようになり

ます。

　すなわち、 使用時のエネルギーや物質の流

れに着目してモノレベルの経年変化である故障

モードを想定し、 他の部品や上位システムであ

る製品･人 ・ 環境への影響を読んで必要な対応

を行います。 変化は局所に生じ、 これが周囲

へ影響することから、 “Learn locally, think and 

act globally. （ローカルに学び、 グローバルに

考え行動する）” 価値観に基づく思考プロセス

になります。

 

＜参考文献＞

1) 宮村鐵夫、 真壁肇 （1994） ： “製品責任の事例解析
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no.4、 pp.59-72.

図６　経年変化と連鎖事象を想定し設計に反映する思考プロセス

安全研究だより
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  ガスこんろのグリルの誤使用による事故1）及び 

扇風機や換気扇などの経年劣化による発火 ・

火災2)3)など、 平成 20 年度までの 5 年間に 420 

件も発生し、 死傷者が出ています。 一方、 文

部科学省は、学校での製品事故の多発を受け、

「学校での製品事故を防ぐために」 のチラシと

ともに、 事故の再発防止の情報提供をして注

意喚起を促しました4)。

  家庭科は、 実践的 ・ 体験的な学習活動を特

徴としているだけに、 実習 ・ 実験などの具体的

操作を伴う活動が重視されます。 教師はそれら

の活動を安全に行うための適切な指導と十分な

配慮が要求されますが、家庭科室だけでも様々

な事故が発生しています5)6)。

  こうした中で、 平成 18 年 12 月 『改正消費

生活用製品安全法』 の公布、 平成 21 年４月

『長期使用製品安全点検 ・ 表示制度』 の施行、

平成 21 年９月消費者庁及び消費者委員会が

発足し、 消費生活センターに寄せられた危険 ・

危害情報は危害情報システムを通じて、 ( 独 )

国民生活センターと ( 独 ) 製品評価技術基盤

機構 （NITE) に情報提供され、 消費者の安全

の確保が位置づけられるようになりました。

  消費者が安全に関する幅広い情報を得て、

学ぶ機会を創出するには、 安全を確保するた

めの環境整備が重要であり、 一層の充実が求

められます。

  学習指導要領は、 各学校が編成する教育課

程や教科書検定の基準であることから、 各教科

で教える内容や教科書を編集する際の基準に

なります。 昭和 22 年に作成され、 昭和 26 年

改訂では文部省試案でしたが、 昭和 33 年以

降は、 文部省が教育課程審議会答申に照らし

て作成する法的基準となりました。 概ね 10 年

ごとに改訂が行われ、 小学校は平成 23 年４月

から平成 20 年告示学習指導要領に基づく教

科書が使用されます。 学習指導要領が学校教

育法施行規則の規定を根拠に定めたもので法

的拘束力がある一方、 学習指導要領より詳細

な事項を記述した学習指導要領解説は、 教科

用図書検定規則などには規定はなく拘束力は

ないものの教科書検定では、 強い影響力が見

られます。

  そこで本稿では、 平成 20 年告示小学校学

習指導要領 （家庭） 及び解説における製品安

全に関する記述調査と分析結果から、 今後の

小学校家庭科における製品の消費者安全教育

の課題を明らかにしたいと思います。

　

１���方法���方法��方法

  資料は、 平成 20 年告示小学校学習指導要

領の第８節　家庭7) （平成 20 年３月 28 日、 文

部科学省告示第 27 号） 及びその解説 家庭編
8) （平成 20 年 8 月 文部科学省） です。 なお、

小学校社会科に、 「様々な工業製品が国民生

活を支えていること」 9）の調べ学習は見られま

すが製品安全面の記述がないことから、 家庭

科のみの記述分析としました。

平成 20 年告示 小学校学習指導要領（家庭）と

その解説における製品安全に関する記述分析

茨城大学　教育学部

教授

山本　紀久子

　平成 20 年告示小学校学習指導要領及び解説（家庭編）における製品安全に関する記述

調査と分析結果から、今後の製品の消費者安全教育の課題 について考えます。
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  分析方法は、 小学校学習指導要領の第８節

家庭及びその解説から製品安全に関連した記

述を抽出し、 書写する方法をとりました。 抽出

する記述内容は、 児童の行為が直接的 ・ 間接

的に児童への危険 ・ 危害などにつながる事故

を防止するための記述内容に限定し、 分析しま

した。

  まとめるにあたって、 内容構成の大項目≪　

≫、 中項目＜　＞、 小項目 ［　］ としました。

学習指導要領解説で、 ア････等の一部語句

を、本文中に太字で 「こんろ�安全な取扱い」

等とある場合は、 【こんろの安全な取扱い】 と

表記するとともに、 解説の本文中の具体例等の

記述内容を 「　」 を付けて示すこととします。 さ

らに、 太字での記述がなく分かりにくい場合は、

『小学校学習指導要領解説　家庭編』 ６ページ

の新旧内容項目一覧を比較した表にある内容

項目の文言を用いました。

２��� �� ������������� �２��� �� ������������� �２�� �� ������������� �２

章 �８節 家庭�おけ���安全�関��

記述内容  

  表１に、 平成 20 年告示小学校学習指導要

領 第２章 第８節 家庭における製品安全に関す

る記述内容を示します。 製品安全に関する記

述内容は、 教科の目標である�１ 目標、 �

２ 各���目標及び内容の１目標の (1) ～

(2) には見られませんでした。 ２ 内容では、 ４

項目中２項目≪Ｂ 日常の食事と調理の基礎≫

の＜ (3) 調理の基礎＞の ［オ 調理に必要な用

具や食器の安全で衛生的な取扱い及びこんろ

の安全な取扱いができること］、 及び≪Ｃ 快適

な衣服と住まい≫の＜ (3) 生活に役立つ物の

製作＞の ［ウ 製作に必要な用具の安全な取扱

いができること］ に製品安全に関する記述が見

られました。 しかし、 ≪Ａ 家庭生活と家族≫と

≪Ｄ 身近な消費生活と環境≫への記述は見ら

れませんでした。

   第３ 指導計画の作成と内容の取扱いでは、

≪３ 実習の指導≫に記述がありましたが、 他の

≪１ 指導計画の作成≫≪２ 第２の内容の取扱

い≫≪４ 家庭との連携≫≪５ 各内容の指導≫

には、 見られませんでした。 ≪３ 実習の指導

≫では、 ＜ (1) 服装を整え、 用具の手入れや

保管を適切に行うこと＞＜ (2) 事故の防止に留

意して、 熱源や用具、 機械などを取り扱うこと

＞の配慮事項２項目として、 製品安全に関する

記述が見られました。

表１　平成 20 年告示小学校学習指導要領　第２章　第８節 家庭における製品安全に関する記述内容

  　第２ 各学年の目標及び内容

   　〔第５学年及び第６学年〕

　　２　 内容

　　　Ｂ 　日常の食事と調理の基礎

　　　　(3)　調理の基礎について、 次の事項を指導する。

　　　　　オ 　調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い及びこんろの安全な取扱いができること。

    　C  　快適な衣服と住まい

　　　　(3)　生活に役立つ物の製作について、 次の事項を指導する。

　　　　　ウ 　製作に必要な用具の安全な取扱いができること。

　　第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

　　３ 　実習の指導については、 次の事項に配慮するものとする。

　　　　(1)　服装を整え、 用具の手入れや保管を適切に行うこと。

　　　　(2)　事故の防止に留意して、 熱源や用具、 機械などを取り扱うこと。               
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  学習指導要領の 『内容』 に、具体的品目 「こ

んろ」 を挙げていることは、 児童への消費者安

全教育として最重要品目に位置付けられている

ことが窺えました。

３� �� �� ���������������� �� �� ����������������� �� ���������������

家庭編�おけ���安全�関��記述内容             

　表２に示すように、 製品安全に関する記述内

容は、 第２章 家庭科の内容と第３章 指導計画

の作成と内容の取扱いに見られ、 第１章 総説、

第２章 家庭科の目標及び内容の第１節 家庭科

の目標、 第２節 家庭科の内容構成には、 見ら

れませんでした。

  第２章 第３節 家庭科の内容では、 ≪Ｂ日常

�食�と調理�基礎≫≪Ｃ 快適な衣服と住ま

い≫と、 学習指導要領では見られなかった≪Ｄ 

身近な消費生活と環境≫の３つの内容に製品

安全に関する記述がある一方、 ≪Ａ 家庭生活

と家族≫には、 ありませんでした。

  ≪Ｂ 日常の食品と調理の基礎≫では、 ＜ (3)

調理の基礎＞にありましたが、 ＜ (1) 食事の役

割＞＜ (2) 栄養を考えた食事＞には見られませ

んでした。 ＜ (3) 調理の基礎＞では、 イの 【切

り方】、 オの 【こんろの安全な取扱い】 に記述

が見られました。

  包丁については、＜(3)調理の基礎＞のイ【切

り方】 １件 （注意をはらって）、 オ 【調理に必

要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い】 の

「包丁の安全な取扱い」 ３件 （相手に刃を向け

て渡さない ・ 置き場所 ・ 置き方の工夫） ができ

るようにすると明記されています。 　調理用こん

ろについては、【こんろの安全な取扱い】３件（使

用前後の器具栓の確認、 加熱の仕方と関連さ

せた火力の調整、 点火前に可燃物を周囲に置

表２　平成 20 年告示小学校学習指導要領解説 家庭編における製品安全に関する記述内容

Ｂ　日常の食品と調理の基礎

（３） 調理の基礎

イ 【切り方】 ・ 切ることは、 調理操作の中で頻度が高く、 技

　　術を要する部分があるので、 特に注意をはらって包丁を　

　　使い、 初めのうちは、 児童が扱いやすい野菜などを用い

　　て、　包丁の使い方に慣れさせるようにする。

オ 【用具や食器の安全で衛生的な取り扱い、 こんろの安全

　　な取扱い】

　 ・ 安全と衛生に注意して適切に取り扱うとともに、 こんろの

　　安全な取扱いができるようにする。

   【調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い】

　 ・ 実習を通して、 包丁の安全な取扱いと食器やまな板、　　

　　ふきんの衛生的な取扱いができるようにする。

    例 ： 相手に刃を向けて渡さないようにし、 置き場所や置き

　　方を工夫する。

　 【こんろの安全な取扱い】 ・ 学校で使用する調理用のこん

　　ろの特徴が分かり、 換気に注意し、 火傷の防止などに留

　　意して、 安全な取扱いができるようにする。

   例 ： 使用前後に器具栓などを確認したり、 加熱の仕方と　

３　実習の指導については、 次の事項に配慮する　

　ものとする。

・ 家庭科は実践的 ・ 体験的な活動を通して学習す

　ることを特徴としているので、 その中心的な学習　

　活動である製作や調理などの実習を安全かつ効

　果的に進めるために、 事故の防止に留意する必

　要がある。

・ 服装を整え、 用具の手入れや保管を適切にする

　ことが学習の効果を高めることや、 熱源、 用具、

　機械などの扱い方や用具の配置の仕方が仕事の

　能率や事故の防止に役立つことに気付かせ、 そ

　の適切な扱い方や手入れ、 収納の仕方などを指

　導するようにする。

・ 実習では、 児童が自分の活動に集中して回りの

　環境に気付かなかったり、 慣れない用具を扱った

　りして、 危険を伴うことが予想されるので、 指導　

　者はそれらを見通して安全確認をし、 家庭科室全

　体の用具等の配置や熱源、 用具、 機械などの扱

　い方を掲示して注意を促すなど学習環境を整え事

 第２章 家庭科の目標及び内容　第３節 家庭科の内容    第３章 指導計画の作成と内容の取扱い
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安全研究だより

　　関連させた火力の調節ができるようにしたりする。 さらに、

　　点火する前に･･･周囲に燃えやすい物を置いていないか　

　　確認するようにする。

Ｃ　快適な衣服と住まい

（１） 衣服の着用と手入れ

ア 【衣服の働き】 ・ 保健衛生上の働きとしては、 暑さ ・ 寒さ

　　を防いだり、 皮膚を清潔に保ったり、 ほこりや害虫、 けが

　　などから身体を守ったりすること。

（２） 快適な住まい方

ア 【住まい方の工夫】 ・ 夏季に涼しく過ごすための通風又は

　　冬季における汚れた室内空気の入れ換えとしての換気に

　　関する方法が分かり、 効果的な通風又は換気の仕方を　

　　工夫できるようにする。

　 ・ 安全な住まい方として、 暖房機の安全な扱いについて簡

　　単に触れることなど。

　　する必要があるなどにも気付くように配慮する。

（３） 生活に役立つ物の製作

ウ 【用具の安全な取扱い】 ・ 製作に当たっては適切な用具　

　　を正しく使うことが作業を効果的に進める上で大切である

　　ことに気付くとともに、 製作に必要な用具について知り、

　　安全に十分留意しながら使用することができるようにす　

　　る。

  ・ 針類、 はさみ類、 アイロン、 ミシンなどの用具は危険を

　　伴うので、 安全で適切な取扱い方を製作を通して身に付

　　けるようにする。

    例 ： 針類 ( 慎重な針の扱い） はさみ類 ( はさみの安全な

　　使い方や手渡し方）、 アイロン ( 火傷や電源に留意した機

　　器の扱い）、 ミシン ( 移動や出し入れなど）。

   ・ 他教科や家庭生活での経験とも関連させて、 危険防止

　　や安全点検の確認を習慣化できるようにする。 製作の準

　　備から後始末まで、 児童一人一人が責任をもって安全に

　　留意して行うことができるように配慮する。

Ｄ　身近な消費生活と環境

（１） 【物や金銭の使い方と買物】

イ 【適切な購入】 ・ 食品等に付けられた日付などの簡単な

    表示やマークなどを自分の目で確かめ目的に合った品質

　　 のよい物を無駄なく購入することができるようにする。

　故の予防に十分留意する必要がある。

（１） 服装を整え、 用具の手入れや保管を適切に　

　　　行うこと。

　【服装】 ・ 活動がしやすく安全性に配慮したものを

　準備して着用するように指導する。

  【用具の手入れ】・こんろは回りの汚れを拭き取る。

　【用具の保管】 ・ 安全や衛生に留意して収納させ

　る。

　  例 ： 製作実習で使用する針類、 はさみ類、 アイ

　　ロン、 ミシンなどの用具の安全な保管方法の指

　　導についても徹底する。

  　例 ： アイロンは冷めてから収納場所に保管する。

 ・ 包丁やはさみは本数を確認し、 保管箱に入れた

　　りカバーを付けたりするなど、 保管には十分留　

　　意し、 常に安全管理に努めるように指導する。

（２） 事故の防止に留意して、 熱源や用具、 機械　

　　などを取り扱うこと。

　【熱源や用具、 機械など】 ・ 取扱いを誤ると危険　

　を伴うものがあるので、 常に安全管理と事故の防

　止に努めることが大切であることを理解させ、 そ　

　れらを安全に扱うことかできるようにし、 基本的な

　操作を身に付けるように指導する。

 ・ 使用場所や用具の配置の仕方で仕事の能率や

　　事故防止に役立つことに気付かせるように工夫

　　することも重要である。

 ・ 洗剤類の保管にも、 誤用のないように十分留意

　　する。

　【調理実習】 ・ 熱源の回りにふきんやノート類な　

　どの燃えやすいものを置かないことや、 熱源の適

　切な点火 ・ 消火の確認や調理中の換気について

　指導する。

　 ・ こんろや調理器具の余熱にも注意する。

　【製作実習】 ・ 針の本数の確認や折れた針の始末

　などを徹底させる。

　 ・ アイロンの使用場所や置き方、 火傷などを引き

　起こさないように指導する。

　【機械】 ・ ミシンなど重量のある物の配置、 コード

　の取扱い方などについて十分に配慮する。

備考 ： アンダーライン　品目等の安全に関する記述内容、 製品安全に関する学習活動で予想される危険に対する文末の表記。
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いていないかの確認 ) の具体例を挙げ、 こんろ

の特徴がわかり、 換気に注意し、 火傷の防止

などに留意して、 安全な取扱いができるように

すると明記されています。 なお、 火傷の危険源

として、 お茶の熱湯 ・ 鍋 ・ 鍋の湯気などの高

温物体が考えられますが、 具体的例の記述は

見られませんでした。 【切り方】 の 「特に注意

をはらって包丁を使い、 ････包丁の使い方に慣

れされるようにする」 １件以外は、 児童に注意

喚起を促す、 具体的行動目標形式によるもの

でした。

  ≪Ｃ 快適な衣服と住まい≫では、 ＜ (1)

衣服の着用と手入れ＞＜ (2) 快適な住まい方

＞＜ (3) 生活に役立つ物の製作＞の全てに製

品安全に関する記述が見られました。

　＜ (1) 衣服の着用と手入れ＞のア 【衣服の働

き】 １件 （けがなどから身体を守ったりすること

が分かり） に、 安全に関する知識 ・ 理解の記

述が見られましたが、 ア 【快適な着方の工夫】、

イ 【日常着の手入れとボタンつけ及び洗濯】

には、 見られませんでした。

  ＜ (2) 快適な住まい方＞では、 イ 【季節のの

変化に合わせた生活の大切さ、 快適な住まい

方の工夫】 にはなく、ア 【住まい方の工夫】 に、

暖房機１品目２件 （汚れた室内空気の入れ換

えとしての換気の方法 ・ 換気の工夫） と安全な

住まい方として、 暖房機の安全な扱い１件を明

記しています。 また、 【清掃の仕方の工夫】 で

は、 住宅用洗剤１品目をあげ、 １件 （使い方

の表示を見て使用する必要性） への配慮を明

記しています。

  【清掃の仕方の工夫】 の 「住宅用洗剤は使

い方の表示をよく見て使用する必要があるなど

にも気付くように」、 【住まい方の工夫】 の 「安

全な住まい方として、 暖房機の安全な扱いに

ついて簡単に触れること」 の計２件では、 指導

者による製品安全に関する配慮事項としての記

述が見られました。 　

  ＜ (3) 生活に役立つ物の製作＞では、ア 【形

などの工夫と製作計画】、 イ 【手縫いやミシン

ぬいによる製作 ・ 活用】 にはなく、 ウ 【用具の

安全な取扱い】 で４品目 （針類・鋏類・アイロン・

ミシン） を挙げ、針１件（慎重な扱い）、鋏２件（安

全な使い方 ・ 手渡し方）、 アイロン２件 （火傷 ・

電源に留意した扱い）、 ミシン２件 （移動 ・ 出

し入れ） の７件を明記しています。 さらに、 ４項

目 「用具は危険を伴うので、 安全で適切な取

扱いを製作を通して身に付けるようにすること」、

「製作に当たっては適切な用具を正しく使うこと

が作業を効果的に進める上で大切であることに

気付くとともに、 製作に必用な用具について知

り、 安全に十分留意しながら使用することがで

きるようにする」、 「製作の準備から後始末まで、

児童の一人一人が責任をもって安全に留意し

て行うことができるように配慮する」、 「他教科や

家庭生活での経験とも関連させて、 危険防止

や安全点検の確認を習慣化できるようにする」

を挙げて、 児童に製作過程の安全管理 ・ 危険

防止や安全点検の確認を習慣化できるようにす

ることを特記しています。

  ≪Ｄ 身近な消費生活と環境≫では、 ＜ (2)

環境に配慮した生活の工夫＞と＜ (1) 物や金

銭の使い方と買い物＞のア 【物や金銭の大切

さ、 計画的な使い方】 にはなく、 イ 【身近な物

の選び方、 買い方】 に見られました。 イの 【適

切な購入】 の内容の取扱いで、 １件 「食品等

に付けられた日付などの簡単な表示やマークな

どを自分の目で確かめ、 目的に合った品質の

よい物を無駄なく購入することができるようにす

る」 と、 児童の具体的行動目標形式の記述が

見られました。 なお、 ここでは食品だけでなく、

食品等 ・ マークなどと記述していることから製品

安全に関する記述１件として数えました。

  このように、 第３節 家庭科の内容全体では

20 件 （包丁 4 ・ こんろ 3 ・ 服装 1 ・ 暖房機 3 ・

住宅用洗剤 1 ・ 針 1 ・ 鋏 2 ・ アイロン 2 ・ ミシン 
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2 ・ 表示マーク 1） に見られました。

　�３章��計画�作�と内容�取扱いにお

いては、 製品安全に関する記述は、 ≪３ 実習

の指導≫に見られ、 他の≪１ 指導計画作成上

の配慮事項≫≪４ 家庭との連携≫≪２ 第２の

内容の扱い≫≪５ 言語活動の充実と家庭科≫

には、 見られませんでした。

  ≪３ 実習の指導≫の配慮事項３項目中２項

目の＜ (1) 服装を整え、 用具の手入れや保管

を適切に行うこと＞、 ＜ (2) 事故の防止に留意

して、 熱源や用具、 機械などを取り扱うこと＞

に見られました。 冒頭では、 家庭科が実践的 ・

体験的な活動を通しての学習に特徴があること

と 「実習での事故防止の全体的配慮事項」 と

ともに、 「家庭科室全体の用具等の配置や熱

源、 用具、 機械などの扱い方を掲示して注意

を促すなど学習環境を整え事故の予防に十分

留意する必要がある」 の記述内容は、 指導者

としての家庭科室環境運営管理能力を意識し

たものになっています。

  ＜ (1) 服装を整え、 用具の手入れや保管を

適切に行うこと＞については、【服装】 １件、【用

具の手入れ】 １件 ( こんろ）、 【用具の保管】 ５

品目 （針類 ・ 鋏類 ・ アイロン ・ ミシン ・ 包丁）

の安全な保管方法例７件の記述が見られまし

た。 【服装】 では、 活動がしやすく安全性に配

慮して準備 ・ 着用の記述はありますが、 具体

例は認められませんでした。 【用具の保管】 で

は、 「安全な保管方法の指導についても徹底

する」 「常に安全管理に努めるように指導する」

など、 安全指導の徹底を強調し、 児童に対す

る具体的行動目標形式で示しています。

  ＜ (2) 事故の防止に留意して、 熱源や用具、

機械などを取り扱うこと＞については、 【熱源や

用具、 機械など】 ３件、 【調理実習】 ３件、 【製

作実習】 ５件、【機械】 ２件の計 13 件６品目 （熱

源 ・ 調理器具 ・ 洗剤 ・ アイロン ・ ミシン ・ 針）

が見られました。 指導者の留意点として、 ９項

目 ( 誤用のない洗剤管理、熱源の適切な点火・

消火の確認、 こんろや調理器具の余熱、 針の

本数の確認、 折れ針の始末、 アイロンの使用

場所 ・ 置き方、 重量のあるミシンの配置、 コー

トの扱い方） で事故防止の具体例を示すだけ

でなく、 「徹底させる」 「十分留意する」 「注意

させる」 「指導する」 「配慮させる」 など、 文末

の記述からも指導者として製品安全への配慮と

事故防止への徹底を促すものでした。なお、「誤

用のない洗剤保管の洗剤」が、台所用・洗濯用・

住宅用のどれに関する記述かの明記はありませ

ん。

  このように、 第３章 ≪３ 実習の指導≫の配慮

事項の＜ (1) 服装を整え、 用具の手入れや保

管＞では、 ９件 （服装 1 ・ 用具 「こんろ」 の手

入れ 1 ・ 用具の保管 「包丁 / 針 / 鋏 / アイロ

ン / ミシン」 7）、 ＜ (2) 事故の防止＞では、 13

件 （調理器具 1 ・ こんろ 4 ・ アイロン 3 ・ ミシン

2 ･針 2 ・ 洗剤 1） に見られました。

４�まと��まと�まと�

  平成 20 年度文部科学省告示小学校学習指

導要領 （家庭） 及び解説における製品安全に

関する記述内容を分析した結果、 若干の知見

を得ました。

１) 学習指導要領 家庭編では、 教科の 『目

標』、 第２各学年の目標及び内容の 『目標』　

にはなく、 『内容』 と 『内容の取扱い』 に見ら

れました。 『内容』 では、 「調理に必要な用具

の安全な取扱い」 「こんろの安全な取扱い」 「製

作に必要な用具の安全な取扱い」　に見られま

した。 『内容の取扱い』の≪実習の指導≫では、

「服装」 「用具の手入れ」 や 「保管」 の配慮、

「熱源や用具」 「機械」 の事故防止にあり、 学

習指導要領の　『内容』 に、 具体的品目を含

む 「こんろの安全な取扱い」 を挙げ、 製品関

する消費者安全教育として 「こんろ」 が最重要

品目に位置付けられていることが窺えました。

安全研究だより
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２) 学習指導要領解説 家庭編では、 製品安

全の具体的な記述として、 実習時の安全な服

装の選び方、 こんろの手入れ、 包丁 ・ 針 ・ 鋏 ・

アイロン ・ ミシンの手入れ、 調理器具 ・ こんろ ・

針 ・ アイロン ・ ミシン ・ 洗剤の事故防止への配

慮事項が見られました。 しかし、　チラシ 「学校

での製品事故を防ぐために」 に記述があったゴ

ム管の製品事故防止や取扱い説明書の使用推

進は見られませんでした。  

３) 製品安全に関する学習活動で予想される

危険に対して、 「できるようにする」 ９点、 「指

導する」 ７点と、 児童の具体的行動目標形式

で記述があります。 一方、「留意する」  ９点、「配

慮する」 ３点、 「工夫する」 １点、 「徹底する」

１点と、 指導者として製品安全への配慮 ・ 管理

上や事故防止への徹底が文末に強調されてい

ることからも、 指導者による配慮事項としての位

置付けが重視されていることが窺えました。

４) これらのことから、 小学校家庭科における

製品の消費者安全教育は、 内容の取扱いに

おける指導者の配慮事項としての位置付けが

重視され、 実習での事故防止に重点が置か

れ、 製品の安全を重視した意思決定 ・ 行動選

択場面の記述は認められませんでした。 今後、

小学校における製品の消費者安全教育として、

児童による取扱説明書 ・ 手順書の作成、 表示

マーク調査 ・ 設置など、 製品安全の立場から

留意事項の記述を取り入れた生産者・販売者・

設置者等の視点からの教材開発を進めていき

たいと思います。

＜注＞

１） ( 独 )NITE 製品安全センター 「ガスこんろのグリルの

誤使用等による火災事故の防止について （注意喚起）、

平成 22 年５月 11 日。

２） ( 独 )NITE 製品安全センター 「扇風機及び換気扇の

経年劣化等による火災事故の防止について」 （注意喚起）

平成 22 年６月 17 日。

３） ( 独 )NITE 製品安全センター 「扇風機及びエアコン

の経年劣化による事故の防止について」 （再注意喚起）

平成 22 年８月９日。

４） 文部科学省 「学校で発生した製品事故に関する製品

事故に関する情報提供について」　平成 22 年８月 23 日。

平成 20 年 11 月から 22 年６月までに学校で発生した重

大製品事　故６件とともに、 「学校での製品事故を防ぐた

めにの注意喚起用チラシ （ガス栓とゴム管の接続部から

の出火 ・ テーブルが跳ね上がって顔面強打 ・ 古い換気

扇から出火 ・ ブラウン管テレビから出火） を示し、 取扱

説明書の使用推奨を促している。

５） スポニチ 「ガスこんろに背を向け友人と話･･･エプロン

に燃え移る」

　URL;http://www.sponichi.co.jp/society/f lash/

KFullFlash20100224087.html, 平成 22 年２月 24 日。

６） ( 独 )NITE 生活安全分野 「事故情報」 URL;http://

www.jiko.nite.go.jp/php/jiko/search/index.php、  

　 事故情報検索の結果、 「使用中のオーブンの火が消え

たため再点火後、 爆発着火し、 教員が火傷 （2008)」 「家

庭科室から出火し、 電気コードの一部を焼く (2007)」 「ガ

ス器機の取扱いについて説明中、 ソケット部分から漏れ

たガスに、 テーブルコンロの火が引火　(2003)」 「ガスこん

ろを点火後、 ガス栓用ソケット周辺に火がつき、 ソケット

一部を溶解 (2006)」 「オーブンレンジ２台の延長コードの

定格容量を超えた使用のためコードの一部を焼く (2007）」

などが見られた。

７） 文部科学省 「小学校学習指導要領」 東京書籍株式

会社、 pp88-91、 平成 20 年７月 25 日。

８） 文部科学省 「小学校学習指導要領解説 家庭編」 株

式会社東洋館出版、 平成 20 年８月 31 日。

９） 文部科学省 「小学校学習指導要領解説 社会編」 株

式会社東洋館出版社、 p50、 平成 20 年８月 31 日。
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生活者の視点

　昨今は省エネをうたった商品が多く出回り、

下手に修理に費用をかけるより、 新しく省エネ

タイプの商品を購入するほうが環境面は無論の

こと、 ランニングコスト面からもお得という広告を

よく目にします。 そうした宣伝につられ買い物を

する人のなかに、 その商品の耐用年数までき

ちんと考えて選択している人はどれだけいるで

しょうか。

　一般的にメーカーでは、 購入者の使用環境、

使用状況に違いがあるからということで耐用年

数をはっきり表示することはありません。 専ら買

い手側の私たちが、 「私はしっかり管理して、

手入れもよくするから、 ○年は持ってくれるだろ

う」 という独りよがりの思いで勝手な耐用年数を

作り上げているだけにすぎないと思います。 そ

の場合の耐用年数計算のなかには、 これまで

「劣化」 という観念は全く考慮されていなかった

と断言できるのではないでしょうか。 人に老化

があるようにものにも自然磨耗、 環境劣化があ

るということをほとんどの人は忘れていると思い

ます。

　計画的な方は、 メーカーの思惑 （部品保有

期間など） とは関係なく、 テレビの耐用年数は

○年、 電子レンジは○年と自分なりの目標をた

てて買い換え時の準備金を積み立てておくとい

う話も聞きますが、 一般的には故障をはじめと

する何かのアクシデントによって買い換えなくて

はならなくなり、 その時 「もう買って何年になる

から仕方ないわね」 とは口にしても、 くどいよう

ですが、 環境劣化とか経年劣化という言葉を思

い浮かべる人は少なかったように思います。

　ひと頃、 安全性より全体の価格を抑えること

を優先して、 建築基準法に決められた構造計

算の基準を大きく下回るマンションが数多く見

つかり大きな社会問題となりました。 また、 テレ

ビ、 新聞をフルに活用してリコールの呼びかけ

をしたＰ社のＦＦ式石油暖房機の例にも見られる

ように、 私達はその建物や製品の不具合や不

適性を目で見て、 その外観から判断するという

ことはできません。

　また、 ここ数年、 飛行機事故が多かったよう

に思います。 それらの事故の中には、 大事に

は至らなかったものの、 タイヤが外れたり、 どこ

かの部品が落下したりといった事故も多く、 一

部では 「経年劣化」 によるものではといった推

測報道もありました。

　何百人もの命を預かり、 機体にとってかなり

過酷な環境に飛び立つ飛行機は、 一回飛行す

るごとに、大勢の専門家による詳細な点検チェッ

クがなされ、 異常のないことを確認されるという

ことですのに、 その飛行機においてさえ起こり

得たこうした多くの事故は、 真偽は定かではな

いものの 「経年劣化」 の怖さを一般に知らしめ

たように思われました。

製品安全と、目には見えない「劣化」に思う

消費科学連合会

副会長

犬伏　由利子

　消費生活安全法をはじめ製造物責任法、ＪＩＳ規格まで実に様々な安全対策の下に生

み出されている製品ではありますが、「減肉」という言葉で知らされた環境や経年による

「劣化」という事象の存在をしっかりと認識し、消費者は消費者として、そのための対応

のあり方を考えていきたいと思っています。
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　このような点検整備は他の公共機関、 交通

機関や原子力発電所、 石油コンビナート等危

険物を取り扱うところでは日々行われているは

ずです。 　

　製造物責任法の浸透やリコール （製品回収）

の速やかな実施により、 不良製品による被害に

泣く人は少なくなったように思われますが、 この

「経年劣化」 による事故はさまざまなものに少し

ずつ増えてきているようにも見えます。

　前述のような公共性のあるものや、 なにかこ

とがあった時の危険度の高い施設、 機器等に

関しては法律的に点検整備が義務づけられて

いることが多いのですが、 そうした専門従事者

による点検を経ても見落とされてしまいがちなの

が、「劣化」 と呼ばれる現象なのではないでしょ

うか。 その大きな例として、 1995 年のもんじゅ

のナトリウム漏洩による火災事故の折に報道さ

れた減肉事象や 2004 年の美浜発電所の爆発

事故の原因と言われた 「配管減肉」 という事象

が挙げられるように思います。 この二つの事故

によって私達は 「劣化」 という事象に気がつか

されたと思います。 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　専門家が寄ってたかって点検しても見つける

ことの難しい 「劣化」 現象は、 私たちが日頃

便利に、 快適に使用し、 利用しているさまざま

な器具類にも起こりえます。

　ことに身の回りにたくさんある家電品は、 で

きるだけ長持ちさせるためにも細かに手入れを

して大事に扱うため、 見た目に経年を感じさせ

ないことが多くあります。 一番目につく家電品

のコード類でさえ、 完全に一体化され、 外から

は中で何が起こっているのか見ることもできませ

ん。 昔は、コードのまわりの糸がつづれてきたり、

ソケットのねじが緩んできたりといった事象から

経年を実感し、 それによってまた劣化への心配

りもできたのではなかったかなと思うのは安直す

ぎる考え方なのでしょうか。

　さまざまな安全対策がなされることは決して悪

いこととは思いませんが、 自己点検の余地ある

いは点検方法の開発こそあってほしいと願うの

は無理なことでしょうか。

　数年前に、 私の所属している消費科学連合

会の住宅日用品部が、 一般的家庭にはどんな

電気用品があり、 またそれらの商品の家庭での

使用年数およびその電気用品の耐用年数をど

のくらいと考えているかを小さな範囲ではありま

したが調査したことがあります。

　その調査で、 年代別とか単身か世帯かといっ

た細かな分類がありませんので定かな分析はで

きませんが、 10 年以上使用している家電品が

レンジや乾燥機そしてエアコン、 冷蔵庫、 掃除

機、 洗濯機など数多くあることが分かりました。

またガス機器類でも、 炊飯器をはじめガスオー

ブンやガスこんろ、 そして給湯器などが 10 年、

20 年と使用されているにも係わらず、 意識的に

専門家に点検 ・ 整備してもらっているという回

答はほとんどありませんでした。

　昨 2009 年４月から、 長期使用製品安全点

検制度が施行されています。 この制度の対象と

なる製品に関しては、 「設計標準使用期間」 が

ＪＩＳによって制定され、 メーカー ・ 輸入業者等

から点検時期の到来を通知されることになりまし

たので、 「私は丁寧に扱っているから」 といっ

た独りよがりからは抜けることができると思いま

す。  とはいえこの制度の対象は、 現在は７種９

品目に限られていますので、 前述の当会の調

査に出てきたような電子レンジ、 冷蔵庫、 テレ

ビなど一般家庭に馴染みの深いものに関しては

いまだにの感が拭えません。

　規格化、 基準化することだけでは決して避け

ることのできない 「経年劣化」、 使用環境や使

用頻度そして扱い方などの違いから一律に評

価し、 規定することができないこの 「経年劣化」

の怖さ （？） を改めて意識する必要性を折に

ふれ、 会として呼びかけていきたいと思います。
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　独立行政法人製品評価技術基盤機構 （NITE） は、 経済産業省の製品安全行政の一環として、

暮らしの中で使用する製品で起こった事故の情報を集めています。 平成 19 年５月改正消安法が施行

され、 重大製品事故の発生を知った製造 ・ 輸入事業者は、 国へ事故の情報を報告することが義務づ

けられました。 この消安法に基づいて国へ報告される重大製品事故以外の事故は NITE で収集して

います。 なお、 最新の受付情報は、 毎週公表しています。

　NITE は、 昭和 49 年 10 月から事故情報を収集しています。

　NITE は、 集めた事故情報のすべての事故についての内容を調査 ・ 分析し、 必要な場合には原因

究明のためのテスト等を実施しています。 調査結果は、 学識経験者や消費者代表等により構成され

る事故動向等解析専門委員会による審議 ・ 評価を経た上で、 事故原因や事業者の再発防止措置を

含め、 定期的に公表しています。

　また、国へ報告された重大製品事故のうち、安全性に関する技術上の調査が必要なものについては、

経済産業省の指示により、 NITE が調査を行っています。

　集めた事故情報や調査・分析状況は、 随時、 経済産業省及び消費者庁に報告し、 必要な場合には、

経済産業省から事業者や事業者団体に対して行政上の措置が講じられます。

	 事故情報収集制度とＮＩＴＥ

  ◎集めた事故情報を調査し、 その結果を公表して製品事故の未然 ・ 再発防止  
     に役立てています。 （被害者救済のための調査等は行っておりません）

  ◎必要な場合、 経済産業省から行政上の措置が講じられます。

  ◎暮らしの中で起こった製品の事故情報を集めています。

公表

報告義務※１

地方公共団体（消費生活センター、消防・警察等含む）

製造・輸入事業者 販売・設置工事事業者、関係団体等（重大） （非重大）

通知※２

重大製品
　事故通知※１

調査結果をデータベース化・リスク分析等

情報公開

※１…消費生活用製品安全法（消安法）

※２…消費者安全法（安全法）

事故情報収集

調査報告書、

特記ニュース等の発行

インターネット等による

情報提供、

メールマガジンの配信

講師派遣、啓発

セミナーなどの

開催

プレス発表

原因調査 市場モニタ リ ングテスト 、 事故原因究明手法を開発

「事故動向等解析専門委員会」で審議(非重大)

重
大
製
品
事
故
調
査

報
告
及
び
非
重
大

製
品
事
故
通
知

任意通知

通
知
義
務
※
２
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平成 22（2010）年 10 月第 10 号発行

　　　　　　　　　〈編集〉

　　　　　　　　　　生活安全ジャーナル編集事務局
　　　　　　　　　　　〒 540 ｰ 0008

　　　　　　　　　　　大阪市中央区大手前 4 ｰ 1 ｰ 67　大阪合同庁舎第２号館別館

　　　　　　　　　　　独立行政法人製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ：ナイト）

　　　　　　　　　　　製品安全センター　製品安全調査課

　　　　　　　　　　　電話：06 ｰ 6942 ｰ 1113　　FAX：06 ｰ 6946 ｰ 7280

　　　　　　　　

　　

　　「第二火曜日は火二注意」

　　経済産業省では、 平成 19 年３月より、 毎月第２火曜日を製品安全点検日と定め、 製品安全

　　についてのセミナーを開催したり、 消費者へは情報提供や注意喚起を行っています。

ヒ　ニ

●編集後記

◇今号の特集では「経年劣化」をテーマにしました。不具合や異常を感じても「古いから性能が劣った」として、

使用を続けるのは経年劣化の事故の原因です。多くのマスコミに映像が流れましたが、ＮＩＴＥの記者会見で

紹介した「叩くと回り出す扇風機」も経年劣化の代表的な一例。「古い = 性能劣化」ではなく、「古い = 経年劣

化」という認識を持ってもらうことが事故の防止策でしょう。

◇先にふれましたが、ＮＩＴＥでは、ほぼ月に一度のペースで、製品事故に注意喚起を促す記者説明会を行っ

ています。テレビや新聞を見て、消費者の方々からお問い合わせを頂く機会も増えています。事故再現映像は

ＮＩＴＥのホームページで見ることもできますので、ぜひご覧ください。

◇今年度も「業務報告会」を、大阪（11 月 18 日）と東京（11 月 26 日）でそれぞれ開催します。ただ、東

京会場は、早い段階で定員に達したために、せっかく申し込んで下さったにもかかわらず、多くの方々にご迷

惑をおかけすることになりました。この場を借りまして、改めてお詫び申します。

◇消費者向けの「製品事故から身を守るために〈身・守りハンドブック 2010〉」（本文 44 ページ、61 事例）

を発行しました。学校やマンション等で閲覧したいとの声も頂くなど、好評を博しています。送料のみご負担

頂ければ送付いたしますので、ぜひご活用ください。ＮＩＴＥホームページからのダウンロードも可能です。

　http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handbook.html

【応募方法】Ａ４サイズの封筒の表に送付希望先の郵便番号、住所、氏名を明記の上、210 円切手を貼付して

封筒に入れ、以下の送付先まで。複数冊ご希望の場合は、製品安全調査課　（電話 06-6942-1113）へ

【送付先】〒 540-0008 　大阪市中央区大手前 4-1-67  大阪合同庁舎第２号館別館　ＮＩＴＥ　身・守りハン

ドブック係　　

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *     　　     * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *編集者 

○生活安全ジャーナル編集委員会

○生活安全ジャーナル編集事務局

　　　　長田　　敏　　鬼頭　茂芳　　田中ちずる　　山田　秀和

　　　　高寺　慎吾　　用貝　成子　　船田　直子
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　製品安全����������������
                     〒 540-0008 大阪府大阪市中央区大手前 4-1-67  大阪合同庁舎第２号館別館
    製品安全�������　電話 06-6942-1113　FAX 06-6946-7280　（事故情報に関する照会）
　　  製品安全技術�　電話 06-6942-1114　FAX 06-6946-7280　（事故の報告 ・ 通知等の�い合�せ）等の�い合�せ））
　　　　　　　　　　          フリーダイヤルファックス  0120-23-2529 （事故の報告 ・ 通知）

　製品安全����������������
                     〒 151-0066 東京都渋谷区西原 2-49-10
    技術業務�         電話 03-3481-1820　FAX 03-3481-1934

　北海道支所　〒 060-0808 北海道札幌市北区北八条西 2-1-1 札幌第一合同庁舎
　　　　　　　     電話 011-709-2324　FAX 011-709-2326電話 011-709-2324　FAX 011-709-2326

　�北支所     〒 983-0833 宮城県仙台市宮城野区東仙台 4-5-18
                    電話 022-256-6423　FAX 022-256-6434

　北関�支所  〒 376-0042 群馬県桐生市堤町 3-7-4
                    電話 0277-22-5471　FAX 0277-43-5063

　中部支所     〒 460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸 2-5-1 名古屋合同庁舎第２号館
                    電話 052-951-1931　FAX 052-951-3902

　北陸支所     〒 920-0024 石川県金沢市西念 3-4-1 金沢駅西合同庁舎
                    電話 076-231-0435　FAX 076-231-0449
 
　中国支所     〒 730-0012 広島県広島市中区上八丁堀 6-30 広島合同庁舎第３号館
                    電話 082-211-0411　FAX 082-221-5223

　四国支所     〒 760-0023 香川県高松市寿町 1-3-2 高松第一生命ビルディング５F
                    電話 087-851-3961　FAX 087-851-3963

  九州支所     〒 815-0032 福岡県福岡市南区塩原 2-1-28
                    電話 092-551-1315　FAX 092-551-1329

製品安全センター

ＮＩＴＥ製品安全センター（製品安全担当部門）、

各支所のご案内

北海道支所

中国支所

九州支所

中部支所

北関東支所

製品安全センター（東京）

北陸支所

製品安全センター（大阪）

四国支所

東北支所




